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　第Ⅰ章　孤立







　　　　１




　薄うすい霧きりに覆おおわれた早朝の海を、一艘そうの船が滑すべるように進んでいた。

　船には、夜明けまえにカノン王国の港町ルードの市場で仕入れた食料品が満まん載さいされている。

　目指すのは、海かい峡きようの対岸にある暗黒の島マーモの港町サルバド。

　マーモに食料品を運び、帰りには薬草やら陶とう器きといった品物を仕入れる。最近、サルバドの市場に出回るようになった暗黒の島の特産品だが、ライデンの商船に驚おどろくほどの高値で売ばい却きやくすることができる。

（まさかマーモで品物を仕入れられるようになるなんて、夢にも思わなかったぜ）

　船長である髭ひげ面づらの男が、ほくそ笑えんだ。

　サルバドへは、荷の積み降ろしまで含ふくめて半日もあれば往復することができる。潮の流れが速く、海の魔ま獣じゆうや海かい賊ぞくが出しゆつ没ぼつする危険な海ではあるが、この近海で長年、漁をして暮らしてきた彼は潮の流れや魔ま物ものの生態は知り尽つくしている。

（このオレにも、ようやく運が向いてきたってことだな）

　これまで細々と漁で生計を立ててきたのが、馬ば鹿か馬ば鹿かしく思える。

　マーモとの交易が儲もうかると知っている船乗りはまだまだ少ないから、しばらくは荒あら稼かせぎができるはずだ。

「お頭かしら！」

　そのとき、船首で見張り役をしていた船員が、大声を張りあげた。

「何事だ？」

　そう怒ど鳴なりかえしながら、船長は船首のほうへと大おお股またで歩く。

「霧の向こうから、船が近づいてきやす」

　まるで海賊のような口調で、見張り役は言った。

　海賊が横行し、海の魔獣が棲せい息そくする海域に船を出そうというのだから、漁船であれ商船であれ、この近海を航行するすべての船が武装しているし、船乗りも荒くれ者ぞろいだ。

「この時刻に、マーモのほうからやってくるなんて、珍めずらしい船もいたものだな」

　独り言のように、船長はつぶやく。

「もしかすると、海賊船かもしれねぇ。全員、武器は手元に置いておけよ！」

　船長は全員に怒鳴ると、自身も腰こしにつるしている曲刀カトラスを確かめた。

　それから、霧の向こうに見える船せん影えいを見つめる。

　真っ黒な船体。大きさは、彼の船の二倍ほど。遠洋航海にも耐たえられるほどの大型船だが、マストの影かげは一本もない。

「ありゃあ、軍船だな」

　じっくりと観察してから、船長は独り言のようにつぶやいた。

　海賊船にしては大きすぎるし、商船ならたとえ帆はん船せんでなくても、追い風のときのために、マストの一本ぐらいは立てるものだ。たとえば、この船がそうであるように。

「最近、海峡を渡わたろうとした船が、何隻せきか、謎なぞの失しつ踪そうを続けているから、巡じゆん視しのためサルバドから出てきたんだな」

　船長は言って、新しいマーモの領主は若いがなかなかのやり手らしいから、と思いだしたように続けた。

　そして彼は漕こぎ手や舵かじ取とりを振ふり返り、右に舵を切るよう大声をあげた。

　船影を見る限り、軍船は正面から近づいてきている。軍船は水面下に衝角ラムをつけているものだから、衝しよう突とつなどしようものならひとたまりもない。

　しかも、相手はマーモ公国の軍船だから、沈しずめられても文句のひとつも言えない。

「……お頭！　向こうも同じ方向に舵をきりやした」

「なんだと！」

　船長は顔色を変えた。

　正面から衝突しそうなときには、双そう方ほう、右に舵を切るのが船乗りの掟おきてである。

「まさか、オレたちを海賊だと疑ってやがるのか？」

　船長は吐はき捨てるように言った。

「この胴どう太ぶとの船体を見れば、速度の出ないことなど、一目で分かるだろうが！」

　海賊船は例外なく速度が出せるような船体をしているものなのだ。

「しかたねぇ。速度を落とせ……」

　船長は思いつくかぎりの悪態を並べたあと、船員たちにそう命じた。

　漕ぎ手たちが櫂かいを海から上げる。船はしばらく惰だ性せいで進んだあと、潮に流されるままになる。

　マーモの軍船と思おぼしき大型船は、そのあいだも、まっすぐこちらに近づいていた。

「それにしても、おかしな船ですね……」

　見張り役の船員が、額に手をかざしながら、ぽつりと言う。

「甲かん板ぱんに人の姿はありませんし、櫂も見えません」

「だったら、いったいどうやって動くっていうんだ？」

　船長は、もっとよく見やがれ、と見張り役に怒鳴る。

「それは、こっちが聞きたいぐらいですぜ」

　見張り役は、肩かたをすくめた。

「海クラー魔ケンにでも引かせているんでしょうかね。マーモの公王は、魔ま獣じゆう使いの女を宮きゆう廷ていに招いたって噂うわさですから……」

「なに馬鹿を言ってやがる……」

　船長は見張り役をどやしつける。

　と、大型船の甲板で、赤い光がぶわりと輝かがやいた。

「そら見ろ。合図を送ってきたじゃねぇか……」

　船長がそう言って、笑い声をあげようとしたその瞬しゆん間かん──

　耳をつんざくような轟ごう音おんが、突とつ然ぜん、背後で起こった。

　同時に背中を突つき飛ばされるような衝しよう撃げきがあり、彼は船の舳へ先さきを飛び越こえて、真っ逆さまに海へと落ちていった。

　何が起こったのか分からず、ひどく混乱したが、そこは何十年も海で暮らしてきた男である。すぐに海面に浮うかびあがり、そして自分の船を振り返る。

　そして絶句した。

　彼の船はマストが折れ、船の中央部から炎ほのおが噴ふきあがっていたのだ。

　船員たちが悲鳴をあげながら、次々と海へと飛びこんでいる。

「投石カタパ機ルトで火ひ弾だんでも撃うち込みやがったのか？」

　船長は──いや船長であった男は、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　そのあいだにも爆ばく発はつは次々と起こり、木造の船は木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされてゆく。

　大小の破は片へんが降り注いできて、彼はあわてて船から遠ざかった。

　そしてそのとき──

　マーモの軍船と思っていた船が、すこし離はなれた場所を音もなく通りすぎていった。

　見張り役が言ったとおり、船からは一本の櫂も出ていなかった。しかし帆ほを張るためのマストさえ一本もないのだ。

　しかも甲板には人の姿もない。

「いったい、何だって言うんだ……」

　船長であった男は、震ふるえる声でつぶやいた。




　　　　２




　ロードスという名の島がある。

　アレクラスト大陸の南に浮かぶ辺境の島だ。大陸の住人たちは、呪のろわれた島と呼んでいる。魔物どもが跳ちよう梁りようし、激しい戦いくさが打ち続くゆえに。

　しかし、ここ五十年ほどに起こった三つの大戦の結果、ロードスは平和と安定の時代を迎むかえようとしていた。

　諸王国は不戦の盟約を結び、人を寄せつけることのなかった魔境も、そこに棲せい息そくした怪かい物ぶつともども姿を消しつつある。

　邪じや神しん戦争と呼ばれた先の大戦が終わってから、まもなく二年になろうとしている。

　人々は戦後の荒こう廃はいからの復興のため惜おしみない汗あせを流し、明るい活気に満ちていた。

　呪われた島と呼ぶ者はもはやいない。

　ロードスの南東に位置する暗黒の島マーモをのぞいては……




　マーモ公国の王城ウィンドレストの玉座の間は、重苦しい空気に包まれていた。

　カノン王国の元漁師だという一人の男の陳ちん情じようが、先刻まで続いていたからである。

　男は名前をバシールといった。

　もともとはルードの港を拠きよ点てんに漁で生計を立てていたのだが、最近になってマーモの港街サルバドとルードのあいだを結ぶ近きん距きよ離りの交易で大きな利益をあげていたという。

　しかし、先日の航海で男の船は、謎なぞの軍船から突とつ如じよ、攻こう撃げきを受けた。軍船は火の玉を放って、男の船を爆発、沈ちん没ぼつさせたのである。しかも、その軍船の甲板には、一人の人ひと影かげもなかったのだ。

「わたしは船も積荷も失い、船員たちも半数近くが命を落としました。マーモの王様、どうか仇かたきを討うってください……」

　そして、バシールに同行してきたサルバド伯はくルゼナン配下の騎き士しが、同様の事件が頻ひん発ぱつしており、サルバドとルードとを結ぶ海かい峡きようの航行が困難になりつつあるとの報告を行った。

　その陳情と報告を聞いているあいだに、玉座にいるマーモ公国の若き公王の顔は見る見る不ふ機き嫌げんになっていった。

　陳情や報告の内容もさることながら、公王の機嫌が悪くなるにつれ、玉座の間の空気が重苦しさを増していったのだ。

「サルバドとルードの交易は、この公国にとって生命線なんだぞ！」

　マーモ公王スパークは、怒いかりをぶつけるように大声をあげた。

「ルゼナン様も、そのことは十分に承知しております。只ただ今いま、謎の軍船を沈しずめるべく全力をあげる決意をかためておいでです」

　ルゼナン配下の騎士が、勢い込んで言った。

「いや、ルゼナン伯には、オレが行くまで自重するようにと伝えてほしい。火球を放ち、甲かん板ぱんに人影のない軍船など、どう考えても普ふ通つうじゃない。闇やみ雲くもに動くと、取り返しのつかないことになる。まずは相手を慎しん重ちように見み極きわめ、万ばん全ぜんの準備を整えてかからないとな」

　スパークは騎士に答えてから、船乗りのバシールを振ふり返った。

「慎重に動きはするが、おまえの願いはこのマーモ公が、確かに聞きとどけた。おまえの船と船員たちの仇はかならず取る」

「あ、ありがとうございます」

　スパークの言葉に、バシールは床ゆかに額をこすりつけんばかりに平へい伏ふくした。

「わたしにできることなら、なんでも協力いたします。いや、協力させてください。サルバドとルードの海峡は、わたしにとっては庭みたいなもんです。潮の流れ、暗あん礁しようなど、つぶさに頭に入っております」

「わかった。おまえの申し出、嬉うれしく思う。必要とあれば、力を貸してもらおう」

　スパークは笑え顔がおで言った。

「な、なんなりと」

　バシールは言って、ふたたび平伏した。

　スパークは大きくうなずくと、使いの騎士に合図を送る。

　騎士は心得たようにバシールを立たせ、謁えつ見けんの間から退席させた。

　彼らの姿が消えるのを待って、スパークは玉座から立ち上がる。そして謁見の終しゆう了りようを声こわ高だかに告げた。

　そして謁見の間に集つどっていた主立った者を集めて別室へと移動する。

　近衛このえ騎士隊長のギャラック、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのアルド・ノーバ、そして公国騎士団長のウッディンの三人だ。

　彼ら三人に、マーモ公国の海軍総そう督とくも兼かねるサルバド伯ルゼナンを加えた四人が、マーモ公国の重じゆう鎮ちんである。

「ルゼナン伯も、ずいぶんと報告を遅おくらせたものですな。カノン王国の者からの嘆たん願がんで、もはや隠かくしきれないと思われたのか……」

　たっぷりと皮肉を込こめた口調でウッディンが言った。

　彼は風の部族の出身だけに、炎ほのおの部族出身のルゼナン伯には対たい抗こう意識を持っている。

「海上での問題だけに、御ご自身で解決されたかったのでしょう」

「ルゼナン伯ばかりに責任は押しつけられませんぜ」

　アルド・ノーバがルゼナンを擁よう護ごし、ギャラックがそれに相あい槌づちを打つ。

「闇の森の砦とりでには旧帝てい国こくの騎士団の蜂ほう起き。そしてマーモの各地で妖よう魔またちが、暴れ回っている」

「騎士団の戦力が不足しているのだ。すべてに対処しきれん」

　ウッディンは憮ぶ然ぜんとした顔になる。

「領地を持つ騎士たちは領地に帰し、妖魔の襲しゆう撃げきに備えさせている。残りの戦力では公都の守りと砦に立て籠こもった暗黒騎士団の牽けん制せいだけで手一いつ杯ぱいなのだ」

「妖魔のほうを優先させないと、領民が領主を信しん頼らいしなくなるからな。蜂起した暗黒騎士団も今のところ動きはない。居場所がはっきりしてるだけでも、我々にとっても対処がしやすいというものだ」

　スパークが苦く笑しようまじりにうなずく。

「黒こく翼よくの邪じや竜りゆうナースの来襲を退け、暗黒神教団を叩たたくことができただけでも、状じよう況きようはよくなっていると思っていたんだがな……」

「まさか、マーモ海峡を押さえられるとは思ってもみませんでした……」

　アルド・ノーバがうなだれるように言った。

「カノンから食しよく糧りようが輸送されてくるからこそ、不足せずに済んでいた。それが止まるとなると、サルバドやウィンディスの街の住民は飢うえる……」

　スパークがまたも不機嫌な顔になる。

「食糧の備び蓄ちくは、どれくらいある？」

「およそ一月分といったところでしょうか……」

　スパークの問いに、アルド・ノーバが答えた。

「かまわないから、ありったけを市場へ流せ。食糧が不足すると、それだけで暴動になりかねないからな」

「承知しました」

　アルド・ノーバが答える。

「一月か……。どうやら、猶ゆう予よはなさそうだな。それまでのあいだに謎の軍船の片をつけなければならないということだ。妖魔や暗黒騎士団の蜂起はそのあとだ。ただし、双そう方ほうに対し、十分に備えておいてくれ」

「畏かしこまりました」

　ウッディンが表情をひきしめ、一礼をした。

「王都の守備、暗黒騎士団の監かん視し、そして妖魔どもの襲撃や略りやく奪だつ、必ずや抑おさえてみせます」

「ああ、頼たのんだぞ」

　スパークは満足そうにうなずく。

「出発は明日だ。数を頼んで勝てる相手ではないから、少数精せい鋭えいでゆく」

　幸いなことに、マーモ公国は優ゆう秀しゆうな人材が集まりつつある。

　アラニアから招いた魔ま獣じゆう使いのエレーナや、ヴァリスから招いた薬草師のラーフェン、さらには森の妖よう精せいエルフ族の一団や大地の妖精ドワーフ族。しかもドワーフ族の族長は、彼かの魔神戦争の六英えい雄ゆうの一人、鉄の王フレーベその人なのである。

　エルフ族やドワーフ族とは同盟関係を結んでいるが、今のところ協力を頼んではいない。人間同士の争いに彼らを巻き込むつもりはないからだ。

　しかし妖魔が相手ということになれば、話は違ちがう。少なくとも彼らの領域に入り込んできた妖魔は駆く逐ちくしてくれるはずだ。

「それで誰だれに声をかけるので？」

　ギャラックが表情をにやけさせながら訊たずねた。

「今回は、ニース侍じ祭さいには同行を願わないからな」

　スパークは憮然とした顔で答えた。

　ギャラックが何を言いたいかぐらいはさすがに分かるし、今さら惚とぼけるつもりもない。王城の地下にある大地母神マーファ神しん殿でんの侍祭ニースは、マーモ公王スパークの妃きさき候補として人々に知られつつある。なによりスパーク自身が、それを強く望んでいるし、ニースもそれを受け入れてくれていると思っている。

「相手は強力な軍船で、戦場は海だ。そんな危険なところに、彼女を連れてゆくわけにはゆかないだろう」

「へぇ、そうなんですかい」

　ギャラックは意外そうな顔をした。

「海の上まではともかく、サルバドの街までご一いつ緒しよされてもよかったでしょうに」

　そう言って、ギャラックは頰ほおに走る傷を指でかく。

　その瞬しゆん間かん、スパークは表情を強こわ張ばらせた。そういう手もあったかと思ったのだ。

　しかし、口にした言葉を撤てつ回かいするのも何なので、ニース侍祭には同行を願わない、と同じ言葉を繰くり返した。

「今度の戦いで、もっとも頼たよりにしているのは、リーフだ。なにしろ、彼女は精せい霊れい使いだ。水の精霊の助けを借りることができるからな」

「リーフですかい？」

　スパークの言葉に、今度はギャラックが表情を強張らせた。

「何か、おかしなことでも言ったか？」

　ギャラックの表情の変化を見み咎とがめて、スパークが不ふ審しんそうな顔をする。

「彼女以外に精霊使いのあてはないし、彼女は公王の友人だ。手伝ってもらわないとな」

　スパークは当然のように言った。

「いや、まあ、そうなんですがね」

　ギャラックは言葉を濁にごす。

「そういえば、あいつは今、どこにいるんだ？　さっきも謁えつ見けんの間に姿はなかったし、ここ数日、王城で見かけないんだが……」

　彼女は王城に一室を与あたえられ、スパークの私室にさえ自由に出入りをする特権を与えられている。だからこそ、公王の友人なのだ。

　その称しよう号ごうを与えられている者は、今のところ彼女ひとりである。

「リーフは今、オレの家にいるんでさぁ」

　ギャラックは、呻うめくように言った。

「ライナの手伝いでもしているのか？　あいつも奔ほん放ぽうなように見えて、意外に律りち儀ぎだからな」

　スパークはそう言うと、ひとりで納なつ得とくする。

「よし、これからあいつを迎むかえに行こう。頼りにしていることを、オレの口から伝えないとな」

　言うなり、スパークは椅い子すから立ち上がった。

「えっ、これからですかい？」

　ギャラックが驚おどろきの表情を見せる。

「当然だろう。それに、ライナから謎の軍船に関する情報も聞きたいしな。彼女のことだ。すでに、サルバドには密偵を派は遣けんしているだろう？」

「もちろんです。それが、あれの仕事ですから」

　ギャラックの夫人であるライナは、マーモ盗賊ギルドを組織し、そのなかから優秀な人材を密偵として雇やとい、マーモ各地の情報収集活動を行っている。

「すぐに戻もどるが、それまで留守を頼む」

　スパークは、ウッディンに声をかけた。

「承知……」

　ウッディンも立ち上がると、恭うやうやしくスパークに一礼をする。

「わたしも残って、サルバド遠えん征せいの手配をしておきます」

　アルド・ノーバも席を立つ。

「ああ、頼む」

　スパークは巨きよ漢かんの宮廷魔術師にうなずきかけた。

　そして、ギャラックを振ふり返って、行くぞ、と声をかける。

「わ、分かりました……」

　ギャラックは渋しぶ々しぶといった様子だった。

（リーフの奴やつ、機き嫌げんでも損そこねているのかな）

　近衛このえ騎き士し隊長の反応を見て、スパークは心のなかでつぶやいた。

（そう言えば、最近、ずっと苛いら々いらしていたからな）

　そして、その矛ほこ先さきはいつも身近にいる相手、すなわちリーフに向くことになる。

　スパークは反省し、彼女の機嫌を取ろうと、心に決めた。

　しかし、さほどの心配はしていなかった。

　ギャラックやアルド・ノーバ、ライナ、そしてリーフは、先の大戦のとき共に行動し、死線をくぐり抜ぬけてきた仲間である。炎ほのおの部族の族長となり、マーモの公王という立場になった今でも、彼らとの関係は変わっていないと、スパークは信じているからだ。
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　近衛騎士隊長ギャラックの屋や敷しきに、若い近衛騎士が息を切らして駆かけ込んできたのは、陽ひが西に落ちようとしている時刻であった。

　そして、その近衛騎士はギャラックの夫人であるライナに、公王スパークが訪ねてくることを告げた。

「えっ、公王陛下が？　掃そう除じもしていないし、夕食の支し度たくもしていないのに……」

　ライナが困こん惑わくの表情でつぶやいた。

「まったく、いつも突とつ然ぜんなんだから……」

　ひとしきりこぼしたあと、ライナは使いの騎士に微び笑しようを浮うかべて労ねぎらいの言葉をかけた。

　騎士はライナに敬礼を返すと、ふたたび走って王城へともどっていった。

「さて、と。どうしたものかしら」

　ライナはため息をつく。

　彼女は今、上級騎士の夫人としては、いささか似つかわしくない服装をしている。ぴったりとした革かわのズボンに染色さえしていない木も綿めんのシャツ。そして様々な道具や武器を仕込んだ袖そでのない革の上うわ掛がけ。

　今し方、こぼしたように屋敷の掃除はしていないし、夕食の支度もまだだ。

　ギャラックが帰ってきたら、街の酒場に繰くりだそうと考えていた。そして、近衛騎士隊長である夫はここに帰ってこないことのほうが多い。そういうときは、食料を買い込んで、ライナのほうが王城へと押しかけるのだ。

　夫に会うためでもあるし、スパークに密偵から集まった情報を伝えるためでもある。

　しかし、スパークのほうがやってくることも、ときどきある。

　公務に追われ息を抜きたくなったときだが、今日に限っては目的は別にあるだろう。

　ライナは居間にもどると、おもむろに服を脱ぬぎはじめた。

　公王を出迎えるために、それなりの服装に着き替がえておかないといけない。

「何かあったの？」

　そんな彼女に、不思議そうに声をかけてくる者がいた。

　長椅子に腰こしを下ろし、綿入れのクッションを胸に抱かかえている一人の少女である。耳の先せん端たんがとがっていることから、彼女には森の妖よう精せいエルフの血が混じっていることがうかがえる。

　リーフである。公王の友人の称しよう号ごうをもつハーフエルフの少女。

「公王陛下が、お見えになるって」

　ライナはリーフに答えながら、いったん全ぜん裸らになり、下着からすべてを替えてゆく。

　新しい下着を身に着けて、頭からかぶって胴どうのところを帯で締しめただけの簡素なドレスをまとう。

　マーモ公国の騎士夫人の多くがしている服装だ。もともとは砂さ漠ばくの民たみだけに、騎士もその夫人も贅ぜい沢たくな暮らしとは無む縁えんだし、マーモ公国のこの情勢では流行の服を追い求めるような余よ裕ゆうもない。

「スパークが……来るの？」

　リーフは驚おどろいたように、身を起こした。

　その表情が一いつ瞬しゆん、輝かがやき、しかしすぐにまた曇くもる。

「会いたくない……」

　リーフはふたたび長椅子に身を沈しずめると、消え入るような声で言った。

「会いたくないって、スパークはあなたに会いにくるのよ」

「あ、あたしに？」

　リーフは上目づかいにライナを見る。

「そうよ。マーモ海かい峡きように謎なぞの軍船が出たらしくて、船が安全に航行できないの。食しよく糧りようを輸入に頼たよっている公国としては由々しき事態でしょ。スパークは最優先で、解決するつもり。それで、精せい霊れい使いとしてのあなたの力がぜひ必要なんだって」

　ライナは腰に両手を当てながら、リーフに言う。

「精霊使いとしての、ね……」

　リーフはそうつぶやくと、大きくため息をついた。

「どうせ、そんなところでしょうね」

「リーフ……」

　ライナは困ったような表情をしながら、ハーフエルフの少女の隣となりに腰を下ろす。そして、彼女の小さな肩かたに手をかけた。

　彼女は、十六歳になっている。十を超こえたぐらいのとき、生まれ育ったエルフ族の集落が妖よう魔まの襲しゆう撃げきにあい、からくも逃にげのびた。そして、フレイムの王都ブレードの街に流れ着き、傭よう兵へい隊の下働きをしたあと、精霊使いとしての能力を認められ、正式な傭兵となった。

　陽気な性格の彼女は、傭兵隊の荒あらくれ者たちにも愛されたらしい。そして精霊魔法の力で、仲間の危機を幾いく度ども救ったと、夫、ギャラックから聞いている。

　また傭兵たちに鍛きたえられ、武器の扱あつかいも巧たくみになっていった。素す早ばやい身のこなしと正確な攻こう撃げきで、戦場にあっても遅おくれをとらなかったという。

（でも、まだまだ子供よね）

　長ちよう寿じゆで知られるエルフ族の血が入っているだけに、年ねん齢れいのわりにはリーフは幼く見える。そして、その心もまだまだ純真だ。

（始末が悪いことに……）

　と、ライナは心のなかでつぶやいた。

「あなたも分かっているとは思うけど……」

　ライナはリーフを自分のほうに抱だき寄せながら、優やさしく話しかけた。

「分かってる……」

　リーフはすねたような声で答えた。

「あたしはあいつにとって、ただの〝友人〟だということぐらい……」

「ただの友人じゃないわ。陛下は……スパークは、誰だれよりもあなたに親しみを感じている」

　ライナはそう言って、励はげますようにリーフの小さな身体からだを揺ゆらす。

「それも……分かっている」

　リーフはこくりとうなずく。

「あいつってば、あたしには隠かくしごとも遠えん慮りよも何もないの。迷めい惑わくしているぐらいよ」

　迷惑だと言いながらも、リーフの顔にはわずかな笑えみが浮うかんでいた。

「あなたがいるおかげで、宮きゆう廷てい中の人たちが助かっているわ。スパークは、ひどい気分屋だから……」

　ライナは苦く笑しようまじりにうなずく。

「本当よ！」

　リーフは叫さけぶように言って、何度も首を縦に振ふる。

「気に入らないことがあると、すぐに不ふ機き嫌げんになって、怒ど鳴なり散らすの。そんなことしたって、何も解決しないのにさ。王様といったら、もっと威い厳げんがあって、何事にも動じないものなんじゃないの？　それなのに、あいつときたら……」

　リーフはそう早口でまくしたてたあと、息が切れたようにひとつ深呼吸をする。

「王様だっていろいろよ。スパークは年齢も若いし、ああいう性格だし、威厳なんてどこにもない。でも、宮廷の誰もが、彼のことを認めているし、喜んで従っている。ギャラックなんか、まるで自分の弟みたいに思っているしね。わたしも、まあ今では同じような気持ちかな」

「今ではって、昔はどうだったの？　先の大戦で一いつ緒しよに行動しているときには、スパークのこと誘ゆう惑わくしているように見えたけど……」

「向こうは、気づきもしなかったけどね」

　ライナはため息をつく。

「わたしも盗賊ギルドにいたから、男の扱いは慣れているつもりでいたんだけど……」

「それって、経験豊富ってこと？」

「自じ慢まんできることじゃないけどね」

　リーフの問いに、ライナはにっこりと微笑ほほえんだ。

「スパークのこと、すこしは好きだった？」

　ライナをじっと見つめたまま、リーフは訊たずねる。

「嫌きらいじゃないわよ、もちろん。だけど、あのときはただ彼のことを利用したかっただけ。でも、あれだけの苦難の旅を一緒にしたんだもの。情だって入るわ。ギャラックと一緒になったのだって、それがいちばんの理由。いろいろと相あい性しようがいいから、後こう悔かいなんてしてないけどね」

　ライナはそう言って、リーフに片目をつぶってみせる。

「そうよね！　情が入って当然よね……」

　リーフは一いつ瞬しゆん、笑いかけてから、はっとしたように顔を伏ふせる。

「でも、こんな気持ちになるなんて……」

　信じられない、とリーフは激しく首を横に振った。

「こればかりは、どうしようもないわよ。神の祝福か邪じや神しんの呪のろいか、とにかく男と女はそういう気持ちになるし、そういう関係になる。それも理性とは無む縁えんのところでね……」

　ライナは天てん井じようを仰あおぎながら、しばらくのあいだ目を閉じた。

　リーフの気持ちを思うと、本当につらい。

「最初は、あいつのことをからかっているのが楽しかっただけなの。傭兵隊が解散と決まったときには、ここにいる理由もないから、母さんのいる集落に帰ろうと真しん剣けんに考えたのよ。でも、公王の友人なんて称しよう号ごうを、あいつがくれたりするから立ち去れなくなってしまって。そして、いつも側そばにいるようになったから、それが当たり前のように思えてきて。あいつが不機嫌なときに、叱しかってやったり、なだめてやったりできるのは、あたしだけだと思い違ちがいをして……」

　そう言うと、リーフは我が慢まんしきれないというように、ライナの膝ひざに顔をうずめた。

　小さな肩がしゃくりあげるように小刻みに揺れ、着き替がえたばかりのドレスの布地を濡ぬらしてゆく。

　ライナは愛いとおしむように、リーフの背中を撫なでてやった。

　正直なところ、この少女のほうを応おう援えんしたいと思う。

　スパークは、この少女と一緒にいるときが、いちばん自然に見えるから。

　あのマーファ神しん殿でんの侍じ祭さいのことを憎にくんでいるわけではないが、なんというか同じ人間という気がしないのだ。

　ニース侍祭は、リーフよりもさらに幼いというのに、正真正しよう銘めいの聖女である。

　その身に、神の魂たましいを降臨させてなお、命を落とすことのなかった奇き跡せきの少女。常人がいかに努力をしようと、超こえることのできない領域に、あの神秘的なまでに美しい黒くろ髪かみの少女は存在している。

　彼女とかかわることで、スパークに不幸が訪おとずれるのではないかとの不安を、ライナは抱かかえているのだ。

　なにより、二人がどうして惹ひかれあっているのか、ライナにはまるで分からない。

　まるで、それが運命だとでもいうように、スパークとニースはひとつになろうとしている。その様子が、ライナの目にはとても不自然なように映るのだ。

（でも、そう思っているのは、わたしぐらいでしょうね……）

　ライナは心のなかでつぶやいた。

「どうする？　こうしているあいだにも、スパークはこの屋や敷しきに向かってきているのよ。ギャラックが珍めずらしく気を利きかせて、時間を稼かせいでくれたみたいだけど、いつまでもというわけにはゆかないわ。なんなら、外へ出かけたということにしておく？　闇やみの森のほうが不ふ穏おんだから、母親のもとへと帰ったといえば、納なつ得とくすると思うけど……」

「それができるぐらいなら、とっくにそうしてる。できなかったから、ここにいるんじゃない」
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　涙なみだを流して、ある程度、気持ちが落ち着いたのか、リーフの口調は普ふ段だんのそれにもどっていた。

　そして、身体からだを起こして、悪戯いたずらっぽく微笑んでみせる。

「確かにね」

　ライナはぷっと噴ふきだして、リーフの小こ柄がらで華きや奢しやな身体を抱だきしめる。

　会いたくはない、しかし離はなれたくもない。その微び妙みような心が、彼女をこの屋敷にやってこさせたのだ。

「海の上での戦いになるんでしょ？　水の精せい霊れいの力を借りないと、命を落としかねないものね。あいつに死なれたら、公王の友人の称号が廃すたるというものよ。今となっては忌いま々いましいだけの称号だけど……」

「そうよ。わたしたちはスパークの仲間なんだもの。助けてあげないとね」

　ライナはそう言って、リーフを離し、その両りよう肩かたを軽く叩たたいた。

　そして立ち上がる。窓を通して、馬の蹄ひづめの音がかすかに響ひびいてきたからである。

　ギャラックらを従えて、マーモ公王が到とう着ちやくしたのだ。

「さあ、出で迎むかえるわよ。スパークもあなたのことで、ちょっとは反省しているみたいだから、たっぷりといじめてやりなさい。たとえ理り不ふ尽じんでも、男ならそれを受け入れる責任があるの。それが、本当の甲か斐い性しようというものだものね」
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　新生マーモ帝てい国こくの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの地位にある男は、先日、マーモ公国から奪うばい取った闇の森近くの砦とりでの一室で、たった一人の肉親である妹と再会を果たしていた。

　魔術師の名は、ヴェイル。

　そして妹の名はミネア。

　ミネアは今、旧マーモ帝国の宮廷魔術師であった黒の導師バグナードのもとにいる。ヴェイルが魔術の導師である彼に、他ほか数人の女性ともども献けん上じようしたものだ。

　バグナードはその女性たちに身の回りの世話をさせるつもりはなく、まして男女の関係を求めるつもりもなかった。

　ただ食料として欲したのである。

　なぜなら、バグナードはすでに死すべき定めの者ではないから。死霊ネクロ魔術マンシーの奥おう義ぎを極きわめ、〝生命ノーなき者ライフの王キング〟となっているのだ。

　至高の吸バン血パイ鬼アである生命なき王は、存在しつづけるために人間の血を必要とする。そして血を吸われて命を落とした者は下級の吸血鬼となり、生命なき王に永遠の服従を強しいられるのだ。

　ヴェイルは目の前で微笑を浮うかべている妹の顔を、じっと見つめる。

　生気は感じられた。肌はだの下には熱い血が流れているのが、見ただけでも分かる。

　だが、その表情は、かつての妹のそれとはまったく違ちがっていた。

　ヴェイルは思わず、妹の首筋を見つめる。

　だが、そこは白い襟えりで隠かくされており、肌の露ろ出しゆつはない。

「バグナード様は失望されております」

　ミネアは静かに言った。

「バグナード様は勝敗は問わぬと申されていたはずだが……」

　ヴェイルは虚きよ勢せいとは知りつつ、そう言ってみる。

「わたしを楽しませよ、とも仰おおせだったではありませんか？」

　ミネアはふたたび微笑を浮かべる。

　妹はその肉体こそまだ人間だが、精神はすでに吸血鬼のそれなのではないか、との疑問がふとヴェイルの脳のう裏りをかすめた。

　彼女はバグナードを説得して、自らを犠ぎ牲せいにして他の女性を生いけ贄にえにせぬことを約束させている。しかし、今も同じ気持ちでいるかどうかは、ヴェイルには分からない。

　彼女の態度はバグナードの使者というより、まるでその夫人であるかのようだった。

「古代王国の軍船がようやく起動に成功し、実戦結果も出始めたところ。もうしばらく、わたしの戦いぶりをご覧になっていただきたい、とバグナード師には伝えてほしい……」

　そう言って、ヴェイルは妹に向かってわずかに頭を下げた。

「伝えはいたします。しかし、バグナード様に慈じ悲ひなど期待せぬよう。また魔法の宝物は与あたえたのではなく、あくまで貸し与えた物であることもお忘れなきよう。返へん却きやくがかなわぬときは、相応の代だい償しようを要求されることをお覚かく悟ごなさいませ」

　ミネアはそう言うと、ドレスの裾すそをつまんで、優ゆう雅がに挨あい拶さつを送った。

　そして扉とびらを開けて、外へと出てゆく。

　ヴェイルは妹を砦の外まで見送るという考えもおきず、そのまま部屋のなかで立ち尽つくしていた。

「甘く見ていたわけではないが……」

　ヴェイルは呻うめくように言うと舌打ちをする。

　バグナードのことも、そしてマーモ公国のこともだ。

　十分に勝算があって、ヴェイルは魔法の宝物をバグナードから借り受け、そして様々な策を講じてきた。

　竜りゆう爪そうの錫しやく杖じようをもって黒竜を呼び戻もどし、マーモ各地に巣くう魔ま獣じゆうどもを人里へと追いやった。太古の邪じや竜りゆうの霊を召しよう喚かんし、竜熱を蔓まん延えんさせた。

　すべてはマーモ公国の統治能力を麻ま痺ひさせ、マーモ島の住人の離り反はんを狙ねらっての謀ぼう略りやくだった。しかし、マーモの公王とその臣下たちは驚おどろくほどの忍にん耐たいと思いもかけぬ発想をもって、それらすべてを鎮ちん静せい化させていった。そして狡こう猾かつで怠たい惰だなマーモの民たみの信しん頼らいを勝ち取ったのである。

「このままでは、マーモ公王に試練を課しただけとなる。マーモ公国の統治を盤ばん石じやくにする手助けをしているようなものだ！」

　ヴェイルは自分自身に怒いかりをぶつけた。

　この暗黒の島を海上封ふう鎖さし、食しよく糧りようの輸入を断つ。この状態が長くつづけば、マーモの民は暴動を起こすはずだった。

　だが、この策も失敗したら、ヴェイルにも、もはや次の手はない。

「後はないということ、か……」

　ヴェイルは自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる。

　もしも黒の導師に粛しゆく清せいされるとしても、それは自らが無能であった報むくいに他ならない。無能であるということは、このマーモにおいてはそれだけで罪となりうるのだ。そしてその罪は命をもって償つぐなわねばならぬこともある。

　ヴェイル自身、多くの人間をそうして罰ばつしてきた。

　自分だけを例外とするつもりはない。

「どうせ、あれを動かせるのはわたしだけ。この手でマーモ公王との決着をつけてくれよう」

　ヴェイルは決意を声にだす。

　と、そのとき、通路に足音が響ひびき、ゆっくりと部屋に近づいてきた。

　ヴェイルは片手に剣けんを握にぎり、もう片方の手に魔ま術じゆつ師しの杖つえを握る。

　足音はヴェイルの部屋の前で止まり、しばらくしてから戸を叩たたく音がした。

「誰だれか？」

　ヴェイルは言った。

　妹が戻ってきたとの考えは、まったく浮かばなかった。彼女は、もはや誰よりも遠い存在になっている……

　しかし、彼女を捨てたのはヴェイルのほうだ。黒の導師に生贄として差し出したのだから、自らの手で殺したも同然である。

「わたしだ……。入って、いいか？」

　疲つかれたような声が返ってきた。

　聞き覚えのある女性の声である。

「ネータ様！」

　ヴェイルはあわてて扉を開けた。

　するとそこに、平服姿の暗黒騎き士し団長の姿があった。

「いかがされましたか？」

　ヴェイルはネータを部屋に招き入れると扉を閉めた。

　彼女の表情に暗い影かげを見てとっての言葉だった。

「なんでもないよ。久しぶりの再会だからな。おまえと飲み明かそうと思ってきたのだ」

　ネータはヴェイルに答えると微び笑しようを浮うかべた。

　だが、その笑顔にも、かつての彼女に感じた誇ほこりに満ちた輝かがやきはない。

「ネータ様……」

　ヴェイルは言って、彼女に椅い子すを勧すすめた。

　そこには先ほどまで妹ミネアが腰こしかけていたのだが、その温ぬくもりは完全に消え去っている。

　ヴェイルは蒸留酒が入った硝子ガラス製の瓶びんと小さな銀製の酒しゆ杯はいをふたつ取り出した。

　そして琥こ珀はく色に熟成した麦の蒸留酒を半分ほど注ぐ。そして硝子の杯に、水差しから水を注ぐ。

「強い酒です。水と交こう互ごに飲んでください」

　ヴェイルはネータに声をかけた。

「ああ……」

　ネータはうなずくと、軽くヴェイルに向かって酒杯をかかげてから、酒を一気に飲みほす。そして激しく咳せきこんだ。

「慣れないあいだは、もっとすこしずつ飲まないと……」

　ヴェイルは、ネータの背後に回ると、その背をさする。そして咳せきが収まってから、水を勧めた。

「す、すまない……」

　ネータは水をたっぷり飲んで、一息ついてから、ヴェイルに言った。

「いえ、もうすこし優やさしいお酒を勧めるべきでした。ただ、あいにく持ち運ぶことのできる酒は種類がかぎられておりまして」

　ヴェイルが申し訳なさそうに言う。

「いや、このぐらいでいい。今こ宵よいは酔よいたいのだ……」

　ネータは答えると、潤うるんだような瞳ひとみでヴェイルを見つめる。

「本当に、どうされたのです。いつもの、あなたらしくない」

　二杯目をネータの酒杯に注ぎながら、ヴェイルは静かに訊たずねた。

　ネータと再会を果たしたのは、今日の夕刻。仮の玉座にいる少年皇こう帝ていレイエスに拝はい謁えつした際、いつものようにその傍かたわらに立っていた。

　そのときには、遠目であったためかもしれないが、ヴェイルがよく知っている凜りんとした態度に見えたし、表情にも見えた。

　しかし、彼女に覇は気きがないのも当然かもしれない。

　この砦とりでを公国から奪だつ取しゆし、マーモ各地では妖よう魔またちが村々を襲しゆう撃げきしてはいるものの、すでに暗黒神教団は壊かい滅めつし、黒こく翼よくの邪じや竜りゆうナースもいなくなった。密偵組織も壊滅し、その頭領であったボイドは行方ゆくえ不明、おそらくは命を落としていることだろう。

　帝国もぎりぎりの状態にあるのだ。古代王国の軍船が敗れ、マーモの海上封ふう鎖さが解けるような事態になったなら、次に標的となるのは間ま違ちがいなくこの砦だ。

　そして公国が総力をあげて攻こう撃げきをしかけてくれば、とうてい防ぎきれるとは思えない。

（帝国の存亡も、あの軍船にかかっているということだ）

　ヴェイルは自らに言い聞かせる。

　おかげで、完全に覚かく悟ごが決まった。

　あの軍船と運命を共にする覚悟がである。公国が倒たおれるか、自分の命が尽つきるまで戦うしかないのである。

　覚悟が決まると、不思議と気持ちが楽になった。

　予想もしなかったネータの訪問を嬉うれしく思い、今夜はゆっくりと語り明かそうと思う。

（わたしとあなたは似ている）

　ヴェイルはそう思っている。年ねん齢れいも近いし、何よりその境きよう遇ぐうである。

　マーモ帝国に才能を見み出いだされ、若くして高い地位に昇のぼっていった。しかし、自分の能力で帝国を動かせるようになるより先に、帝国が滅めつ亡ぼうした。

　ひとつの道として、黒衣の将軍アシュラムに従い海の彼方かなたの新天地を目指すこともできた。

　だが、ヴェイルはあくまで宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団の長である黒の導師の直じき弟子でしであり、アシュラム将軍とはさして繫つながりがなかったし、好感を抱いだいてもいなかった。

　ネータも同じく、暗黒騎士団の一員ではあったが、アシュラム将軍に対する忠誠心はなかった。彼女の忠誠はただひとり先帝ベルドに捧ささげられている。なにより、彼女はベルド帝に恋れん慕ぼしていた。娘むすめ時代のものだけに、その想おもいは純じゆん粋すいである。相手は死人となっているからそれが冷めるということもないだろう。

　ネータはベルドの血筋で、マーモ帝国を再興するという途と方ほうもない計画を抱いていた。

　ベルドの遺児のなかからレイエスを選び、各地に隠かくれ潜ひそんだマーモ帝国の残党をまとめあげ、いちおうの戦力を整えた。私財をすべてなげうち、必要とあれば自分の若い肉体を利用することもためらわなかった。

　そしてネータはヴェイルにも協力を求めてきたのである。

　彼女の熱意に動かされ、ヴェイルは協力を約束した。

　彼女はヴェイルが知っているこれまでの女性とはまるで違っていた。強い意志を持ち、すべてを投げだす覚悟が感じられた。

　そのとき、彼女は一夜だけなら、自分を自由にしてもよいと言った。だが、ヴェイルはそれを断った。

　彼女の肉体に魅み力りよくを感じなかったわけではなく、手付けとして受け取る気がしなかったのだ。そして、ヴェイルは報ほう酬しゆうとして彼女を求めたいと答えた。

　すると、ネータは一いつ瞬しゆん、意外そうな表情をしたあと、微び笑しようを浮うかべてうなずいた。

　約束どおり、ヴェイルは全力をあげて彼女に協力した。新生マーモ帝国がここまで来られたのは、ふたりの力だとの自負がある。

「ご安心ください。わたしは負けませんよ。このまま海上を封鎖しつづけ、マーモ公国を孤こ立りつさせます。公国は人々を飢うえから救い、希望を与あたえた。だが、そのふたつが消えてなくなったとき、マーモの民たみはこの島の本来の姿を思いだすに違いありません。そのとき、彼らを抑おさえることができるのは、恐きよう怖ふによる支配の術すべを知る我ら帝国です」

　ヴェイルはネータを励はげますように力強く言った。

「また、しばらくネータ様のお顔を見られないのは残念ですが、必ずや勝利の報をお届けします。それまで、この砦をお守りください。マーモ公国が、この砦を攻せめ滅ほろぼす力のないことを、マーモの民に知らしめるために」

「あ、ああ……。それは抜ぬかりなく」

　ヴェイルの言葉に、ネータはあわてて答えた。

　彼女の表情が引き締しまり、武人のそれになる。ヴェイルが一目見て惹ひかれた女騎き士しの顔だ。

「それでこそ、ネータ様です」

　ヴェイルが微笑まじりにうなずく。

「久しぶりに砦にもどってきましたが、新しい兵士も大勢、集まってきた様子。しかも、この状じよう況きよう下かにあっても、ふてぶてしいほどの余よ裕ゆうを感じさせる。あのような兵士ならば、戦いくさになっても浮き足立つことはないでしょう」

　見覚えのない顔ばかりだが、ヴェイルとて兵士ひとりひとりの顔まで知っていようはずがない。かつてのマーモ帝国は混こん沌とんとした組織で、暗黒神教団の神官戦士もいれば、妖魔までもがその構成員だったのだ。そしてその状況は、新生なったとはいえ、変わっていない。

「ああ、彼らは死を恐おそれることなく戦う。間違いなく、な……」

　ネータがぽつりとつぶやく。

「それこそ、最強の兵士です」

　ヴェイルは満足そうにうなずいた。

　そして手つかずであった酒しゆ杯はいに口をつける。大地の香かおりが強く感じられるまろやかな液体が、口のなかに広がり、舌を熱くさせた。くっと飲みほすと、その熱さは喉のどから胃にも伝わる。

　心ここ地ちよい酩めい酊てい感が、広がってゆく。

「戦いに赴おもむく前に、あなたに会えてよかった」

　ヴェイルは静かに言った。

　その言葉に、ネータの瞳ひとみがふたたび揺ゆれる。

「ヴェイル……」

　酒杯を手にしたまま、ネータはうなだれるように顔を伏ふせた。

「いろいろと、すまない……」

　ネータの声は今にも消え入りそうだった。

「すまないことなど、ありませんよ。わたしはあなたが抱いた夢にかけたのです。その夢を共有できると思えばこそ、これまで協力してきただけのこと」

「すまない……」

　しかし、ネータはうつむいたまま、そう繰くり返す。

「ネータ様。わたしは、あなたのためならば、命を捨ててもよいと思っております。無論、新生なった帝てい国こくをあなたと共に支配しようという野心もあってのことですが……」

　それが、ヴェイルの正直な気持ちであった。

「わたしが古代王国の軍船で、公国を打ち破った暁あかつきには、約束の報酬を求めてもよいでしょうか？」

「わたしの……身体からだか？」

　ネータはぽつりと言うと、自分の肉体を確かめるように視線を動かす。

「はい」

　ヴェイルは、躊躇ためらうことなくうなずいた。

「あなたに、わたしの妻となっていただければ、と思っております」

「妻に……だと？」

　その言葉にはさすがに驚おどろいたようで、ネータは顔をあげて、正面にいる青年の顔を見つめる。

「あなたの心のなかには、まだ先帝陛下への想おもいが消えぬだろうとは分かっております。ですから、今は心までとは申しません。それは添そい遂とげて後、ゆっくりと育はぐくめばよいこと。先ほど申したとおり野心のためでもありますが、それだけが理由でもありませんよ」

　ヴェイルはそう言って、まっすぐにネータを見つめた。

「……これから命をかけようという男に向かって、嫌いやというわけにはゆかぬだろう」

　ネータはしばらくのあいだ無言でヴェイルの視線を受け止めていたが、やがて静かに答えた。

「おかげで、わたしにもようやく決心がついたよ。おまえと同じく、わたしもまた命をかけて戦おう、とな……」

　ネータはそう言うと、何かが吹ふっ切れたような表情になった。

　そして微笑を浮かべながら、酒に口をつける。今度はむせることもなく、ゆっくりと味を確かめることができた。

　美味おいしいとまでは思えないが、悪くはない、という気がした。この酒は置いていってもらおう、とネータは心のなかでつぶやく。

　ふたたび、ヴェイルとこの酒を酌くみ交かわすときがくるとしたら、最高の美酒に感じられることだろう。

「マーモ公国にこの砦とりでを攻せめさせる余裕などありませんよ……」

　そしてその余裕を与あたえるつもりはない。

　あの若き公王ならば、ヴェイルが操あやつる古代王国の軍船に必ずや挑いどんでくるはずだ。

　そして、公王スパークを討うてば、この島を治める実力と気力の持ち主は、もはや公国にはいない。

　ヴェイルの表情で、ネータには彼が何を考えているか、手に取るように分かった。

　だが、違ちがうのだ。

　ネータが戦わねばならない相手は、マーモ公国ではない。

（それに勝利せねば、わたしとおまえの帝国はないのだから……）
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「スパーク公が、この街にやってくるだと……」

　公都に使者として出した騎き士しの報告を聞いて、サルバドの領主であり伯はく爵しやくの爵位を与えられているルゼナンは、思わず顔をしかめた。

「なぜ、お止めしなかった。あの方の気き性しようは知っておろう。この街に来るなり、きっと自ら船に乗って赴くぞ」

「そう仰おおせられても……」

　使者である騎士は苦く渋じゆうの表情を浮かべる。

「ルゼナン様こそ、あの方の気性はご存じでしょう。わたしごときが止めましても、機き嫌げんを悪くされるだけです」

「うむ……」

　そう言われては、ルゼナンに返す言葉はなかった。

　若き公王の性格は、彼がいちばんよく知っている。身寄りのなくなったスパークの面めん倒どうを見てきたのは、彼の一族なのだ。

　ルゼナンの姪めいが、スパークの母親という関係で血の繫つながりもある。同じ家で暮らしてきたこともあり、ほとんど家族も同然だった。

　しかし、スパークが十歳になるかならないかのところで、彼はまるで人ひと質じちに取られるように、フレイムの王都ブレードで暮らすことを強しいられた。

　ルゼナンも幼い族長を守るため同行した。

　そして彼は炎ほのおの部族の代表者として爵位を授さずけられ、炎の部族の戦士たちからなる一隊を率いることになった。

　先の大戦では、ルゼナンの隊はフレイム軍の先頭に立って獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをした。隊の全員が炎の部族を守るために、命を捨てる覚かく悟ごでいたからである。当然、犠ぎ牲せい者しやも多く出たが、ルゼナン隊の戦功は比類なかった。

　風の部族の者のなかには冷ややかな目で見る者も多かったが、カシュー王や風の部族の長シャダムはルゼナン隊の働きを賞賛した。

　やがてスパークは成長し、フレイムの騎士見習いとなった。その後の彼の活躍はいくつかの失敗も含ふくめて、フレイムではよく知られているところだ。

　王都ブレードの街で育ったこともあって、彼は炎の部族の人間というより、フレイムの騎士であるとの自覚のほうが強い。

　ルゼナンは以前からそれを不満に思っていた。

　また、スパークがマーモ公に封ふうぜられ、彼がそれを喜んで受けたことも不ふ愉ゆ快かいだった。カシューが炎の部族からオアシスの街ヘブンを取り上げ、マーモの地へ追放する腹づもりではないか、と疑ったからだ。

　だが、どうやら、その心配はないようだ。

　ヘブンの街は炎の部族の長老の一人が領主となっているし、風と炎の砂さ漠ばくの南側にあるムンロの砦の守備隊長もまた、炎の部族の人間だ。

　このマーモの地に封じられた騎士の出身も様々で、騎士団長ウッディンと近衛このえ騎士隊長ギャラック、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しアルド・ノーバは風の部族の出身だし、上級騎士にもライデンが自治都市であった頃ころの傭よう兵へい隊長やアラニアからの亡命貴族らがいる。あたかも、フレイム王国の縮図といった印象だ。

　不満が完全に解消したわけではないが、スパークでなければこの邪じや悪あくな島を治めることはできない、と思うようにはなっている。

　フレイムの騎士との自覚が強いゆえ出身で差別をしないことは、今では皆みなも理解している。なにしろ、彼の腹心ともいえるギャラックとアルド・ノーバは風の部族の出身なのだ。

　他ほかの人間がこの島の領主となっていたら、早々に統治に失敗して本国に逃にげ帰っていたことだろう。そしてマーモ帝てい国こくが復活し、将来のロードスに禍か根こんを残すことになったはずだ。

　公国の現状は決して楽ではないが、光明は見えてきているように思う。

　しかし、公国を維い持じしてゆくには、ロードス本島との交易が必要不可欠なのだ。マーモと本島とを結ぶ海かい峡きようを押さえられたことは、まさに生命線を断たれたに等しい。

「すべての軍船に出航準備を始めさせろ……」

　ルゼナンが低くつぶやく。

「今、なんと？」

　騎士が訊たずねかえす。サルバド伯の声が聞こえなかったわけではない。その言葉の内容が信じられなかったのだ。

「公国海軍の総力をあげて、謎なぞの軍船を討うつ！」

　ルゼナンは騎士を睨にらみつけ、大声をあげた。

「し、しかし、スパーク公王は自重するように、と……」

「あの御お方かたは、他人には自重を求めても、御ご自分は自重などなさらないのだ。公王に、もしものことがあれば、この国はおしまいぞ。炎の部族の族長家も直系が途と絶だえることになる。おまえは、それでもいいというのか？」

「いえ、決して……」

　サルバド伯の迫はく力りよくに、公都への使者の役を果たした騎き士しはうつむく。

　彼もまた、炎の部族の出身である。

　先の族長ナルディアの最さい期ごの姿を、その目で見てもいる。あの若い族長の命をかけた言葉に従って、彼ら炎の部族は長年の仇きゆう敵てきであった風の部族に隷れい従じゆうするという屈くつ辱じよくに耐たえてきたと言ってよい。

　公王自身がどのように考えていようと、炎の部族の民たみにとって、彼は炎の部族の族長に他ならない。

「公王の命令に背そむくことになるのは、無論、承知のうえだ。しかも、必ず勝てるとの保証もない。だからこそ、行くのだ。全力でぶつかってみてこそ、相手の真の力、あるいは弱点なども知ることができる。わしなら、たとえ敗死することがあっても、公国が失われるわけではないからな」

「……畏かしこまりました」

　騎士は一度、顔をあげてから、ふたたび深く頭を下げる。

　ルゼナンの決意は理解できたし、また共感もできた。

「ただちに準備にとりかかります」

　騎士も覚悟の表情で言うと、踵きびすを返し、ルゼナンの部屋を後にした。
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　サルバドの港を基地にしているマーモ公国海軍の軍船は、およそ十隻せき。アレクラスト大陸の王国エレミアから購こう入にゆうした最新式の帆はん船せんが一隻ある以外は、旧マーモ帝国の私略船を接収した中古のガレー船である。それぞれの船首には衝角ラムが取りつけられ、大弩弓バリスタや投石カタパ機ルトなどで武装している。そして海に慣れた水兵が、武装して乗り込んでいた。

　船長だけがマーモ公国の騎士階級で、船乗りや水兵は志願者を集めている。

　マーモ公国は島国だから、将来的には海軍を拡かく充じゆうさせなければならない。だが、今はマーモ帝国との内戦が続いており、とてもではないが海軍まで手が回らない。

　サルバド伯ルゼナンは、もっとも大型のガレー船に乗り込んで、残る八隻の軍船を従えて、早朝に港を出た。スパークがサルバドに到とう着ちやくするのは明日の予定。それまでに、謎の軍船と、何らかの決着をつけるつもりだった。

　ルゼナンとて、負けるつもりで出しゆつ撃げきしているわけではないし、また無策でもない。

　謎の軍船は海峡を通る船を、無差別に沈しずめているだけで、積荷を略りやく奪だつしていない。それは、水兵が不足しているからだ、とルゼナンは推測していた。

　だから主力である軍船を囮おとりとし、水兵たちは小こ舟ぶねで待機させて、敵船に乗り移らせるという計略をルゼナンは立てている。

　たとえ何隻かの犠ぎ牲せいを出しても、敵てき艦かんを乗っ取りさえすれば勝利なのだ。

　そのあと、使えるものなら、マーモ公国の軍船にすればいいし、使えないようであれば、海の底に沈めるだけのことだ。

（スパーク様に勝利の御報告ができれば、そのあとはどのような処しよ罰ばつが待っていようと本ほん望もうというものよ……）

　ルゼナンはそう考えている。

　マーモ公国の艦隊が出撃したことで安心したものか、昨今、漁をひかえていた漁船や交易船もここぞとばかりに出船し、海かい峡きようには数多くの船せん影えいがある。

　これが、この海峡の従来の姿なのだ。

　マーモ公国が安定すれば、船の数はさらに増えよう。

　ルゼナンは甲かん板ぱんに立ち、目を細めて水平線を見み渡わたす。その先に、公国の未来が見えるようにも思える。

　だが、彼が今、求めているのは、この海峡の平へい穏おんを乱している謎の軍船だった。

（これだけの数の船が出ているのだ。それを見過ごすわけにはゆかぬはず）

　もし見過ごせば、船乗りたちは安心し、交易や漁が再開され、マーモ公国に食しよく糧りようが届くことになる。

（艦隊に怯おびえて、姿を現さぬのであればそれはそれでよい）

　そのときは、毎日でも艦隊を組んで海峡を警備するつもりだった。マーモ周辺の海域すべてに監かん視しの目が行き届かなくなるが、それには目をつぶるしかない。

（もっと早くこの決断を下していればよかったかもな）

　ルゼナンは苦く笑しようする。

　敵の正体が判明しないゆえ、決戦を避さけてきたが、あるいは慎しん重ちようにすぎたのかもしれない。

（さあ、姿を見せるがいい）

　ルゼナンは挑いどみかかるような視線を大おお海うな原ばらに向ける。

　その視線の彼方かなたには、ロードス本島が淡あわく浮うかんでいた。




　マーモ公国の船隊が出撃する様子を、サルバドの港に近い岬みさきの突とつ端たんで、悠ゆう然ぜんと見つめるひとりの若者の姿があった。

　新生マーモ帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しヴェイルである。

「……出撃してきたか」

　マーモ公王スパークが、公都を発たつという噂うわさは、彼の耳にも届いている。

　だが、彼の到着より先にマーモ公国の海軍が動いたようだ。サルバド伯はくルゼナンが、自らの名めい誉よをかけての出撃であろう。

「この挑ちよう戦せん、拒こばむわけにはゆかぬな」

　ヴェイルは不敵な笑えみを浮かべた。

　彼は肩かたから下げた鞄かばんから、水すい晶しよう硝子ガラスの大おお瓶びんを取りだした。それは透とう明めいで、口のところだけが狭せまく、金属栓せんで封ふうじられている。瓶のなかに入っているのは、彼がこよなく愛する酒ではなく、小さな船であった。

　それは、極きわめて精せい巧こうにできていた。まるで、本物の船を小さくして、瓶のなかに閉じこめたかのように。

「万ばん物ぶつの根源、万能の力……」

　ヴェイルは金属栓を抜ぬくと、ゆっくりと上位古代語の詠えい唱しようをはじめた。

　その詠唱は長く、まるで長い詩でも詠うたっているかのようである。

　そして呪じゆ文もんが完成したとき、瓶のなかから船の姿が消え失うせた。その代わり、ヴェイルの目の前の海に突とつ如じよとして、漆しつ黒こくの船体の船が一艘そう、出現する。

　古代カストゥール王国が創造した魔法装置である。普ふ段だんは水晶硝子のなかに収まっているが、呪文によって元の姿に戻もどるのだ。

　ヴェイルがふたたび上位古代語を唱えはじめる。

　その詠唱が終わったとき、彼は軍船の船橋ブリツジへと瞬間移動していた。小さな扉とびらと丸い窓が四方にあるだけの狭い箱のような空間だった。魔法文字がびっしりと記された制せい御ぎよ盤ばんが正面と左右にあり、動力源ともいえる巨きよ大だいな魔ま晶しよう石せきが後方に記念碑ひのごとく立っている。

　ヴェイルは手にしていた水晶硝子の瓶を、正面の制御盤中央に穿うがたれた窪くぼみに差し入れた。その瞬間、薄うす暗ぐらかった室内に青白い輝かがやきが灯ともる。

　魔晶石の柱石が、魔力を解放しはじめたのだ。この極めて巨大な魔晶石がどれだけの魔力を残しているのかは、ヴェイルにも分からない。それが尽つきたとき、この魔法の軍船は動きを止める。だが、それまでに公国を打だ倒とうできると信じている。

「マーモ公国の軍船、そのすべてを沈めてくれよう」

　ヴェイルは不敵な笑みを浮かべると、制御盤に向かって上位古代語で語りかける。

　そして、漆黒の船体をした軍船は、ゆっくりと動きはじめた。




　大気を揺ゆるがすような轟ごう音おんが、潮風に乗って流れてきたのを、サルバド伯ルゼナンは軍船の甲板で聞いた。

「現れたか！」

　ルゼナンは厳しい表情で、音のほうを振ふり返る。

　遠く離はなれた場所から、煙けむりが立ち上っているのが見えた。謎なぞの軍船の攻こう撃げきを受けた船が、炎えん上じようしているに違ちがいなかった。

「全船に合図を送れ！　兵士たちを乗せた小こ舟ぶねを散開させるのだ。たとえ一隻せきでもいい。敵船に乗り込めば、我らの勝利ぞ!!」

　ルゼナンは部下に叱しつ咤たの声を飛ばす。

「畏かしこまりました」

　部下は答え、大きな赤い旗を振って合図を送った。

　その旗を見た他船の船員が、同じ旗を振って、さらに別の船へと伝える。

　計略は、すでに船団の全員が知るところである。合図を見て、行動を開始するだろう。

「軍船も四方から、敵船に肉にく薄はくするのだ。味方の小舟が近づくまで、投石カタパ機ルトと大弩弓バリスタで攻撃を続ける！」

　ルゼナンは号令を続ける。

　その気き迫はくのこもった声に応こたえるかのように、船員たちは櫓オールを全力で漕こぎ、舵かじを回した。

「そうだ、その調子よ！　我らこそは、ロードス最高の海かい賊ぞくにもなれよう。いかなる船も、我らの獲え物ものにすぎん!!」

　ルゼナンは豪ごう快かいに笑ってみせる。

　スパークが騎き士し見習いになった頃ころから戦場に立つことはなくなったが、彼とてもともとは炎ほのおの部族の戦士である。先々代の族長ダレスの片かた腕うでとして、数多くの戦場に立ち、何人もの敵を屠ほふってきた。

　戦場が砂さ漠ばくから大おお海うな原ばらに変わったところで、覚かく悟ごや気迫が失われるものではない。

　ルゼナンの計略にもとづいて、マーモ公国の軍船団は方向を転じ、散開しながら煙の立ち上るほうへと波を切り裂さいてゆく。

　そして各軍船の見張り台に登った水兵が、ほとんど同時に漆黒の船体の軍船を発見した。

「投石機、発射用意！」

　見張りの報告を聞いて、ルゼナンが命令を下す。

　彼が乗り込む軍船には、四機の投石機が搭とう載さいされていた。そのうち、船首の二機から発射腕わんの巻き上げが開始される。

　巨大な匙さじを思わせる発射腕がしなり、大きな石が装そう塡てんされた。

「届かなくともかまわん、発射を開始せよ」

　ルゼナンは号令を発した。

　投石機の砲ほう撃げきで、敵船を沈しずめられるとは思っていない。あくまで牽けん制せいなのだから、命中させる必要などないのだ。

　発射腕が前方へと振りだされ、巨大な石が放物線を描えがくように宙を舞まう。

　投げだされた石は敵船の遥はるか手前に着水し、大きな水柱が立つ。

「そのまま休まず攻撃を続けるのだ！」

　船員を叱咤激げき励れいするルゼナンの声もまた、休むことはなかった。




　周囲に何本もの水柱が立ち上るのを見ても、ヴェイルはまったく動じることはなかった。

　投石機の攻撃など、そうそう命中するものではないし、たとえ命中しても、それぐらいで傷つくような船体ではない。

　この古代王国の軍船は信じられないことだが、すべて金属でできているのだ。

「では、反撃させてもらうとするか」

　ヴェイルは狭せまい船室のなかでつぶやくと、制御盤に向かって、上位古代語を詠唱した。

　と、船室の前方で、何かが赤く瞬またたいた。船体の前方に設置された台座の上の水すい晶しよう球が光を発したのだ。

　次の瞬しゆん間かん、光は火球となり、マーモ公国の軍船に向かって、まっすぐに伸のびる。

　そして大爆ばく発はつが起こった。

　破は壊かいされた船体と一いつ緒しよに、何人もの船員が吹ふき飛ぶのが、遠目にも分かった。

　しばしの間をおいて、ヴェイルは上位古代語の詠えい唱しようを繰くり返す。

　新たな火球が発生し、とどめとばかり叩たたき込まれる。標的となった軍船は炎と黒こく煙えんに包まれ、完全に動きを止めた。

「愚おろかだな……」

　ヴェイルは冷れい笑しようを浮うかべると、次の標的に視線を向けた。

　彼にとっては、単純極きわまりない作業を繰り返すだけである。それで、マーモ公国の軍船団は、全ぜん滅めつするのだ。




　一隻、また一隻と軍船が炎に包まれてゆくのを、ルゼナンは表情を変えずに見つめていた。

　九隻いた船団は、いまや三隻にまで減っている。敵船から火球の攻こう撃げきを受けて、次々と炎上していったのだ。

　かろうじて船から脱だつ出しゆつした船員たちは、波間に浮かんで呆ぼう然ぜんとしている。

　まったく為なす術すべがなかった。

（たとえ、軍船の数を五十にしても勝てないであろうな）

　ルゼナンは心のなかでつぶやく。

　漆しつ黒こくの船体の敵船は、投石機の攻撃が届く遥か彼方かなたから攻撃をしかけてきた。その攻撃は正確で破壊力は想像を絶した。

　だが、その攻撃のあいだに、兵士が乗り込んだ小こ舟ぶねが四方から敵船に接近していた。

　ルゼナンの策略は功を奏しつつある。

　小舟の舳へ先さきに立った兵士が鉤かぎ爪づめのついた縄なわを構えて、敵船に乗り込む用意をしている。

「頼たのんだぞ……」

　ルゼナンは声に出して言った。

　漆黒の軍船の速力は、決して早くはない。八人漕ぎの小舟でも、十分に追いつくことができそうだった。

　そのとき、ルゼナンの乗り込む軍船の左さ舷げんを進んでいた一隻せきが炎を噴ふきあげた。

「次は、この船だな」

　ルゼナンは胸を張り、敵船を見つめたままつぶやいた。

　それから、側近たちを呼び集める。

「もしも生きて、サルバドに帰り着くことがあったなら、この戦いの模様を、スパーク様に報告申しあげるのだ」

　ルゼナンは集まってきた側近を見回しながら言った。

「伯はく爵しやく……」

　彼らもすでに覚悟は決めており、神しん妙みような顔でうなずいた。

「伯爵こそ、ご無事で……」

「無理を言うな。わしは、泳ぐことができんのだ」

　ルゼナンは笑え顔がおで、側近たちに答えた。

　そして次の瞬間、彼らの船に敵船から放たれた火球が直撃した。

　爆風に吹き飛ばされ、ルゼナンと側近たちは海へと叩たたき落とされたのである。




　旗き艦かんと思おぼしき敵船が炎ほのおに包まれるのを確かめると、ヴェイルは深々と一礼を送った。

　敗北を悟さとってもなお、マーモ公国の軍船団は、一歩も退ひかなかった。だがそれが兵士をこの船に乗り込ませるための策略であることを、彼は察していた。

　数十もの小舟が、取り囲むように接近してくるのが見えている。

　兵士たちはすでに抜ばつ刀とうしており、彼らの放つ殺気は、ヴェイルの肌はだに触ふれられるぐらいだった。

「ご苦労なことだ……」

　ヴェイルはつぶやくと、またも上位古代語の詠唱をはじめる。

　それはマーモ公国の軍船を撃破していった呪じゆ文もんとは異なっていた。そして詠唱が終わったとき、輝かがやいたのは赤色の光ではなかった。船の両舷に二基ずつ設置された比ひ較かく的てき、小型の水晶球が青白い閃せん光こうを放った。その閃光は稲いな妻ずまとなって迸ほとばしり、漆黒の軍船に取りつかんとしていたマーモ公国の小舟をなぎ払はらう。

　電光に撃うたれ、小舟に乗り込んでいた水兵たちの身体からだが硬こう直ちよくし、ばたばたと倒たおれてゆく。

　ヴェイルが上位古代語の詠唱を三度、終えたとき、もはや彼の軍船に近づこうとする船はなかった。

「残るは一隻か……」

　ヴェイルは大きくため息をついた。

　彼自身は魔ま力りよくを使ったわけではないが、この魔法の軍船の操船は神経を消しよう耗もうさせる。知らぬ間に、彼の全身には汗あせが滲にじんでいた。

　最後の一隻となったマーモ公国の軍船も、まったく退く様子を見せず、全速力でヴェイルの船へと突とつ進しんしてくる。

「だが、これで終わりだ……」

　ヴェイルは自らを叱しつ咤たし、もう一度、上位古代語を唱えはじめた。

　そして水晶球が赤い輝きを放った。




　その翌日、サルバドの街へと到とう着ちやくしたスパークを待ち受けていたのは、マーモ公国海軍の壊かい滅めつと、提てい督とくであるルゼナン戦死の報であった──
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　サルバドの港を一望できる小高い岩山に建てられた城じよう塞さいの広間は、重苦しい空気に包まれていた。

　先日まで、この城の主であったサルバド伯ルゼナンはすでに亡ない。

　彼の家族のうち、ここで暮らしているのは、第一夫人と伯爵家の跡あと継つぎにと定めた末の息子むすこだけであり、他ほかの家族はオアシスの街ヘブンに残している。

　ルゼナンは、公国海軍の多くの騎き士し、兵士同様、行方ゆくえ不明のまま。

　サルバドとルードを隔へだてる海かい峡きようは、潮の流れも速く、獰どう猛もうな海の魔物が多数、棲せい息そくしているので、行方不明者は絶望的だった。

　捜そう索さく隊を出そうにも、漆しつ黒こくの軍船がいつ姿を現すかわからない。しかも、サルバド伯ルゼナンはスパークの命令を無視し、独断で船団を動かしたのである。危険を冒おかしてまで、船を出すわけにはゆかない。

　スパークは血を吐はくような思いで、ルゼナンの捜索を断念した。

　そして戦いを生き延びた兵士たちから、謎なぞの軍船との戦せん闘とうの模様を詳くわしく聴ちよう取しゆした。それが一通り終わって、対策を協議するため広間に人を集めたのだ。

　近衛このえ騎士隊長ギャラックと夫人のライナ、配下の近衛騎士が十名ほど。あとは宮きゆう廷てい魔術師アルド・ノーバと魔ま獣じゆう使いエレーナ、マイリー神しん殿でんの司祭グリーバスらである。

　先日、スパークに陳ちん情じようを行ったカノンの船乗りバシールも、同席させている。それから、そのときルゼナンからの使者として同行してきた騎士ノーラン。

　彼もルゼナンらと一いつ緒しよに謎の軍船から火球の攻こう撃げきを受け海に投げだされたものの、漂ひよう流りゆうしていた木もく片へんを浮うきがわりとしながら、からくも岸まで泳ぎついたのである。騎士階級の者たちのなかでは、おそらくはただ一人の生き残りだ。

　彼はひどく責任を感じているが、スパークはそれを問うつもりはない。

　責任は亡きルゼナンひとりに負わせるしかないのだ。

　それも、スパークにとっては辛つらい決断だった。ルゼナンは外がい戚せきとはいえ、血の繫つながりのある大おお叔父おじだし、育ての親も同然である。

（なぜ、自重してくれなかった……）

　スパークはテーブルの下で拳こぶしを握にぎりしめる。

　海軍提督としての誇ほこりだけではないことは分かる。

（オレに危険を冒させたくなかったんだろうが……）

　スパークはこれまで、ルゼナンに留守を頼たのんで、公国の苦境を先頭に立って解決してきた。

　それが、彼には不満だったのは知っている。

　しかし、何の武ぶ勲くんもなく、炎の部族の族長というだけで公王の地位に就ついたスパークにとっては、風の部族や諸都市出身の騎士たちをまとめるためには、行動こそがなにより必要だった。今では団結しているものの、建国当初は反乱の危機さえあったのだ。

　ルゼナンとしても、今回ばかりは譲ゆずることはできなかったのだろう。それほど、危険な相手だと、彼は認にん識しきしていたことになる。側近の騎士ノーランの話では、ルゼナンは敗北を覚かく悟ごして、今度の戦いに臨のぞんでいたようだ。

　そして、その判断は正しかったと言える。

　マーモ公国の海軍がほとんど総力をあげて挑いどみ、全ぜん滅めつを喫きつしたのだから。

　だが、ある意味、ルゼナンの意図したとおり、敵の軍船の実力ははっきりと分かった。

　軍船の数をいくら増やしても、勝てる相手ではないということ……

「ルゼナンが用いた策略は、間ま違ちがってはいなかったと思う」

　スパークは広間に集まった一同を見み渡わたしながら重い口を開いた。

「漆黒の軍船を沈しずめるには、直接、乗り込む以外にない」

「それは、分かります。しかし、どうやってです？」

　近衛騎士隊長のギャラックが苦く笑しようを洩もらした。

「船で近づくことはできんときてるからの」

　グリーバス司祭がため息をつく。

「そのとおりです。船で近づこうとしても、途と中ちゆうで火球の攻撃を受けるか、電でん撃げきで攻撃されるだけ……」

　スパークはうなずくと、仮の玉座の　肘ひじ掛かけを、指先でこんこんと叩たたく。

　自覚はしていないが、不ふ機き嫌げんなときの彼の癖くせのひとつだった。他にも、いくつか癖があって、周囲の者は気をつけている。そして当然のことだが、誰だれも本人にそれを教えるつもりはない。

「つまり、船以外の方法で近づくしかないわけですね」

　魔獣使いのエレーナが、遠えん慮りよがちに言った。

「だから、どうやるんでさぁ。まさか、海の上を歩いてゆくわけにもゆかんでしょう？」

「いや、実はその方法も考えてみた」

　ギャラックの冗じよう談だんめいた言葉に、スパークは真顔で答えた。

「そのために、リーフに来てもらっているんだからな」

　そう言って、スパークはハーフエルフの少女を振ふり返る。

「水の精せい霊れいの力を借りたらね。水の上だって歩くことができるのよ」

　リーフは得意そうにうなずくと、ギャラックに向かって言った。

「精霊魔ま法ほう……か」

　ギャラックは深く腕うで組ぐみをする。

　水上歩行を可能にする呪じゆ文もんがあるのは、ギャラックも知っている。水中呼吸を可能にし、水圧を無効にすることもできる。

　出発するときに、スパークがリーフの協力が不可欠だと言ったのは、それが理由だ。

「でも、水の上を歩くのは、慣れていないと大変よ。海だと波もあるし、潮の流れもある。地面を歩くのとは、ぜんぜん勝手が違う……」

　喩たとえるなら、大おお地じ震しんで揺ゆれる地面の上を歩いているようなものだ、とリーフはスパークに言った。

「必要なら、慣れるしかないだろう」

　スパークは憮ぶ然ぜんとした顔で言った。

　指先で肘掛けを小こ突づく速度が、つい速くなる。

「訓練して慣れたとしてもです……」

　大きな体たい軀くを縮めるようにしながら、アルド・ノーバが意見を述べる。

「敵船の攻撃を受けるのは、船も人も同じでしょう。遠くにいるときは火球が、近づいても電撃の魔法が飛んでくるのです。無事にたどり着けるとは思えません」

「だったら、どうしたらいいんだ？」

　スパークは近衛このえ騎き士し隊長と宮廷魔術師の二人を交こう互ごに睨にらみつける。

「水の上が駄だ目めなら、水の中……とか」

「空から近づくという手段もあるかもしれません……」

　ギャラックとアルド・ノーバは自信なさそうに答えた。

「いずれにせよ、魔法を使って近づくしかないということだな」

　スパークは面おも白しろくなさそうにうなずく。

「空の上から近づいても、魔法の攻撃を受ける可能性はある。だとしたら、水の中だな。幸いなことに、軍船の速力はさほどでもないようだ。近づけるところまで近づいて、あとは水中を潜もぐって敵船に乗り込む……」

「水中呼吸の魔法だけど、あたしとあと二人ぐらいしかかけられないよ。それ以上は、あたしが保もたない……」

　リーフがあわてて言った。

「なら、オレとギャラックだな。リーフと三人なら、何とかなるだろう。敵も油断しているだろうし……」

「油断していますかね？」

「油断させるのさ。漁船を借りるか、買い取るかして、実際に漁でもしておくさ。幸い、専門の漁師が協力を申し出てくれている。彼には、また海へと飛び込んでもらうことになりそうだが……」

　スパークはギャラックに言うと、会議に同席させているカノンの船乗りバシールを見つめた。

　彼の決心が変わっていないか、確かめるためである。

「喜んで協力させていただきます」

　バシールは緊きん張ちようした表情ながらも、力強くうなずいた。

「感謝する」

　スパークは笑え顔がおでうなずいた。

「問題が解決したら褒ほう美びとして、新しい漁船を贈おくろう。それから、サルバドの港の使用料の免めん除じよと、マーモ沿岸での漁をする権利だ。漁師にもどるなり、交易を続けるなり、好きな道を選んでくれ」

「もったいないお言葉です」

　漁師のバシールは感激した様子で、椅い子すから床ゆかに降り平へい伏ふくした。

「その代わり、命がけの仕事になるぞ？」

「覚かく悟ごしております」

　バシールは顔を上げ、決意の表情を見せた。

「頼たのむ」

　バシールにうなずきかけたあと、スパークは今度はルゼナンの側近ノーランを振り返る。

「辛つらい仕事だろうが、サルバド伯はくの代理はしばらくはおまえが務めてくれ。伯はく爵しやく家の相続が認められしだい、サルバドの領主にはルゼナンの跡あと継つぎカイエンになってもらう。おまえは、これまでどおり、伯爵家に仕えてくれ」

「こ、心得ました」

　騎士のノーランは深く頭を垂れ、涙なみだを拭ぬぐう。

「成功するかどうかは分からないが、とにかくこの策を試してみる。駄目なら駄目で、他ほかの手を考えなければならないからな」

　スパークはそう締しめくくって、会議の解散を宣言した。
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　漁船が調達できたのは、会議があった日の二日後だった。

　先日、マーモ公国の海軍が全ぜん滅めつしたことで、漁船も交易船も出港を控ひかえている。中には海での商売をあきらめ、船を売りにだす者も現れていた。

　マーモ公国としては重大な問題なのだが、その一隻せきを購こう入にゆうしたのである。

　港街サルバドにとって、海に出られないということは、仕事がまったくなくなるに等しい。また、市場に並んでいた新しん鮮せんな海の幸も姿を消し、食しよく糧りよう不足が日に日に深刻化している。

（急がないと……）

　窮きゆう状じようを見るにつけ、気持ちが焦あせる。

　元げん凶きようはすべて、古代王国の軍船を操あやつる側にあるのだが、人々の不満はどうしても為い政せい者しやに向けられる。

　しかし、その不満を武力で抑おさえつけては、かつてのマーモ帝てい国こくと同じになってしまうのだ。

　この暗黒の島の統治の難しさである。

　マーモ公国は力を見せつけなければならない。しかし、力で抑えつけてはならない。闇やみの暴走を許してはならない。だが、闇の存在を認めなければならない……

　スパークは漠ばく然ぜんとではあるが、そんな理想を抱いだきつつある。だが、それが実現可能かというと、自信はない。

　ただ、新生なったマーモ帝国を倒たおしただけでは、この島が安定するというのは幻げん想そうではないかと思うのだ。

　しかし、相手が抵てい抗こうしてくる以上は、叩たたきつぶすしかない。

　買い取ったのは、使い古した漁船だった。

　四人漕こぎの小型の船で、漁の道具もそのまま引き取っている。

　スパークとギャラック、そしてリーフの三人は漁師の姿に変装し、船に乗り込んだ。

　謎なぞの軍船に襲おそわれるまで、真ま面じ目めに漁をするつもりでいる。

　漁場は空いているから、豊漁が期待できるところだ。だが、カノンの元漁師バシールを除けば、素人しろうとばかりだから、どれだけの漁ぎよ獲かくが得られるかは、まったく不明だ。

　そして普ふ通つうの漁船同様、夜明け前にスパークたちは出船した。

　スパークとギャラックの二人が漕ぎ手を引き受け、バシールが舵かじ取とりをする。

　リーフは見張り台に昇のぼって、船長を気取っている。

　機き嫌げんを損そこねてギャラックの屋や敷しきに転がりこんでいたそうだが、スパークが迎むかえに行ったことで、なんとか機嫌を直した。

　そして今回の旅では、このハーフエルフの少女はいつになく上機嫌に見えた。その理由はスパークには分からないが、機嫌が悪いより良いにこしたことはない。

　この日は、波は穏おだやかで、潮の流れも緩ゆるやかだった。

　四人漕ぎの小こ舟ぶねをふたりで漕いでいるわけだから、当然、速力はでない。

　漁船はゆっくりと港を離はなれ、漁場へと向かう。

　そこは海底が岩がん礁しようになっていて、根魚が多数、棲すんでいるとのことだった。大きなものでは腕うでぐらいの長さがあり、重さもリーフとそう変わらぬほどあるという。

　そんな大物を一本釣づりするのだ。

　道具は針と糸と錘おもりのみ。革かわ製せいの手て袋ぶくろをはめた手で、魚とやりとりをする。針にのった瞬しゆん間かん、強ごう引いんに岩礁から引き抜ぬくのが大切らしく、ある程度まで上げてくれば、水圧の関係で魚は力を失うとのことだった。

　スパークはこれまで魚釣りなどしたことはない。そんな人間に簡単に釣りあげられるほど易しいものではなく、しばらくは真面目に取り組んでみたものの、もともと気の長いほうではなく、すぐにあきらめてしまった。

　バシールはさすがに本職だけあり、朝の内だけで何本かを釣りあげ、そのうちの一本はかなりの大物だった。

　ギャラックも一本だけ、やや小こ振ぶりの魚を釣り、リーフは回遊してくる小物を狙ねらって、数匹ひきほどの釣ちよう果かを得た。

　だが、漆しつ黒こくの軍船は姿を現さなかった。

　一日中、漁に出るのは、不自然だとのバシールの進言から、スパークは港へと帰る決断をする。

　翌日は天候が急転して時化しけとなり、船を出すことができなかった。そして、その翌日も荒あれた天候は続き、出船を断念。

　四日目は波こそまだ高かったものの、天候が回復したので、スパークは出船を決断した。

　だが、それが裏目となった。

　ひどい船ふな酔よいになってしまったのである。

「思い出したよ。オレは船が苦手だったんだ……」

　船に横になり、スパークは呻うめいた。

　これまでにも、何度か船に乗って航海したことはあるが、今日のようにうねりがでていて持ち上げられ、落とされるような感覚が続くと、気分が悪くなってくる。

　戦いを前にして不覚というしかないが、こればかりは、どうしようもない。

　当然のように、リーフに散々に悪口を叩かれたが、反論する気にもならない。

「このままだと、敵の姿を見るより先にくたばってしまう……」

　スパークは青い空を見上げながら、弱音を吐はく。

「しっかりしてくださいや」

　ギャラックが心配そうに声をかけてくる。

　マーモ公国の海軍が全ぜん滅めつしたあの日以来、謎の軍船による被ひ害がいは出ていない。それは海に出ようとする船が少ないためであり、また海が荒れて、出ようにも出られなかったからだ。

　謎の軍船は、いつも海かい峡きようを航行しているわけではないらしい。だから、どこかに拠きよ点てんがあるはずで、スパークはアルド・ノーバに命じて、サルバドの近辺で船が隠かくれられそうな場所を捜そう索さくさせている。

　停てい泊はくしているところを発見できたら、問題は一挙に解決するかもしれないのだ。

　魔ま獣じゆう使いのエレーナがそれに協力し、海からも空からも捜索が行われたが、漆黒の軍船の姿はまだ見つかっていない。

「このままなら、敵と刺さし違ちがえたほうがましだ……」

　スパークは何度となく呻いた。

　その思いが通じたのかどうか、この日の漁も、そろそろ終わりにしなければという頃ころ……

「もしかして、あれ？」

　視力のいいリーフが、遠くに目をこらしながらつぶやいた。

「オレは見たことがないんだ。分かるはずがないだろう」

　スパークは仰あお向むけになったまま答える。

「無責任なこと、言わないの」

　リーフが呆あきれたような顔をする。

「わたしは絶対に忘れません……」

　バシールが震ふるえる声で言った。

　そしてリーフが指し示す方向を睨にらみつける。

「あいつです！」

　バシールは大声をあげた。

「あの黒い船体は、間違えようがありません」

「出たか！」

　バシールの叫さけび声を聞いて、スパークが突とつ然ぜん、跳はね起きた。

　それまで、死んだほうがましだという気分だったのが一瞬にして霧む散さんする。

「このまま漁を続けるふりをしろ。敵が攻こう撃げきをしかけてきた瞬間、海へ飛び込む。そして、リーフの精せい霊れい魔法だ」

　スパークが早口に指示をだす。

「承知してまさぁ」

　ギャラックが唇くちびるを濡ぬらす。

　彼の腰こしには小振りの斧おのが下げられている。

　スパークも今は小しよう剣けん一本、リーフはもっと小振りの短剣である。

　三人ともまともな鎧よろいも身に着けておらず、武装としては貧弱というしかない。だが、敵の軍船に水兵の姿は目撃されておらず、乗っているとしても、ほんの少人数のはずだった。

　もしも、その予想が外れていたら、そのまま引き返すつもりでいる。

（ルゼナンの仇かたきは取らせてもらう）

　スパークは心のなかでつぶやいた。

　漆黒の船体の軍船は、高い波をものともせず、滑すべるように近づいてくる。

　スパークたちは緊きん張ちようしながらも、漁を続けるふりをしていた。

　そしてそのときがやってきた。

　漆黒の軍船の船首で、赤い光が輝かがやいたのだ。

「海に飛び込め！」

　それを見た瞬しゆん間かん、スパークは大声で叫んだ。

　だが、その声よりも先に、ギャラックもリーフも、そしてバシールも海へと身を躍おどらせていた。

　水しぶきが次々とあがり、スパークたちの身体からだは海中へと消える。

　その一瞬後、スパークたちが乗り込んでいた漁船で大爆ばく発はつが起こる。木もく片へんが飛び散り、炎ほのおと煙けむりが立ち上る。

　小型の漁船は、一撃で完全に粉ふん砕さいされていた。

「なんて破は壊かい力だ……」

　水面に顔を出したスパークは、思わず息を飲んだ。話には聞いていたが、これほどまでとは思わなかったのである。

　古代語魔ま法ほうの〈火フアイア球ボール〉の呪じゆ文もんなのだろうが、並みの魔術師がかける何倍もの威い力りよくがあるように思えた。

　こう言っては何だが、アルド・ノーバが唱える火球の呪文では、もっと小さな舟ふねでさえ破壊することはできないだろう。

「リーフ、水中呼吸の呪文を頼たのむ」

　スパークはハーフエルフの少女の姿を見つけると、声をかけた。

「分かった」

　リーフはさすがに軽口も言わず、精霊魔法の呪文を唱えはじめる。

　そして呪文が完成し、スパークは普ふ通つうに息をするのが、苦しく感じられた。

　水のなかでの呼吸に、身体が適合したのだろう。

「さあ、ゆくぞ！」

　スパークは自らに気合いを入れた。

　先ほどまで船ふな酔よいで身動きひとつできなかったことなど、完全に忘れ去っている。

　スパークは水に潜もぐると、軍船に向かって泳ぎはじめた。

　しかし……

（なんだ。ぜんぜん近づかないぞ）

　スパークはときおり、水面に顔をだして、相手との位置を確かめて、愕がく然ぜんとなった。

「潮に流されてるのよ」

　リーフがスパークの側そばに必死になって泳いできて焦あせった声で言った。

「ギャラックは？」

「分かんない。はぐれちゃったよ」

　リーフは泣きそうな顔になる。

　高い波が邪じや魔まをして、視界はほとんど利きかないのだ。

「くそっ！」

　スパークは思わず悪態をついた。

「これじゃあ、まるで川じゃないか」

　敵の軍船に近づくどころか、じっとしているだけで、どんどんと離はなれてゆく。

　軍船のいる場所とスパークのいる場所では、潮の流れが違ちがうのだろう。

「とにかく、岸に向かおう。ギャラックのことだから、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。バシールも……」

　スパークは歯は嚙がみしながらも、現実的に対処することにした。

「水中を行くという発想は悪くなかったと思う。ただ、いくらなんでも人間が泳ぐぐらいの速度では無理があったってことだ」

「そのぐらい、予想してよ」

「予想はしていても、やってみないと確かなことは分からないだろう。潮の流れさえよければ、案外、簡単に近づけたかもしれないし……」

　スパークはむきになって、リーフに言い返した。

「何度やっても、同じだと思うけど……」

　リーフはぶつぶつとこぼしながら、水の精せい霊れいウンディーネに呼びかけはじめた。

　陸へと導いてもらうためである。

　水の乙おと女めは彼女の願いを聞き届けて、陸地まで案内してくれた。

　そしてスパークと二人ずぶ濡ぬれになって浜はま辺べへと上陸したのである。

　その浜で貝を採集していた婦人たちが、驚おどろきながら近づいてくる。

「また海かい賊ぞく船が出たのかね？」

　そのうちの一人が、スパークに訊たずねた。

「そのとおりだ。それより、ここは何という場所なんだ？」

　スパークは訊ねかえす。

　婦人は自分が暮らす村の名前を教えてくれた。

　だが、その名は聞いたことがないものだった。

「自分の国でしょ。村の名前ぐらい覚えておかないと……」

　リーフが呆あきれ顔になる。

「覚えているに決まっているだろ！」

　スパークは思わず怒ど鳴なりかえしてしまう。

　瘦やせても枯かれてもマーモの公王なのである。暗黒の島に存在する村の名前は、すべて記き憶おくしている。

　スパークの脳のう裏りに悪い予感がよぎった。

「すまないが、あんたたちが属する国の名前を教えてくれないか？」

「おかしなことを聞くんだねぇ。カノン王国に決まっているじゃないか。それとも、あんたたちは他国の人なのかね？」

　婦人は笑いながら、教えてくれた。

（やっぱりな……）

　スパークは呆ぼう然ぜんとなる。

　水の精霊は確かに陸地まで導いてくれたのだ。だが、精霊に人間の王国のことが分かるはずもない。

「ど、どうしよう」

　責任を感じてか、リーフがうろたえたように言った。

「マーモへ帰る努力をするしかないだろうな」

　スパークはため息をつく。

　誰だれかに文句を言いたい気分ではあったが、それをリーフに向けるつもりにはさすがになれない。

　彼女のおかげで、無事、陸地にたどり着いたのである。

　ある意味、命の恩人だった。

（ギャラックも無事でいてくれよ）

　スパークは心のなかで祈いのった。

　そして──

「すまないが、あんたの領主のところへ案内してくれないか？」

　と、カノンの領民に頼たのんでみる。

　婦人たちはその申し出を快く引き受け、スパークたちを彼女らの村の領主の屋や敷しきへと連れていってくれた。

　領主に対して、スパークは身分を明かし、協力を頼んだ。

　恥はじを忍しのんでの依い頼らいだったが、このままでは埒らちがあきそうになかったからである。

　領主は驚きこそしたが、最近の状じよう況きようから、スパークの話をすんなりと信じてくれた。

　そして馬を用意し、港街ルードまで案内すると申し出てくれたのである。

　ルードには、なんとカノン国王レオナーが訪おとずれているというのだ。

　自分の失態をカノン王に知られるというのはさすがに気が引けたが、レオナーが海かい峡きようを荒あらす海賊船と決着をつけるつもりでいると聞いて、スパークは騎き士しの案内を受ける覚かく悟ごをした。

　このままだと、カノン王の身にも危険が及およぶ。レオナーがルゼナンの二にの舞まいにでもなるようなことがあれば、ようやく安定しつつあるロードス全土の平和にも暗い影かげが落ちることになる。

　スパークとリーフは馬を借り、カノンの騎士の道案内を受けて、サルバドの対岸に位置する港街ルードの城じよう塞さいへと入った。

　そしてカノン王と対面したのである。

　だが、そこで会ったのは、カノン王だけではなかった。

　スパークが予想もしなかった人物と再会を遂とげたのである。

〝ロードスの騎士〟の称しよう号ごうを持つ、スパークが尊敬してやまない英えい雄ゆうパーンと彼の側そばにいつも寄り添そう永遠の乙女ディードリットのふたりとの……
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　マーモ公国の王城ウィンドレストの地下には巨きよ大だいな空くう洞どうがあり、大地母神マーファ教団の神しん殿でんが、先の大戦後に建設されている。

　さほど大きな神殿ではないし、いまだ完成途と中ちゆうではあるが、空洞の形に合わせて建物が巧たくみに配置され、大地の妖よう精せいドワーフ族の手による彫ちよう刻こくが施ほどこされており、神秘的な雰ふん囲い気きを訪れた人々に感じさせる。

　もっとも、城下であるウィンディスの街中に礼拝所が建こん立りゆうされてからは、信者たちがこの神殿を訪れることは滅めつ多たになくなった。

　だが、昼間は礼拝所で信者たちに教義を説いているフェリーナ司祭も、夜にはかならずこの神殿へと帰ってくる。

　そして侍じ祭さいであるニースは、一日のすべてをこの神殿で過ごし、滅多に外出することはない。

　また最近になって、マーファ女神の聖地であるターバ大神殿から、多数の聖職者が派は遣けんされてきた。

　その地下神殿に、港街サルバドから若い近衛このえ騎士のひとりが急使として駆かけつけたのは、まだ夜も明けきらぬ時刻であった……

「スパーク公が行方ゆくえしれず？」

　近衛騎士が涙なみだながらに報告するのを聞いて、小さなニースは一いつ瞬しゆん、身を硬かたくした。

　そして詳くわしい説明を求める。

　急使は、知っているかぎりの事実を、すべてニースに伝えた。

　謎なぞの軍船と戦って、マーモ公国の海軍が全滅したこと。

　スパークはリーフ、ギャラックを伴ともなっただけで、軍船に水中から近づき、乗り込む策を実行したこと。

　しかし、その策は成功せず、サルバドに帰ってきたのは、近衛騎士隊長のギャラックだけであったこと。

「……話は分かりました。サルバドから休まず馬を駆られて、さぞお疲つかれのことでしょう。今は何も考えず、ゆっくりとお休みください」

　ニースは急使である近衛騎士に優やさしく声をかけた。

「いえ、わたしはニース様のお供をして、サルバドへと駆けもどる所存です……」

　若い近衛騎き士しは、あわててそう主張した。

　だが、ニースはきっぱりと首を横に振ふる。

「サルバドへは、わたしひとりで参りますから……」

　そう言って、静かに微笑ほほえんだ。

「スパーク様に、もしものことがあったなら、おそらくわたしには分かると思うのです。しかし昨日も今も、胸むな騒さわぎのひとつも覚えておりません。ですから、スパーク様はご無事なのです。リーフ様と一いつ緒しよに、カノン側に上陸なされたのでしょう」

「そうであれば、と……」

　近衛騎士はがっくりとうなだれる。

「間ま違ちがいありません」

　ニースは言うと、近衛騎士の疲ひ労ろうを回復させるため、神聖魔ま法ほうの呪じゆ文もんを使った。

　それから棚たなに置いてあった薬草の茶葉を手早く調合し、沸わかしてあったお湯で煎せんじる。

　それをマーモの特産品になりつつある深い青色で模様が描えがかれた白磁の杯カツプに注ぐ。

「さあ、これを飲んで、心を落ち着けて。お城まであがるのが辛つらいようなら、この宿舎の空き部屋を使われるといいわ……」

　ニースは近衛騎士に薬草茶を勧すすめる。

　騎士は涙をぬぐいながら杯を手に取ると、熱い液体を胃に流しこんでゆく。

　そして大きくため息をついた。

「いえ、城までもどります」

「そうですか……」

　ニースはうなずいた。

　お茶には催さい眠みん作用のある薬草を混ぜてある。心身の疲労を取るには、睡すい眠みんこそが一番の良薬であるから……

　近衛騎士を見送ったあと、ニースはフェリーナ司祭を部屋に訪ねた。

「……公王陛下が？」

　ニースの話を聞いて、フェリーナ司祭も、はっきりと表情を曇くもらせた。

「はい、ご無事だとは信じておりますが、この目で確かめたいと存じます。神殿の務めをおろそかにするのは心苦しいのですが……」

「マーファは結けつ婚こんの守護女神でもあります。神殿のことは気にせず、行ってらっしゃい」

　フェリーナ司祭は優しく微笑んだ。

　その言葉に、ニースはわずかに頰ほおを染める。

「スパーク様からは、まだ正式な申し込みはいただいていないのですが……」

「約束など不要です。大事なのはあなたの心でしょう」

「わたしの心……ですか」

　ニースはわずかに顔を伏ふせた。

　心はもちろん、決まっている。

（わたしはスパーク様の妻となる。そして、この一生を最後に、転生の輪りん廻ねを終える）

　その決心に揺ゆらぎはない。

　しかし、自分の心の奥底にある想おもいまでは、ニースにも分からない。

　彼女の魂たましいはナニールと同じなのだ。

　破は壊かいの女神の最高司祭、亡もう者じやの女王として転生しつづけてきた一人の女性と……

　ニースとしてのわずか十数年の人生だけで、魂そのものが変わるのかという疑問は消えない。

　だから、ニースは自分の心の奥底と向き合おうとは思わない。

（定められた道を、迷うことなく歩き続ければいいだけ）

　ニースはそう自分に言い聞かせる。

（その道を、ここで失うわけにはゆかない）

　ニースは顔を上げて、フェリーナ司祭を見つめ直した。

「サルバドへ行かせてください」

　ニースはきっぱりと言ってから、静かに頭を下げた。

「行ってらっしゃい」

　フェリーナ司祭は満足そうに微笑むと、ニースの肩かたにそっと手をかけた。

「神しん殿でんの務めは、わたしたちに任せて。そのために、ターバの大神殿から、神官戦士たちが派は遣けんされてきたのだから」

「はい」

　ニースは、うなずいた。

　そしてフェリーナ司祭の部屋から下がり、旅支じ度たくをするため、自分の部屋へと向かう。

（わたしのいないあいだに、もしものことがあったら……）

　宿舎の廊ろう下かを歩きながら、ニースはつぶやく。

　神殿が今、危険な状じよう況きようにあることが気にかかるのだ。

　破壊の女神の高司祭フィオニスが覚かく醒せいし、ロードス各地に潜ひそんでいた信者たちが、この暗黒の島に集結しつつある。

　普ふ段だんはその正体を隠かくしているが、カーディス教団の勢力は、決して小さなものではない。

　温厚な夫が、貞てい淑しゆくな妻が、快活な若者が、純真な娘むすめが、家族や隣りん人じんの誰だれにも知られず、ひそかに教団に帰き依えしているということもありえるのだ。

　破壊の女神カーディスと創造の女神であるマーファは不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である。

　神々の大戦のおり、マーファはこのロードスを舞ぶ台たいに、カーディスと壮そう絶ぜつな戦いを繰くり広げたとされている。

　二柱の女神は刺さし違えて、互たがいの肉体を滅ほろぼした。そして不ふ滅めつの魂のみが、この世界にとどまったのである。

　カーディスの最後の呪のろいで、ロードスの大地は腐ふ敗はいし、大気は汚お染せんされた。

　その呪いから大陸を守らんと、マーファはロードスを大陸から切り離はなし、南海の孤こ島とうにしたとされる。

（それが、ロードス創世の神話……）

　ニースは一いつ瞬しゆん、目を閉じ、ターバ大神殿に描かれていた壁へき画がを思いだす。

　マーファもまた最後の奇き跡せきにより、聖地ターバより祝福を授さずけ、カーディスの呪いを浄じよう化かしようとしている。

　神々の時代が終わっても、二柱の女神の教団は当然のごとく争いをつづけている。

　両者の優ゆう劣れつは時代によって異なる。

　マーファ信しん仰こうが、おおむね盛さかんではあったが、世の中が乱れると世界を破壊し、新しい世界での転生を説くカーディス信仰が優勢となることもあった。

　魔ま法ほう文明で栄えた古代カストゥール王国が滅んで間もなくのころ、亡者の女王ナニールは、マーファの聖地ターバまで侵しん攻こうをしかけてきたことがある。

　だが、後にカノンの建国王となる一人の勇者とマーファ教団の高司祭であった一人の聖女の活かつ躍やくで、ナニールはとある墳ふん墓ぼに封ふう印いんされてしまう。

　そしてそれ以後、カーディス教団の勢力は衰おとろえ、歴史の表舞台に登場することがなくなったのだ。

　それが四十年ほど前、ある事件があり、ナニールの魂は一人の女の赤子の肉体に復活を遂とげる。

　だが、その赤子は当時からマーファの愛まな娘むすめと呼ばれていた偉い大だいなるニースの手で慎しん重ちように育てられ、ナニールの魂が覚醒することはなかった。

　やがて、その赤子は成長し、娘をひとり産むことになる。

（ナニールの魂を宿した娘、つまり、わたしを……）

　ニースは部屋にもどると、普段の神官衣ではなく、騎き乗じように適した衣服に着き替がえる。

　そして脱ぬいだばかりの神官衣をはじめとして、身の回りの品や着替えを、手て際ぎわよく荷物にしてゆく。

（今また、このマーモを舞台に、マーファ教団とカーディス教団との宿命の戦いが再開されようとしている……）

　今度の戦いにおいて、これまでになかったことは、亡者の女王の生まれ変わりが、マーファ教団の側にいるということだ。

　それゆえ、カーディスの信者たちは、ナニールを教団にひきもどすことを画策しているに違ちがいないのだ。

　現実に、ニースのもとには転生者のひとりが、姿を現している。そして破壊神の教団に戻もどるよう説得を行った。

　無論、ニースにはそれに応じる意志はなく、転生者はすぐに帰っていった。

　だが、それぐらいのことで、カーディス教団が自分を──亡者の女王の魂をあきらめるとは思えない。

　いつまた、姿を現すかしれないし、どんな手段に打ってでてくるかも分からない。

　今、神しん殿でんを離れるのは、それゆえ不安でならない。

　だが、それ以上に、スパークを失うわけにはゆかないのだ。それは、マーファ教団にとっても致ち命めい的てきだから。

　マーモ公国が安定してこそ、マーファをはじめとする光の神々の教えをこの地に広めることができる。

　そしてニース個人にとっても、それは取り返しのつかない喪そう失しつなのだ。

（スパーク……）

　ニースは心のなかで若きマーモ公王の名をつぶやいてみる。

（あなたに先立たれるようなことがあったら、わたしは、いったい誰と最後の人生を送ればいいの？）
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　ニースはその後、馬に乗り、サルバドへ向かって駆かけさせた。

　体重の軽いニースは、馬にとってさほど大きな負担とならない。

　また息が荒あらくなると、ニースはすぐにそれを感じ取り、馬を歩かせ、水を飲ませたり、青草をはませる。

　そして元気を取り戻すと、また馬に駆けさせる。

　おかげで、夕刻になる頃ころには、ニースはサルバドの街の城じよう塞さいへと到とう着ちやくしていた。

　近衛このえ騎き士し隊長のギャラックや宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのアルド・ノーバがニースを出で迎むかえ、仮の玉座が置かれた大広間へと彼女を案内する。

　広間は沈ちん痛つうな雰ふん囲い気きに包まれていた。

　まるで喪もに服してでもいるような印象さえ感じられる。

　ニースは眉まゆをひそめ、人々を見回す。

（どうすればいいかしら？）

　この場所に、自分が呼ばれたということは、無論、未来のマーモ公こう妃ひだと彼らが信じているからだ。

　スパークから正式な告白はされてないが、ニースもそれを受けるつもりでいる。

　しかし、正式な立場は、マーファ神殿の侍じ祭さいでしかない。

　どう振ふる舞まえばいいのか、微び妙みようなところなのだ。

「も、申し訳ありません。オレがついていながら……」

　ギャラックが血の気の失うせた顔で、ニースに頭を下げる。

「謝っていただくことなど、何もありません」

　その瞬しゆん間かん、ニースの眉がぴくりと動いた。しかし、すぐに笑え顔がおを浮うかべて、近衛騎士隊長と向かいあう。

「だって、スパーク様はご無事に決まっていますもの。もしも、お亡なくなりになったとしたら、わたしには分かると思うのです。お祖母ばあさまが亡くなられるとき、わたしはその何日も前から胸が騒さわいでおりましたから」

　ニースは使者に対してと、同じ言葉を使った。

　そして玉座のところまで進み、肘ひじかけをそっと撫なでる。

　それから、大広間に集まった一同を振り返った。

　ギャラックの弱気な言葉を聞いた瞬間、ニースは未来の公妃として振る舞う決意をしたのだ。

（こういうことになるのなら、正式に許いい嫁なずけにしていただきたかったわ）

　ニースは心のなかで愚ぐ痴ちを言う。

　それにしても、彼がここまで臣下の信しん頼らいを集めているとは思いもしなかった。彼が行方ゆくえ知れずとなっただけで、これほどまでに動どう揺ようが走るとは……

（いったい、どんな魔法を使ったの？）

　ニースは不思議にさえ思った。

　しかし、そんなスパークだからこそ、ニースも、一生をかける気になれたのだろう。

「すべての事情は御お使者から聞きました。スパーク様はまず間違いなく、カノン側へと上陸したはず。ただ、問題はどのようにして、お迎え申しあげればいいかでしょう」

　ニースは微び笑しようをたたえたまま、穏おだやかに言った。

「海かい峡きようを封ふう鎖さされているわけですから、船を出すのは危険……」

「その通りです。無事、カノン側に船が到着したとしても、帰りに陛下を乗せているところを襲しゆう撃げきされたら、すべては終わりです」

　今にも泣きだしそうな顔で、宮廷魔術師のアルド・ノーバがうなずいた。

「つまり、スパーク様に無事、お帰りいただくには、謎なぞの軍船とやらを沈しずめるのが先決ということですね」

　ニースはさらりと言う。

「仰おつしやることは分かりますが、陛下の側そばにはリーフしかいない。二人だけじゃあ、いくらなんでも例の軍船を沈めるのは無理です」

　ギャラックがため息まじりに首を横に振る。

「なるほど、そうでしょうね。ですが、二人だけとは限らないかもしれません。これは、わたしの想像なのですが、海峡の向こうにある王国は、謎の軍船に対し、マーモ公国と共きよう闘とうしてくれるはず。カノン王レオナー様は聡そう明めいな御方ゆえ、今頃はルードの街に駐ちゆう留りゆうしておられるような気がいたします」

「カノン王が？」

　そんなことは考えもしなかったので、ギャラックは呆ぼう然ぜんとなる。

　そして夫人であるライナを振り返って、意見を求めた。

「ニース侍祭の仰るとおりかもしれないわ。カノンにとって、マーモ公国は食しよく糧りようの輸出先として、今や貴重だもの。この島に新しい産業が誕生し、交易も拡大しつつあるから……」

　ライナは遠えん慮りよがちに意見を述べた。

　彼女は密偵を束ねているが、こういう公式な場では、ただの近衛騎士隊長の夫人である。

　発言を求められても困るのだが、そういう判断がつかないほどに、ギャラックは動揺しているのだ。

「しかも、マーモ公国が滅ほろぶようなことがあれば、カノン王国はまた侵しん略りやくの不安に怯おびえることになる。海かい賊ぞくの横行にも悩なやまされることでしょう。我が国が存在することが、カノンが安全であるには必要不可欠なはず……」

　アルド・ノーバが表情を輝かがやかせながら、うなずいた。

「つまり、スパーク様はルードに滞たい在ざいされているということですか？　それもカノン王と御ご一いつ緒しよに……」

　サルバド伯はくの代行を務めるノーランが発言した

「あくまで、わたしの想像です。レオナー様ならどうなされるか、スパーク様ならどうなされるか考えてみましたら、その可能性が一番高いのではないかと……」

　ニースは微笑ほほえみながら答えた。

「真実は、確かめてみるしかないのです。どなたかにルードまで行っていただいて……」

　そう言って、ニースは一同を見み渡わたす。

「もしも空を飛ぶ船があれば、わたしも御一緒できるのですが……」

　ニースはそうつぶやきながら、純白の衣い装しように身を包んだ一人の女性に視線を向けた。

　魔ま獣じゆう使いのエレーナである。

「エレーナ様、行っていただけないでしょうか？」

　ニースの言葉に、エレーナは静かにうなずく。

「飛空の呪じゆ文もんを使って、でしょうか？」

「いえ、空を飛ぶ魔獣を駆かって向かっていただければと思います」

　ニースはそう答えると、エレーナの側にゆっくりと近づいていった。

　そしてエレーナにだけ聞こえる声で、ニースは続ける。

「……それもできれば魔獣に乗ったまま、ルードの城じよう塞さいに入ってください。そしてスパーク様にお会いになられたら、わたしの先ほどの言葉、お伝え願えればと思います」

「えっ……」

　思いもしなかった言葉に、エレーナの表情が変わる。

「謎の軍船を沈めるには、水中から近づいてゆくこと。スパーク様が考えつかれた策は、決して間ま違ちがってなかったと思うのです。ただひとつ、何かが足りなかった……」

　ニースはそう言って、エレーナを静かに見つめた。

　魔獣使いの女性魔術師はしばらくのあいだ怪け訝げんそうにしていたが、突とつ如じよ、その表情が一変し、明るく輝いた。

「なるほど、そういうことなら」

　エレーナはにっこりとうなずくと、ニースに恭うやうやしく一礼した。

「承知いたしました。先ほどの言葉、スパーク様に確かにお伝えいたします」

「お願いいたします」

　ニースはエレーナの両手を取ると、しっかりと握にぎった。

　魔獣使いである女性は、そして大広間から立ち去ってゆく。

　彼女が去るのを待って、ニースは大きくため息をついた。

　さすがに疲つかれを覚えていた。だが、まだもうひとつ仕事が残っている。

「皆みな様さま、おそらく昨夜から一いつ睡すいもされていないことでしょう。お茶の用意をしてまいりました。どうか、気をお休めください」

　ニースは笑え顔がおを見せて、一同にうなずきかける。

　そして荷物のなかから、早朝、使者に勧すすめたのと同じ配合の薬草茶を取りだす。

「そうしましょう……」

　ニースの意図を察知して、ライナが笑顔で賛同する。

「公王陛下は、御自身でなんとかされるわよ。わたしたちはニース様と御一緒に、ただ待っていればいいのですわ」

　そう言うと、お茶の用意をするために、大広間を後にした。

（リーフを応おう援えんしてあげたいけど、マーモ公国の公こう妃ひになるのは、どう考えても彼女だわ。あとは、スパークに女二人を同時に幸せにできるだけの甲か斐い性しようがあるかどうかだけど）

　城塞の通路を歩きながら、ライナは大きくため息をついた。

（それは、期待薄うすかしらね）
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　カノン王国領であるルードは、暗黒の島マーモと海かい峡きようを挟はさんだ対岸に位置する港街である。

　マーモ公スパークは、今、この隣りん国ごく第二の都市の城塞に滞在を余よ儀ぎなくされている。

　スパークとしては、不本意きわまりない状じよう況きようだったが、恥はじを忍しのべば、そのおかげで事態は好転していると言えた。

　ルードの街にカノン王レオナーが訪おとずれていたからである。

　しかも、先の大戦の英えい雄ゆうであり、スパークが尊敬してやまない自由騎き士しパーンと永遠の乙おと女めディードリットが、レオナーと共にいたのだ。

　カノン王も、そしてロードスの騎士も、海峡を封ふう鎖さしている謎の軍船と対決するつもりでいる。

　彼らとの再会を果たしたあと、スパークとリーフはちょうど行われていた軍船討とう伐ばつのための軍議に参加することになった。

　そして今、城塞の一室の長ちよう卓たくに二人は並んで座っている。

　謎の軍船との戦いから、まだ二日しか経たっていないのだが、その間、事態がめまぐるしく動いたので、遠い過去の出来事のようにも思える。

　だが、謎の軍船はこの瞬しゆん間かんも海峡を制圧しているのだ。

「……無念というしかありませんが、我が艦かん隊たいはたった一隻せきの敵船のために全ぜん滅めついたしました。たとえ、百隻の艦隊で挑いどんだとて、勝利を得ることは難しいと思われます」

　カノン王と数人の側近たちに向かって、スパークは感情を抑おさえた声で言った。

「我々もルードに数隻の軍船を擁ようしてはいるが、お世辞にも強力とは言えないからな。それゆえ、謎の軍船に対しても、手出しができなかった。マーモ公国の海軍に犠ぎ牲せいを強しいたこと、心から詫わびさせてもらう」

　レオナーが神しん妙みような表情でいい、頭を下げた。

「いえ、この海峡はマーモ公国にとっての生命線。そして敵は新生マーモ帝てい国こくを名乗る勢力ゆえ、我らが全力を尽つくすのが当然です」

　スパークはあわてて言った。

「その覚かく悟ごは立派だが、マーモ公国にもしものことがあれば、カノンだけでなくロードスの平和が脅おびやかされることになる。そのことは、忘れないでほしいな」

　それまでまったく無言でいたロードスの騎士パーンが初めて口を開いた。

　そしてその隣となりにいる永遠の乙女ディードリットが微笑ほほえみながらうなずく。

　彼らは会議が行われている長卓にもつかず、まるでこの場に存在していないかのような態度を装よそおっている。

　そしてレオナーとその側近も、彼らをまるで意識していないように振ふる舞まっていた。

「パーン卿きよう……」

　スパークはごくりと唾つばを飲み込み、ロードスの騎士を見つめた。

「ロードスの騎士殿どのの言うとおり。しかも、マーモ公国との交易は、我が国にとっても多大な利益をもたらしつつある。余よ剰じようの食しよく糧りようを輸出できる隣国ゆえな」

　レオナーがそう言って、笑う。

　北と西の隣国アラニア、ヴァリスは食糧の輸出国だし、食糧を輸入しているフレイム、モスは遠く、野菜や魚など鮮せん度どを必要とする食糧を送ることはできない。

　カノンにとって、マーモ公国は貴重な貿易相手なのである。

「我が王国もまだまだ復興途と上じよう。互たがいに協力して、ロードスの安定に力を尽くそうではないか」

　レオナーは笑顔をたたえたまま、長卓ごしに手をさしのべてきた。

（そのとおりだ……）

　レオナーの言葉に深く納なつ得とくし、スパークは力強くカノン王と握あく手しゆをかわした。

「今後は、より緊きん密みつな関係を築いてゆきましょう」

　スパークは言って、まずは両国の大使をサルバドとルードに常じよう駐ちゆうさせる提案をした。

　妙案だと、レオナーはその場でその提案を了りよう承しようする。

（なんでも、自分ひとりの力で解決しようとするのは、オレの悪い癖くせだ。ルゼナンはいつもそれを心配していた……）

　スパークはレオナーに感謝の言葉を述べながら、心のなかでつぶやく。

　マーモにとって、カノンは唯ゆい一いつの隣国なのである。もっと緊密な関係を築くべきなのだ。

（自覚はしていなかったが、本国のフレイムに遠えん慮りよしているのだろうな）

　マーモ公国は完全な自治権を認められているものの、あくまでもフレイム王国の属領である。独自の外交関係を築くことは、本国に独立の意志ありとの警けい戒かい感を抱いだかせることになる。

　スパークは、パーンとディードリットの二人に一瞬、目を転じる。

　二人がわざわざ、このルードにまでやってきたのは、マーモ海峡の封鎖という事態を重く見たからだ。

　ロードスの平和にとって、マーモ公国が担になっている役割がいかに大きいか、あらためて思い知らされる。

　もしも自分たちが敗れ、マーモを新生なった帝国が支配したら、ロードスの将来に禍か根こんを残すことになる。

　そのためにも、とスパークは決意を新たにする。

「あの漆しつ黒こくの軍船は何としてでも撃うち破らねばなりません……」

　スパークは姿勢を正してから、カノン王に言った。

「そのとおり。しかし、軍船を何隻、差し向けようとも勝利は得られぬとマーモ公は発言された。そしてわたしもそれに同感だ……」

　スパークの言葉に、レオナーは眉み間けんに一筋、深い皺しわを刻んだ。

　それは常識的な手段では敵に勝てないということである。

「それで、スパーク公はどういう手段を取られたのかな？」

　レオナーに問われて、スパークはありのままに答えた。

　そしてその具体的な方法や結果まで、恥はじを忍しのんでつぶさに語る。

「……潮流が激しく、とても近寄るどころではありませんでした。結果、流されて、カノンの浜はま辺べに漂ひよう着ちやくしたという次し第だいです」

　スパークの話を聞いて、パーンとディードリットが顔を見合わせ、思わず苦く笑しようする。

「どうされましたか？」

　スパークが怪け訝げんに思い、訊たずねる。

「いや、オレたちも、まったく同じ方法を試みようと思っていたんだ。マーモ公国の艦かん隊たいが敗れたという噂うわさを聞いて、まともに戦うのは危険が大きいように思えたから……」

「でも、うまくゆくかどうか自信はなかったの。もしも、試ためしていたら、わたしたちのほうが、サルバドの街であなたと再会していたかもしれないわね」
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　ディードリットはそう言って、くすくすと笑う。

　普ふ段だんは高貴な印象の彼女も、そんなときは悪戯いたずら好きの妖よう精せいそのものだった。

（悪戯好きと言えば……）

　スパークはふと気になって、隣の席のリーフを振り返ってみる。

　彼女は会議の最初から始終、無言で、まるで別人のように畏かしこまっていた。

「いったい、どうしたんだ？」

　スパークはリーフに小声で話しかけた。

「まさか、緊張しているとか……」

「しているわよ。だって、パーンとディードリットがいるんだもの。あの人たちは、子供の頃ころのあたしを知っているから……」

　リーフは今にも泣きだしそうな表情で、そう答えた。

「そうなのか……」

　それでどうして別人のようにおとなしくなるのか疑問だったが、場所が場所だけにスパークはさらに追つい及きゆうするようなことはしなかった。

「水面下を潜もぐって近づいてゆくという発想は、荒こう唐とう無む稽けいに思えるが、悪くないはずだ。無論、精せい霊れい使いの協力を得てという前提になるのだが……。ただ、スパーク公の話から察するに、もう一ひと工く夫ふうが必要なのかもしれないな」

　レオナーが腕うで組ぐみをしながら、独り言のようにつぶやいた。

「水の中を相手の船よりも速く移動できるようなものがあれば、間ま違ちがいなく成功したと思えるのですが……」

　スパークが悔くやしさを表情に滲にじませながら言う。

「そんな乗り物は聞いたこともないな」

　レオナーが苦笑する。

「古代王国にはあるいは、そんな乗り物もあったのかもしれませんが……」

　パーンが相あい槌づちを打つ。

「古代王国の遺産に関しては、敵のほうがむしろ大量に保有しています。漆黒の軍船も間違いなく、そのひとつですから……」

　スパークは悔しさに表情をゆがめる。

　先のマーモ帝てい国こくの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しバグナードは、アラニアにあった魔術師たちのギルド、賢けん者じやの学院を滅ほろぼし、その宝物庫にあった魔法の宝物を我がものとしている。

　ヴェイルという名の若き魔術師は、黒の導師と呼ばれた邪じや悪あくな魔術師の遺産を受け継ついでいるのかもしれない。

「たとえば、潮流を操あやつったら、うまくゆくかしらね」

　ディードリットが不安そうな表情で、パーンに言う。

「それでも、難しいかもしれないな。相手も同じ潮流に乗ることになるだろうし……」

「潮流を……操る……」

　リーフが身を強こわ張ばらせ、恐おそる恐るといった口調でつぶやく。

「そんなことが、できるのか？」

　スパークは小声でハーフエルフの少女に訊ねた。

「水の精霊王、海魔クラーケンに命令すれば、ね……」

　リーフは言って、あたしにはまだ無理だからね、とスパークを睨にらみつける。

「分かってる。そこまでは期待していないさ。さすが、永遠の乙おと女めディードリットだな」

　スパークは尊敬の表情で、パーンとディードリットの二人を見つめる。

「う～っ」

　リーフは顔を真っ赤にして、動物のようにうなった。

「最悪、それで挑いどんでみますが、何か手だてがないか、もう少し考えてみたいところですね」

　パーンが申し訳なさそうに言う。

「そのほうが無難だろうな」

　レオナーは、うなずいた。

　マーモ公国の食しよく糧りよう事情を考えると焦あせる気持ちがないわけではなかったが、自分自身で試したこともあり、たとえ潮流を意のままにできたとしても、人が泳ぐ速度はたかがしれている。

　漆しつ黒こくの軍船にまで、たどり着けるとは思えなかった。

（何か手だてを考えないと、な。もうひとつ何かを……）
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　会議が終わると、カノン王レオナーはマーモ公を歓かん迎げいする祝しゆく宴えんを催もよおしてくれた。

　スパークが漂着したことは、公然の秘密とされ、あくまでマーモ海かい峡きようを封ふう鎖さする漆黒の軍船を打だ倒とうするために、両国が完全な協力態勢を取ったことが宣言される。

　無論、状じよう況きようが状況だけに盛せい大だいな祝宴ではない。

　だが、カノンの豊かな自然が育はぐくんだ食材が伝統的な調理人の手で料理され、大皿に盛られ次々と運ばれてくる。そしてカノンの名産でもある上質の葡萄酒ワイン。

　それらを味わいながら、マーモの民たみが置かれている現状に、スパークは歯は嚙がみをする思いだった。

「海峡ひとつ挟はさんだだけなのに、な……」

　スパークは隣となりにいるリーフに向かって、呻うめくように言った。

「カノンは、あたしの生まれ故郷だけど、本当に豊かな国よ。子供の頃、あたしは貧しかったけど、飢うえたことだけはなかったもの」

「それゆえ、マーモの民は遥はるかな昔から、侵しん略りやくやら略りやく奪だつやらでカノンを脅おびやかしてきたのだ。この国の民にとって、マーモの名は忌いむべきものだった。これまでは、な」

　レオナーが静かに言葉を挟む。

「マーモという島は、恐きよう怖ふを与あたえる以外、統治する術すべはないのだろうか……」

　やりきれんな、とレオナーがため息をつく。

「ベルドの帝国は違った、と聞いています。彼は確かに武力は示した。しかし、恐怖だけで統治したわけではなかった、と……」

「暗黒皇帝ベルドの姿は、間近で見たことがあるが、圧あつ倒とう的な迫はく力りよくを感じたよ。ファーン王と戦い、カシュー王と戦った。思いだすだけでも、鳥とり肌はだが立つ……」

　パーンが遠くに視線を向けながら、ぽつりと言う。

「あの頃のわたしたちには見ているしかなかったわね」

　ディードリットがうなずく。

「今でも、同じさ。たとえ、オレにディードのような永遠の生命があったとしても、あの人たちは超こえられない……」

　パーンが苦く笑しようをもらす。

「剣けんが上手うまいかどうかだけで、人間の優ゆう劣れつがつくものではあるまい。ベルド皇帝もファーン王も、そしてフレイム王カシューやわたしもロードスの騎き士しにはなれなかったのだからな」

　レオナーがパーンに笑いかける。

　このカノン王も、剣けん匠しようとして名高いカシュー王に匹ひつ敵てきするほどの剣の達人なのだ。一時、二人は同一人物だと噂うわさされたこともある。

「ベルド皇帝は善悪はともかく、本物の英えい雄ゆうだったということさ。恐怖を与える必要がないほど、その存在は絶対的だった。だから、アシュラムやバグナード、そして暗黒神教団や妖よう魔またちも、彼には服従した……」

「わたしには……無理です」

　スパークは情けなくなった。

「ベルド皇帝と同じように統治するなど不可能な話だし、恐怖を与えて支配するというのも、賛成はできない。恐怖は人を隷れい属ぞくさせるには最良だが、人々から活力を奪うばいもする。それでは豊かな国はできないから、結局は他国を侵略するしかなくなってしまう」

「厳しいお言葉です。それでは、マーモはいつかロードスに災わざわいをもたらすだけの存在のように聞こえます……」

　スパークは恨うらめしそうな目で、ロードスの騎士を見つめた。

「だから、違うやり方でマーモを治めるしかないんだろうな。無責任なようですまないが、オレにはそれしか言えない。しかし噂で聞くかぎり、スパーク公の統治は正しい方向に進んでいるように思える。だからこそ、オレはここにいるんだ……」

　パーンはまるで自分に言い聞かせるような口調だった。

　何かを感じると、まず身体からだが先に動いてしまう。そしてその訳をじっくり考えても、はっきりした答が出てこないほうが多い。

　結局のところ、自分がやりたいことをやってきただけだと、パーンは思っている。

　その行動が間ま違ちがっていなかったから、今の称しよう号ごうで呼ばれているだけのことだ。

「……もしも、オレの直感が間違ってたら、オレは伝説に名を残すような巨きよ悪あくとなっていたかもしれない。いや、これからだってそうなる可能性はある。だが、生き方は変えられないしな」

「やりたいことだけをしてきて、人々から賞賛されるなど、普ふ通つうありえんよ。わたしなど、自分を抑おさえることばかりだ。そもそも、王族というものが嫌いやで、国を出しゆつ奔ぽんしたというのに。そのおかげで命を拾い、国王になってしまうとは、な。不思議なものだよ」

　レオナーが笑う。

「だが、パーン卿きようが今、言ったとおり、彼がここにいることこそ、マーモ公国の正当性を示しているのだと思う。スパーク公は、今の統治を自信をもって進められればよい」

「恐おそれ入ります……」

　スパークは気き恥はずかしさを覚えながらも、カノン王に一礼する。

　ロードスの騎士に認められているのならば、それを誇ほこってもよいと思う。

「そのためにも、まずはあの軍船を……」

「沈しずめねばならないな」

　スパークの言葉に、レオナーの、そしてパーンの表情が硬かたくなる。

　マーモ公国の安定こそが、彼らの共通した願いなのだ。漆しつ黒こくの軍船は、そのための最大の障害となりつつある。

「こういうとき、スレインが側そばにいてくれたらと思うな」

　パーンがディードリットに苦笑をもらす。

「そうね、彼の知識は本当に役に立ったわね。だから、カシュー王はフレイムの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しに招いたのでしょうけど……」

　ディードリットが懐なつかしそうにうなずく。

「スレイン師？」

　その名を聞いて、スパークはどきりとなる。ニースを妃きさきに迎むかえたとしたら、スレインは義父ということになるのだ。

　そのスレインが、パーンやディードリット、さらにはヴァリスの神官王エトらと一いつ緒しよに旅をしていたことは、スパークも話に聞いて知っている。

「顔、にやけてるわよ……」

　リーフがすねたような顔で、スパークの脇わき腹ばらに肘ひじ打ちを入れた。

「にやけてなどいない！」

　本気で痛かったので、スパークは思わず怒ど鳴なりかえした。

「どうして、スレインの名前を聞いて、あなたがにやけることがあるの？」

　ディードリットが不思議そうな視線をスパークに向ける。

「噂は聞いている。マーモ公は、フレイムの宮廷魔術師殿どのの令れい嬢じようを妃に迎えられるそうだな」

　レオナーがにやりとして言う。

「スレインの娘むすめって、小さなニース？」

　ディードリットの細い目が大きく見開かれる。

「そ、そのつもりではいますが、まだ正式に申し込んだわけでもありませんし、承知してもらえるかどうかも分かりませんので……」

　スパークはしどろもどろに答えた。

「ニースももう十五歳。いつまでも子供ではないってことさ」

　パーンが笑え顔がおを見せた。

「あの魔神戦争のとき、彼女を命がけで救ったのは、スパーク公だったしな」

「そうだったわね……」

　パーンの言葉に、ディードリットはゆっくりとうなずく。

「彼女はとても賢かしこくて良い子だわ。きっと、立派なお妃になれると思う」

　ディードリットはうっとりとした表情で言うと、結けつ婚こん式のときには内緒で押しかけるからね、と悪戯いたずらっぽく笑った。

（な、なんで？）

　リーフは胸がずきりと痛むのを感じた。

　スパークをからかうだけのつもりの何気ない一言で、雰ふん囲い気きががらりと変わり、マーモ公王の婚約発表を祝する場のようになったからだ。

「う、浮うかれるのはまだまだ早いでしょ。公国がこれからどうなるかも分からないんだし、だいたい大地母神を降臨させたほどの聖女には、今のスパークは不釣つり合いってものよ」

　リーフは澄すました顔を装よそおって言った。

「なんだ、このハーフエルフは？」

　カノン王の側近の一人が、それまで笑顔だったのを一変させて、リーフに指を突つきつける。

「マーモ公に対し、無礼であろう」

「彼女は、わたしの……公王の友人なのです。思ったままに発言する権利を許しています」

　スパークがあわてて言った。

「なるほど、宮廷コート道化ジエス師ターのようなものか……」

　側近はまだ不満そうな顔をしていたが、マーモ公王の言葉なので、それで口をつぐんだ。

「道化というにはまだまだ未熟だな。道化の言葉に毒は確かに必要だが、王を諭さとす薬ともならなければならない。この娘の先ほどの言葉は、嫉しつ妬とのあまり口走ったただの嫌いやみとしか聞こえなかったぞ」

　レオナーが冷たくリーフを見下ろす。

「カノンの宮廷にいる道化と比べては可哀かわい想そうですよ。本物の宮廷道化師は、それこそ自分の言葉に命を賭かけるもの。彼女は先の大戦で、スパーク公らと苦難の旅をともにした仲間なのです。オレがエト王の友人であるのと同じですよ」

　パーンが仲裁するように笑顔で、リーフの肩かたに手をかけた。

「申し訳……ありません」

　リーフはしおらしく頭を下げた。

「わたしと一緒に向こうに行きましょ。難しい話は殿との方がたたちに任せてね」

　ディードリットが微笑ほほえみながら、リーフの手を取ると、広間の片かた隅すみへと彼女を連れてゆく。

「……ご無礼をいたしました」

　二人が離はなれるのを待ってから、スパークはレオナーに頭を下げた。

「苦言をするつもりはなかったのだが、公私の区別ははっきりさせておかないと、公国の威い信しんに傷がつくゆえな。我が国やアラニア、ヴァリスは何かと伝統にこだわる。フレイムとは事情が異なるゆえ、気をつけられよ」

　レオナーが小声で忠告した。

「威信など、今はないも同然です。明日をどう生き残るかに窮きゆうしているような状じよう況きようですから……」

「確かに、今が最大の試練かもしれんな。だが、スパーク公はこれまでもたびたびの苦難を切り抜ぬけてこられたではないか？」

　レオナーが笑いかける。

「まったくだ。黒こく翼よくの邪じや竜りゆうナースが公都に飛来したとの噂を聞いたときには、マーモに渡わたろうとしたぐらいだ。だが、ルードまで来たら、マーモ公国が邪竜を退けたとの話題で騒そう然ぜんとなっていたから、引き返したんだ」

　パーンも相あい槌づちを打つ。

「あのときも、大変でした」

　思い出しただけでも、冷や汗あせがでる。

　邪竜を操あやつっている魔ま術じゆつ師しが、もっと慎しん重ちような人物だったら、マーモ公国はどうなっていたか分からない。

　あのときばかりではない。マーモ公国は幾いく多たの危機を乗り越こえて、ようやくまとまりつつある。

　だが、まだ完全ではないことは、公王であるスパーク自身がいちばんよく知っている。

　ニースとのことを先延ばしにしているのも、それが理由だ。

　リーフがなぜいきなりさっきのようなことを言い出したのかは分からないが、スパークにとっては確かに指し摘てきされるまでもないことだ。

　他人がいなかったら、スパークのほうが激げき怒どしていただろう。また、レオナーらが彼女を窘たしなめてくれたので、彼女のことを庇かばう気にもなった。

（まったく、近ちか頃ごろのあいつはおかしなことが多い……）

　スパークは首を傾かしげた。

　中庭のほうから、何やら騒々しい物音が聞こえてきたのは、そのときであった……
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「何事だ？」

　レオナーが側近に持たせてあった剣けんを取って、中庭の見える窓のほうへと移動する。

　そして窓を開け、どんな騒動が起こっているのかをその目で確かめようとした。

　無論、パーンもスパークも同時に行動していた。

　中庭で巨きよ大だいな生き物が、奇き怪かいな声で鳴いている。

　数人のカノンの兵士が槍やりを構えて、及および腰ごしで取り巻いていた。

「あれは、鷲ヒポ頭馬グリフじゃないか？」

　パーンがつぶやく。

「人が乗っているぞ。白い服を着た女性のようだが……」

　レオナーがいぶかしむように顎あごに手をかける。

「エレーナ師！」

　スパークは魔ま獣じゆうに人が乗っているのを見て、すぐにそう気づいた。

「エレーナ？　マーモ公国の魔獣使いか？」

　レオナーが訊たずねる。

「間ま違ちがいありません」

　スパークは断言した。

　海かい峡きようが封ふう鎖さされているので、彼女は魔獣に乗って空を飛んできたのだ。

「無む茶ちやをする。弓矢で撃うち落とされていたかもしれないところだ」

　パーンが苦笑いをもらす。

「そう言えば、パーン卿きようとも知り合いでしたね？」

「アラニアで独立運動をやっていたときに、彼女の住む森を訪ねたことがあるんだ。そのとき、ある事件が起こって、彼女は心を閉ざしてしまった。セシルがなんとか、彼女の心を開こうとしていたのだが成功しなかった。結局、彼女を救い出したのは、スパーク公だったな」

「アラニアの宮きゆう廷てい魔術師殿どのは、エレーナ師を普ふ通つうの女性として愛しておられたから。だから、師は応じることができなかったのです。彼女には魔獣使いである自分を捨て去ることはできなかった。しかしマーモなら、あるがままの彼女を受け入れることができたのです。彼女のおかげで、マーモの民たみは魔獣の脅きよう威いの多くから解放されました。我が国の民から、魔獣使いエレーナは魔女ではなく、聖女として尊敬を集めています」

「彼女が幸せなら、それが一番だ。セシルには可哀かわい想そうだけどな……」

　パーンが複雑な表情を見せながらもうなずいた。

　セシルのエレーナに対する想おもいは真しん剣けんだった。心から彼女を幸せにしたいと思っていた。だが、アラニアの地には、彼女の幸せはなかったということだろう。

　そしてアラニア王国の宮廷魔術師となったセシルは、彼かの地から離はなれることはできない。

（あいつもいろいろと苦労を背負しよい込んでいるな）

　宮廷魔術師といえば、アラニア王の片かた腕うでともいうべきだが、ザクソンを中心とした地域の独立運動に参加していた経歴から、まったく信用されていない。

　彼の存在は、アラニアがフレイムと友好的な関係を維い持じする用意があることの意志表示にすぎないのだ。

　アラニア王は、セシルを通じて王国の情報がフレイムに流れてゆくことは承知しているのである。

　だが、セシルの知らぬところで、アラニア王は着々と権力の再構築化を進めているという。

　それが、四百年という伝統の恐おそろしさなのだ。

「闇やみ夜よに乗じて連れん絡らく船を出すつもりでいたが、マーモ公国の臣たちは、それまで我が慢まんできなかったようだな」

　レオナー王が感心したように言った。

「公王が行方ゆくえ不明という状じよう況きようにおいても、ルードの城じよう塞さいを訪ねてくるというのは的確な判断だ。魔獣で乗りつけてくるというのは、いささか手て荒あらいが、な」

「申し訳ありません……」

　スパークは思わず頭を下げた。

　エレーナ師は確かに変わった女性ではあるが、こんな強行をするとは意外だった。

　街の外で魔獣を待たせるというのが、常識である。

（エレーナ師も、それぐらいは分かっているだろうに……）

　スパークは憮ぶ然ぜんとして思った。

　バルコニーから、レオナー王が兵士に命令を下し、騒動はすでに収まっている。

　魔獣はそのまま中庭に放置され、立ち入り禁止が城塞中に伝えられた。

　そしてエレーナは数人の兵士に付き添そわれて、大広間へと入ってくる。

「ご無事で何よりでした」

　スパークの顔を見るなり、エレーナは笑え顔がおを浮うかべて挨あい拶さつをした。

「ご心配をおかけしました」

　スパークは深く頭を下げる。

「それで、ギャラックたちは無事なんですか？　サルバドの様子は？」

「ギャラック様もバシール様も、もちろんご無事です」

　エレーナはにっこりとうなずく。

「陛下が行方不明ということで、サルバドは一時、騒そう然ぜんとなりましたが、今は落ち着いております。公都からニース様がいらっしゃって、陛下にもしものことがあれば、わたしには分かりますと仰おおせになったおかげで……」

「ニース侍じ祭さいが……」

　スパークの表情が反射的に輝かがやく。

「わたくしがルードの城塞を訪ねたのも、ニース様の御ご助言に従ってのこと。魔獣でいきなり乗りつけ、カノン王国の方々には大変、御無礼をいたしましたが、実はそれもニース様の提案で……」

「まさか？」

　エレーナの言葉に、スパークは愕がく然ぜんとなった。

　彼女も時々、信じられない行動に出るが、宮廷儀ぎ礼れいも常識もスパークなどより心得ている。

　そんな彼女が、非礼を承知でそんな提案をするなど、スパークにはにわかには信じられなかった。

「マーモ公の未来の公こう妃ひ殿は、なかなか大だい胆たんな御お方かたのようだな。巷ちまたでは聖女と謳うたわれていると聞いていたが……」

　レオナーも首をひねる。

「確かに、彼女の言葉とは思えない、な」

　パーンも意外だという表情だった。

　幼少の頃ころの彼女のことは、よく知っているし、前に会ったときも変わったようには見えなかった。

「いえ、間ま違ちがいなく、ニース様の御提案です。スパーク様に会われたら、もしも空を飛ぶ船があったなら、わたしもルードへ同行できましたのに、と仰せでした……」

　エレーナはそう言うと、庭にいる鷲ヒポ頭馬グリフに愛いとおしむような視線を投げかける。

「もしかして……」

　その瞬しゆん間かん、スパークははっとなって、エレーナの視線を追いかけるように鷲頭馬を見つめた。

「分かったぞ……」

　スパークはそうつぶやくと、瞳ひとみを輝かせて魔ま獣じゆう使いの女性魔術師を見つめた。

「エレーナ師！」

「はい」

　心得ているように、エレーナは笑顔でうなずく。

「海かい棲せいの魔獣を探してくれませんか？　できるだけ大型の……」

「承知しました」

　エレーナは言うと、恭うやうやしく一礼して、大広間から去ってゆく。

　すぐに行動に出るつもりなのだ。

「なるほど、そういうことか」

　軽く会え釈しやくをして、マーモ公国の魔獣使いを見送った後、レオナーは感心したように言った。

　彼には無論、スパークが何を思いついたのか分かっている。そしてマーモ公にそれを思い至らせたのが、いったい誰だれなのかも……

「彼女が親から受け継ついだのは、大地母神の教えだけではないというわけか」

　パーンの表情が弛ゆるむ。胸のつかえが取れたような気分だった。

「これで、心おきなく酒を楽しむことができるな。マーモ公国の、そして我らの勝利の前祝いだ」

　レオナーはそう言うと、侍じ女じよに命じて、酒しゆ杯はいを持ってこさせ、スパークやパーン、そして側近らと乾かん杯ぱいをする。

　その様子を、リーフはディードリットと一いつ緒しよに大広間の片かた隅すみで見ていた。

　離はなれてはいたが、さほど出席者の多い宴うたげではないし、鋭えい敏びんな感覚で知られるエルフの血が流れている二人には、スパークやレオナー、そしてパーンたちの会話は、ほとんど筒つつ抜ぬけも同然だった。

「さすがだわ」

　ディードリットは嬉うれしそうに手を叩たたく。

「スパーク公も幸せ者だわ。あんなに敬けい虔けんで利発な娘むすめは、ロードス中を探しても彼女しかいないはずだもの。彼女なら公妃として、本当に申し分がない」

　ディードリットはそう言うと、無む邪じや気きな笑顔でそう思わない、とリーフに同意を求めた。

「そ、そうね。そう思うよ……もちろん」

　胸がずきずきとなり、気を失いそうだったが、リーフは無理に笑顔をつくって、ディードリットに答える。

　彼女に悪意は欠片かけらもない。それだけに、残ざん酷こくな言葉だった。

（勝てるはずがない……）

　リーフは心のなかでつぶやく。

　それは昔から分かっていたことだ。何度も何度も、そう自分に言い聞かせてきた。

　それでも、マーモの王城にいるあいだは、心のどこかで自分をごまかすことができた。スパークのいちばん側そばにいるというたったひとつだけの理由で……

　今も、スパークの近くにいるのは、マーファ神しん殿でんの侍祭ではなく、自分のほうだ。

　しかし、距きよ離りの近さには何の意味もないことを、リーフはまざまざと思い知らされていた。

　自分は卑いやしいハーフエルフにしかすぎないということ。マーモ公の友人という称しよう号ごう以外に、何の価値もないということを……。







　夜半をすぎて、宴はようやく終わった。

　エレーナの突とつ然ぜんの来訪があってから、宴の雰ふん囲い気きはがらりと変わって、軍船討とう伐ばつの前祝いと、マーモ公の婚こん約やく祝いのようになった。

　スパークも勝機が見えたことに、興奮していたので、ずいぶん酒を飲み、そしてカノン王やその側近、そしてロードスの騎き士しパーンらと語り合った。

　リーフも宴の途と中ちゆうから妙みように元気になり、本物の道化のように振ふる舞まいはじめたので、人々の笑いを誘さそっていた。

　しかし、今、彼女はスパークの背で苦しそうに呻うめいている。

　無理をして、酒を飲み過ぎたのだ。

　勧すすめられるのを全部、受けていたから、小さな身体からだではどうしようもない。

　スパークは仕方なく彼女を背負って、部屋まで帰ることにした。

　城じよう塞さいは小さく、大勢の騎士が駐ちゆう留りゆうしているので、スパークとリーフはひとつの部屋を一緒に使うことになっている。

　中庭で野宿をしている騎士が大勢いるのを見て、スパークのほうから申し出たのだ。

　魔ま獣じゆう使いのエレーナが、海棲の魔獣を探しだし、支配に成功したら、漆しつ黒こくの軍船と決着をつけるための戦いがはじまる。

　そのとき、精せい霊れい使いであるリーフはなくてはならない存在だ。体調が悪いままでは、困るのである。

　ようやく部屋に入り、スパークはリーフを寝しん台だいにおろす。

「今日はゆっくり休んで、戦いに備えてくれよ。永遠の乙おと女めが同行してくれるとしても、オレにはおまえの力が必要なんだからな」

　スパークはそう声をかけると、毛布をかけてやる。

　リーフは、しかし、その毛布をはね除のけると、おもむろに服を脱ぬぎはじめた。

　スパークは気にもせず、自分も靴くつを脱ぎ、衣服を緩ゆるめる。長なが椅い子すがあるから、そこで転がるつもりだった。

　そして準備を終えて立ち上がったとき、下着姿のリーフが声もなく、スパークに抱だきついてきた。

　寝ねぼけているのか、それともまだ酔よっているのだろうと思い、スパークはしばらく彼女のしたいようにさせる。

　それから、彼女の小さな肩かたに手をかけて、そっと離そうとした。

　だが、思いがけない力で、リーフは抵てい抗こうした。そして、もっと強く抱きついてきた。

「リーフ？」

　スパークはさすがに当とう惑わくし、彼女の名を呼んだ。

「スパーク、あたし……」

　かすれたような声が返ってきた。

「泣いているのか？」

　スパークは驚おどろいた。彼女が泣くなど、想像したこともなかった。

　普ふ段だんの彼女は明るく笑っているか、それとも激しく怒おこっているかのどちらかなのだ。

「外交の場に無む理り矢や理り、同席させて悪かったよ。おまえは公王の友人なんだから、マーモ公国の人間じゃないものな」

　スパークは素す直なおに謝った。

　彼女が涙なみだを流すくらいだから、よほど悔くやしかったのだろう、と思ったのだ。

「そんなことはどうでもいいの」

　リーフはスパークの腹部に顔を埋うずめたまま、激しく首を横に振った。

「どうでもいいって。じゃあ、他ほかのなんだ？」

　しかし思い至ることはなく、スパークは首をかしげた。

　その間も、リーフはスパークを抱く腕うでに力を込こめつづけている。

「リーフ？」

　スパークはさすがに不安になって、彼女の顎あごに手をかけ、顔をあげさせた。

　部屋は薄うす暗ぐらかったが、闇やみに慣れた目には、彼女の泣き顔がはっきりと見えた。

　一いつ瞬しゆん、半妖よう精せいの少女と目が合う。

　スパークは、もう一度、彼女に何があったのか訊たずねようと、口を開きかけた。

　だが、リーフは突然、スパークの首に手を回すと、思い切り背せ伸のびをして唇くちびるを重ねてきた。

　突然のことに、スパークは啞あ然ぜんとなり、しばらくのあいだ身動きもできなかった。

「あたし……スパークが……好きなの……」

　リーフはわずかに唇を離はなすと、そう囁ささやいた。しかし二人だけの静かな部屋だけに、その声ははっきりとスパークの耳に届いた。

「リーフ……」

　スパークは一瞬、自分の耳を疑った。

「大好きよ……スパーク……」

　リーフはもう一度、短く唇を重ねると、スパークを突つき放すように身を離し、毛布のなかに潜もぐりこんだ。

「忘れてくれていいから。あたしはあなたの……公王の友人だから」

　リーフはそう言ったきり、スパークが何度、声をかけても、もはや一言も返してこなかった。

「リーフ……」

　スパークは呆ぼう然ぜんとなり、長椅子にへたへたと座りこんだ。

「考えたこともなかった……」

　それが、スパークの本音だった。

　彼女とは先の大戦で、苦しい旅を共にした仲間である。

　容姿が幼いこともあり、女として意識したことさえあまりない。

　ただ、彼女と一いつ緒しよにいると、喧けん嘩かをすることも含ふくめて、いちばん気が落ち着く。

　だから、マーモ公国の傭よう兵へい隊が解散と決まったとき、公王の友人という称しよう号ごうを与あたえて、自分の側に、それもいちばん近くに置いたのだ。

　最近の、そして今日の彼女の様子がおかしいのもそれで納なつ得とくがいった。

　マーモ公国の宮きゆう廷ていでも、そして今日もスパークはニースとの婚こん姻いんが間近であることを否定しなくなっている。

　国がまだ安定していないので、正式な申し入れはしていないが、今度の件が片づけば、好機かもしれないと思っていた。

　ニースもサルバドで、未来の公こう妃ひとして立派に振ふる舞まってくれたようだ。そればかりではなく、スパークの苦境を打開するための手がかりを教えてくれた。

　彼女がただの聖女でなく、深い闇を抱かかえていることも知っている。だからこそ、スパークは彼女の一生を受け止めるつもりでいる。

　そして、彼女の運命と共に闘たたかう覚かく悟ごでもある。

　新生マーモ帝てい国こくとの戦いが終わっても、戦いが続くことをスパークは理解している。その相手が破は壊かいの女神の教団であることも……

　スパークは拳こぶしを握にぎりしめ、毛布にくるまったまま身動きひとつしない小さな塊かたまりに目を向けた。

（リーフ……）

　スパークは心のなかで呻うめいた。

　彼女がそういう気持ちでいたのだとしたら、悪いことをしたと思う。

　これまで異性として意識したことがなかっただけだ……

（じゃあ、彼女を女性として意識したら、どうだっていうんだ？）

　スパークは自分の考えにぞっとするものを感じた。

　リーフに、側そばにいてほしいという気持ち。

　リーフに、どこにも行ってほしくないという気持ち。

　スパークの心のなかに、そういう思いは間ま違ちがいなくある。

　それは友人としてでもよかった。だが、他の関係であったとしても……

　スパークは混乱し、髪かみをかきむしった。

　それまで考えもしなかったことを、急に考える必要に迫せまられたからである。

　そしてその答は、スパークの心のなかのまだどこにもないものであった──
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「ニース侍じ祭さいは、いよいよマーモの公妃となる決意をされたようですな……」

　大地母神マーファのウィンディス神しん殿でんの一室で、頰ほおから顎あごに黒々とした髭ひげを蓄たくわえた壮そう年ねんの男が、厳しい表情で言った。

　男と一いつ緒しよに室内にいるのは、ウィンディス神殿の司祭フェリーナである。

「どうやら、そのようですね」

　フェリーナ司祭は、穏おだやかに答えた。

「公妃となれば、さすがに聖職からは離はなれるしかありません。彼女には将来、マーファ教団を背負ってもらいたいと思っていたのですが……」

「あの娘むすめに、最高司祭の職を？　司祭は本気で仰おつしやられてるのですか」

「本気ですとも、デッケル神官戦士長。彼女の聖職者としての資質は、先の最高司祭に匹ひつ敵てきしています。そして人格も能力も申し分ない。側で見ていて、わたしはそう確信しました」

　フェリーナ司祭はきっぱりと言った。

「彼女が公妃になれば、マーモ公国もきっと安あん泰たいになることでしょう」

　小さなニースは為い政せい者しやとしても優すぐれた資質がある。若きマーモ公王の良き妻となり、そして良き相談相手となるだろう。

「司祭様は、楽観的でいらっしゃる……」

　デッケルと呼ばれた男は、首を横に振ふりながらため息をついた。

「侍祭の邪悪な魂たましいが覚かく醒せいしたら、どうされるつもりなのです？　我々、マーファ教団にとって最強の敵となるかもしれないのですぞ」

「亡もう者じやの女王が復活したとしたら、今のマーファ教団では、勝ち目はないかもしれませんね。偉い大だいなるニースはすでになく、それに替かわるだけの人物はおりませんもの」

「今の最高司祭メリル様を侮ぶ辱じよくされるおつもりか？」

　デッケル戦士長はそう言って気色ばむ。

「そのようなつもりはありません。先代様が偉大すぎただけのこと。メリル様も立派な最高司祭であらせられます」

　フェリーナは静かに答えた。

「しかしながら、少々、気負いすぎておられるかもしれませんね。神官戦士長のひとりであるあなたを派は遣けんしてくるとは……」

　今、この神殿には神官戦士長のデッケルが率いる十人もの神官戦士が詰つめている。これだけの数の神官戦士を抱かかえている神殿は、ターバの大神殿を除けばどこにもない。

「破は壊かいの女神カーディスの教団が復活したのです。教団の全神官戦士を召しよう集しゆうしてもおかしくはないでしょう」

　デッケル神官戦士長は憮ぶ然ぜんとして言った。

「確かに、カーディス教団と対決するためならば……」

　フェリーナはそうつぶやくと、窓の外へと視線を向ける。

　地下にある神殿のこと、そこには太陽の光は届かない。魔ま法ほうの明かりで照らされて、青白く淡あわく建物や柱が浮かびあがっている。

「ですが、あなたの任務はそれだけではないでしょう。ニース侍祭を監かん視しし、危険だと判断すれば処分すること。最高司祭様からは、そう仰おおせつかっているのではありませんか？」

「それが教団のためならば……」

　フェリーナの言葉を、神官戦士長は否定しなかった。

「はたして、それが教団のためになるのかどうかは分かりませんが……」

　フェリーナはゆっくりと首を横に振る。

「司祭も仰ったとおり、ニース侍祭が亡者の女王として覚醒すれば、我ら大地母神の教団は消しよう滅めつさせられるやもしれません。そしてそれは世界の破滅にもつながるかもしれないのですぞ？」

「だから、ニース侍祭を処分すると？　大地母神マーファが、さぞお嘆なげきになるでしょうね」

　フェリーナはため息をつくと、胸の前で手を組み、マーファの御み名なを唱えた。

「自衛のための戦いというものではありませんか？」

「侍祭が、我々に戦いを挑いどんでいるとでも？」

「今はまだ、ですな……」

　デッケルは不ふ機き嫌げんに答えると、扉とびらのほうへと移動する。

「最高司祭様は、教団と世界の将来を憂うれえておられるということです。それよりも、今日は、遠方の村から多数の巡じゆん礼れい者しやが参っておりますので、礼拝所のほうへお願いいたしますぞ」

　デッケルはそう言い残して、扉から出た。

「承知いたしました」

　フェリーナは視線だけで、神官戦士長を見送った。

（それにしても、街中の礼拝所ではなく、この地下神殿へ参りたいとは、ね……）

　熱心な信者たちだと思う。

　遠方からの巡礼者ゆえ、王城の衛兵も神官戦士長であるデッケルも参拝を認めたのだ。

　巡礼者の一団は五十人ほど、女性も老人も子供までいる。

　いくつかの村の信者が集まって、やってきたのだろうが、この暗黒の島でマーファの教えがそれほどまでに浸しん透とうしつつあるとは驚おどろきだった。

　この島は、暗黒神ファラリスの聖地であり、破壊の女神カーディスの聖地でもあるのだ。

　大地母神のみならず、光の五大神の神しん殿でんが、この街に次々と建てられてはいるが、その教えが広まってゆくには長い時間がかかると思っていた。

「これも、スパーク公の治世が行き届きつつあるからでしょうね……」

　フェリーナはそう言うと、礼拝所で信者たちに説教をするための礼装に着替えはじめた。




「ようこそ、マーファ神殿へ」

　巡礼者の一団が、地下神殿に入ってくるのを、神官戦士長のデッケルは、穏おだやかな笑え顔がおで出で迎むかえた。

　十代の頃ころに、先の最高司祭ニースの説教を聞き、大地母神の熱心な信者となった彼は、ターバのマーファ大神殿に入信し、司祭となることを目指したが、残念ながら神の声を聞くことはかなわなかった。

　それでも、神殿を去る気にはなれず、教団の神官戦士となるべく、厳しい訓練を積んだ。

　武器を扱あつかう才能には恵めぐまれているらしく、数年を経ずして、彼は教団でも有数の戦士となった。

　先の大戦においても、教団のために、彼は危険な任務をいくつも任せられている。

　先代の偉大なるニースが大地に還かえり、後を継ついだメリル最高司祭の警護役となり、しばらくして十人いる神官戦士長のひとりに選ばれた。

　大地母神の慈じ悲ひ深き教えを広め、教団を守るためならば、命を捧ささげる覚かく悟ごはある。

　先の最高司祭と同じ名を持つ、ニース侍じ祭さいにはターバ大神殿に勤めていた頃、何度となく会っており、無論、憎にくからず思っていた。

　だが、その秘密の出生をメリル最高司祭から聞かされたとき、デッケルの小さなニースに対する感情は一変した。

　ターバ大神殿には、亡もう者じやの女王ナニールが率いるカーディス教団にまつわる忌いまわしい伝説が、記録として残されている。

　古代王国が滅めつ亡ぼうした直後に起こったカーディス教団との戦いは、特に激しいものだった。

　亡者の女王に率いられたカーディス教団の狂きよう信しん者たちは、ロードス本島にも攻せめこみ、マーファの聖地であるターバまで押し寄せてきたのだ。

　このとき、後にアラニアの建国王となる勇者と、マーファ教団で聖女と称たたえられていた高司祭が協力し、亡者の女王ナニールを捕とらえ墳ふん墓ぼに封ふう印いんすることに成功しなければ、ロードスはカーディス教団の支配するところとなり、最悪、世界そのものが破滅していただろう。

　亡者の女王を失ったカーディス教団の勢力は急速に衰おとろえ、それ以後、彼らは歴史の表おもて舞ぶ台たいから姿を消した。

　無論、それはデッケルのようなマーファ教団の神官戦士たちが、彼らの活動を命いのち懸がけで抑おさえてきたからでもある。

　亡者の女王の封印が破れ、復活したというだけでも衝しよう撃げき的なのに、その生まれ変わりがマーファ教団に入信しているなど、デッケルには耐たえ難がたいことだった。

　ニース侍祭が、本当にマーファ教団のためを思うなら、自らを封印し、永遠の眠ねむりにつくべきである。

　だが、彼女にその意志は感じられない。

　それどころか、マーモ公国の公こう妃ひとなろうとしている。

　彼女の真意が、この島の支配ではないと、どうして言い切れよう。

　フェリーナ司祭は慈愛の精神に満ちた優すぐれた聖職者ではあるが、それだけにニース侍祭の危険性を軽視しすぎているように思える。

　彼女にもしも、覚かく醒せいの兆候が見られたら、デッケルは覚悟を決めるつもりでいる。

（それがロードスの、いや、このフォーセリア世界のためなのだ）

　デッケルは固く心に誓ちかった。

「神官様……」

　そのときであった。

　巡礼者の一団から、一人の少女が走り寄ってきて、花で編んだ首くび飾かざりを差し出した。

「あたしが作ったの……」

　少女は愛らしい笑顔を浮うかべて、デッケルに会え釈しやくをした。

「これを、わたくしに？」

　デッケルは微笑ほほえむ。

「はい、神官様」

　少女は元気にうなずく。

「それは何よりの贈おくり物もの。ありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　デッケルは少女に首飾りをかけてもらおうとひざまずいて、地面に顔を伏ふせるように首を差し出す。

　少女は笑顔のまま背せ伸のびをして、首飾りを掲かかげた。

　そして──

　デッケルは自分の首の後ろに鋭するどい痛みが走るのを感じた。

「な、何事……」

　デッケルは狼ろう狽ばいし、顔をあげた。

　そこには、先さき程ほどの少女の笑顔がある。

　だが、その手にはもはや花の首飾りはなかった。

　その代わりに、赤い血に濡ぬれた小こ振ぶりの短たん剣けんが握にぎられている。

　その血が、彼自身のものだということを、百ひやく戦せん錬れん磨まの神官戦士長は、しばらく思い至らなかった。

　それほど、少女の笑顔には屈くつ託たくがなかったからである。

「おまえは、いったい何を？」

　デッケルは少女に問おうとしたが、舌がもつれて思うような言葉にならなかった。

　痛みはもはやなく、全身が自分のものでなくなったように自由に動かせなくなっていた。

「贈り物を差し上げたのよ。死という最高の贈り物をね」

　少女は歌でも唄うたうように言う。

「お、おまえは……」

「お初にお目にかかります。あたしは転生者アドリー。ここはおまえたち大地母神に仕える者のいる場所ではないわ」

　少女はそう言うと、手にしていた短剣をデッケルの首筋に押しつけた。

「この身体からだだと力がないから、すぐに楽にできなくてごめんなさい。でも、毒が効いているから、もう痛みは感じないでしょ。あたしって慈悲深くて、ナニール様にはいつもからかわれていたわ。おまえは大地母神の信者になればよかったのにだって。ひどい話よね。そのナニール様が、今では大地母神の信者なのだもの……」

　アドリーは言いながら、鋸のこぎりでも引くように何度も短剣を押し引きした。そのたびに、刃ははデッケルの首に深く沈しずんでゆく。

　そしてついにマーファ教団の神官戦士長の首から、真っ赤な血しぶきがほとばしった。

　その反動で、彼は反対側へとゆっくりと倒たおれていった。

（メリル最高司祭、この地はやはり……）

　心のなかで叫さけび声を残しながら、デッケルの魂たましいは大地へと還かえっていった。




「フェリーナ司祭様、どうか帰き還かんの呪じゆ文もんを！」

　神官戦士の一人が悲痛な声で叫ぶ。

「このままでは、この礼拝所にもいずれ……」

　正面にある扉とびらを睨にらみつけながら、神官戦士は手にした槍やりを強く握りなおす。

「平和の歌の奇き跡せきも、破は壊かいの女神の信者には通じないでしょうね……」

　フェリーナはため息をつく。

　どうやら、大地に還るときがやってきたようだ。

「帰還の呪文を！　そして最高司祭様に御ご報告を!!」

　神官戦士の必死の叫びにも、フェリーナは静かに首を横に振る。

「わたしが帰還すべき場所は、この神しん殿でんをおいて他ほかにあるはずがないでしょう。わたしは、この神殿を預かっているのだから」

　フェリーナは答えた。

「老人や子供、それに子を宿した女性までいる団体が、破壊神の信徒だとはね」

　カーディスの教団の恐おそろしさをかいま見るようだった。

　デッケル神官戦士長が、不覚を取るのもやむをえないと思う。

　不意を突つかれ、また彼らを率いる神官戦士長が最初に倒されたこともあり、神官戦士たちの反はん撃げきは統とう率そつを欠き、一人また一人と倒されていった。

　フェリーナが襲しゆう撃げきを知ったのは、怪け我がをしたこの神官戦士が、礼拝所に駆かけ込んできたからだ。

　彼から報告を聞き、フェリーナは状じよう況きようが絶望的だということを悟さとった。

　そしてすぐに、数十人のカーディス教徒たちが礼拝所を取り囲んだのである。

　生き残った神官戦士たちが、必死になって防戦しているが、扉が破られるのは時間の問題のはずだ。

「神官戦士としての修練を、もっと積んでいればよかったのかしら」

　フェリーナは苦く笑しようを浮うかべる。

　彼女とて、一応、武器を扱あつかう訓練は受けている。しかし、さほど上達はしなかった。

　襲撃してきたカーディスの教徒たちも、全員が全員、戦士というわけではない。

　だが、一人の少女が、強力な暗黒魔ま法ほうの使い手らしく、何人もの神官戦士が彼女ひとりに倒されたとのことだった。

「大地母神の奇跡で人を傷つけるのは本意ではないけれど……」

　もしも扉を突とつ破ぱしてきたら、気力の続くかぎり、魔法で戦うしかないと、フェリーナは覚かく悟ごを決めた。

（遠い来世のために、今の人生を投げ捨てるなど……）

　フェリーナには、カーディスの教徒たちの思いは理解できない。

　今の人生を精せい一いつ杯ぱいに生きてこその来世であるはずだ。

　そのとき、礼拝所の扉が大きな音を立てて開いた。

　同時に、大おお柄がらな男が礼拝所の床ゆかに転がりこんでくる。おそらく、全力で体当たりをしたのだろう。

　だが、礼拝所の扉は、それほど頑がん丈じようには作られていない。

「大地母神マーファよ！」

　神官戦士が叫んで、男を槍で貫つらぬく。

　断だん末まつ魔まの悲鳴をあげて、その男は息絶えた。

　だが、破られた扉から、数人の男女が、部屋に飛び込んできた。

　背筋の曲がった老人と赤子を宿した女性、そして全身に傷を負った瀕ひん死しの男の三人である。

「下がれ！」

　神官戦士が悲ひ壮そうな表情で叫ぶ。

　どう見ても、まともに戦える三人ではない。

「来世に理想を求めている者は、屍し人びとも同然です。浄じよう化かこそが、慈悲と思いなさい！」

　フェリーナが叱しつ咤たする。

　彼らはおそらく、命を捨てる覚悟でここにやってきたはずだ。

　この地下神殿から逃のがれるには、王城の中庭へと通じる一本の長い階段しかない。そしてそこには、王城警護の衛兵たちが詰つめている。返り血に染まり、あるいは手傷を負ったまま帰れるはずはないし、ここにとどまり続けても、不ふ審しんに思った衛兵たちが、いつかは必ずやってくる。

　彼らに逃れる術すべはないのである。破壊の女神の高位の奇跡でも使わぬかぎり……

　神官戦士はマーファの御み名なを唱えて、三人に槍で突きかかっていった。

　瀕死の男の心臓を正確に貫いて即そく死しさせると、槍の穂ほ先さきを老人にピタリと向ける。

　と、その前にもう一人の女性が立ちはだかった。

　両手を真横に開き、大きく張った腹部を神官戦士に向ける。

　その女性ごと、老人を貫くことは、神官戦士には簡単にできたはずだ。

　だが、動くことはできなかった。

　多産と豊ほう穣じようを司つかさどる大地母神の教義において、子を宿した女性は神聖なものである。たとえ、邪じや神しんの教徒といえど、罪のない子ごと、その命を奪うばうことは躊躇ためらわれたのだ。

　だが、それが彼にとっては命取りになった。しゃんと背筋を伸のばした老人が、女性の肩かた越ごしに吹ふき矢やを射かけてきたからである。

　吹き矢の針が、神官戦士の喉のどに突き刺ささる。そして、その針には即そつ効こう性の猛もう毒どくが塗ぬられていた。

　神官戦士は口から泡あわを噴ふきながら、その場に倒たおれた。

「司祭様……」

　床の上でもだえ苦しみながら、神官戦士は切れ切れにうめいた。

「も、申し訳ありません……」

　それだけを言うのがやっとだったように、神官戦士の息は止まった。

　フェリーナはその骸むくろに静かにうなずきかけ、彼の冥めい福ふくを心のなかで祈いのった。

　彼は戦士であることよりも、神官であることを選んで死んだのだ。その魂たましいは大地に還かえり、マーファに暖かく抱だかれるだろう。

「ですが、わたしは……」

　フェリーナはそう声に出してつぶやくと、高らかにマーファの名を唱え、両手を老人と女性に向かって突きだした。

　その瞬しゆん間かん、目に見えぬ力が女性の胸を撃うち、背後の老人ともども礼拝所の外まで吹き飛んでゆく。

　最大の魔力でもって、フェリーナは〈気弾フオース〉の呪じゆ文もんを唱えたのだ。

「慈じ愛あいを説くマーファの司祭様のすることとは、とても思えないわ……」

　無邪気な笑え顔がおを浮かべながら、一人の少女が礼拝所に入ってきた。

「叱しかって差し上げることも、慈愛のひとつですわ」

　フェリーナは少女に答えた。彼女こそが、暗黒魔法の使い手なのだろう。

（おそらくは転生者……）

　すなわち、カーディス教団の高司祭だ。

　転生者が覚かく醒せいするのは、マーファ教団に伝わる報告では、十二歳から十五歳ぐらいのあいだとされている。

　子供から大人へと身体からだが変化する時期だ。

　おそらくは、この少女も最近、覚醒を遂とげたに違ちがいない。

　これまで闇やみのなかに潜ひそんでいた破は壊かい神の教団の高位の聖職者たちが、その活動を再開したのは、どうやら間違いない。そしてそれは、亡もう者じやの女王ナニールが蘇よみがえったのを、彼らが確信したからだろう。

「自分勝手な理り屈くつね」

「自分勝手？　それは、あなたたちの教団のほうでしょう。何が気に入らなくて、この世界を滅ほろぼそうとするの？　それとも、ただ転生を繰くり返して、永遠の人生を楽しんでいるだけ？」

「さあ、どちらかしら？　あなたに、答える必要なんてないもの」

　少女は口に手を当てて、無邪気に笑う。彼女の白いドレスは、返り血で真っ赤に染まっている。

「いったい何が目的で、この神しん殿でんを？」

「あなたがたを殺すためよ。決まってるじゃない……」

　少女は今度はつまらなそうに口を尖とがらせた。

「ニース侍じ祭さいがいないことを知って、襲おそってきたのね？」

「決まってるでしょ。ナニール様は、まだ本当に覚醒なさっておられないのだもの。傷つけるわけにはゆかないし、あの方が本気で怒おこられたら、あたしなんか瞬時に殺されるもの……」

　少女は答えると、怯おびえたような顔をする。

「わたしたちがいなくなっても、ニース侍祭は、亡者の女王には戻もどりませんよ。彼女は破壊の女神の邪悪な奇き跡せきで転生したのではなく、大地母神に祝福されて自然に生まれてきたのだから」

「さあ、どうかしら？　あなたがそう信じたい気持ちは分かるけど、あたしたちのほうが、ナニール様のことはよく知っているわ。あの自由で奔ほん放ぽうで残ざん酷こくな亡者の女王が、大地母神を信しん仰こうしつづけられるとは思えないわ。たとえば、この神殿が襲われて、あなたたちが殺されたことを知ったら、激しい怒いかりと憎にくしみを覚えられるに決まっている。そしてそういった感情こそが、あの方が本当の自分を取り戻すためのきっかけとなる。そう思わないかしら？」

「思いませんね」

　フェリーナは静かに答えた。

　しかし、それは自分がそう信じたいだけかもしれないとの疑念は、心のなかに確かにあった。

「さて、あなたとわたしのどちらが正しいかしら？」

　フェリーナは少女にそう呼びかけると、ゆっくりと精神を集中させてゆく。

「どうでもいいわ。決めるのは、あたしたちじゃないもの」

　少女は退屈を覚えたのか、小さく欠伸あくびをもらした。

（そう決めるのは、わたしでもない。そしてあなたでも、ね）

　フェリーナは心のなかでつぶやく。

　彼女は神官戦士から護身用にと手て渡わたされた小しよう剣けんを手にしていた。

　少女も短剣を持っていたが、それで戦うつもりがないのは明らかだった。神と邪じや神しんの奇跡、神聖魔ま法ほうと暗黒魔法で決着をつけるつもりなのである。

　しかし、それは光の神々を信じる者が分けた呼び方であって、本質的には同じものだ。

　太古の時代、神々の大戦が起こったとき、光の神々と闇の神々のいずれの側で戦ったかで、呼び分けているにすぎない。

　だが、破壊の女神カーディスだけは唯ゆい一いつ、異なる存在だった。光の神々でも、闇の神々でもない。それは永えい劫ごうの時を超こえてやってきた終末そのものである。

（この世界はいつか滅び去る。しかし、滅びの時を決めるのは、あなたがたではない）

　フェリーナは、小剣の刃を見つめながら、ひとつの覚かく悟ごを固めていった。

　目の前にいる転生者と魔力比べをしても勝てるとは思えない。

　そして礼拝所の周囲には、まだ何人ものカーディス教徒がいるのだ。ここから生きて逃のがれられるとは、とうてい思えない。

　ならば、フェリーナに残された道は、ひとつしかない。

（我が命を代だい償しようとして……）

　フェリーナは大きく腕うでを突つき出し、気弾フオースの呪じゆ文もんを唱えた。

　不可視かつ無形の力が、少女の身体に炸さく裂れつする。

　だが、それは衣服の肩かたのあたりを四散させただけで、彼女の身体はまったく動きもしなかった。

「これがマーファの高司祭様の魔力？」

　少女がくすくすと笑う。

「その程度の魔力では、とうていあたしを倒たおすことはできないわ……」

　少女はそう言うと、何を思ったか、短剣で自らの胸を突き刺さした。

　非力ゆえ、それは深くは刺さらない。だが、赤い鮮せん血けつが噴ふきだす。

「変わったことをするものね」

　フェリーナは冷ややかに言った。

「あなたがしたくてできないことを、やってあげたんじゃない。感謝してもらってもいいと思うけど」

　痛みに顔をしかめながら、少女は言うと、カーディスの名を唱えた。

　その瞬しゆん間かん、フェリーナは胸に鋭するどい痛みを覚えた。そして彼女が着ている祭さい儀ぎ用の神官衣が真っ赤な血に濡ぬれる。

「傷を移した……というわけね」

　フェリーナは胸を押さえながら、呻うめき声をあげる。

　高位の暗黒魔法に、他人の血をもて、自らの傷を癒いやすという恐おそるべき奇跡がある。

　しかし、自らを傷つけてから、それを他人に与あたえるなど普ふ通つうの精神では考えられないことだ。

「他人にだけ痛みを与えるなんて、いけないことだもの。そう思わない？」

「そのとおりだわ」

　フェリーナは苦痛に顔をしかめながら、うなずいた。

「ならば、わたしもあなたに倣ならうことにしましょう……」

　フェリーナはそう言うと、小剣を逆手に持ち替かえた。

「大地母神マーファの御み名なにおいて、汝なんじに試練を課す。汝、ターバの大だい神しん殿でんに赴おもむきて、最高司祭メリルに見まみえんことを！」

　そう叫さけぶと、フェリーナは小剣で胸を深く突いた。

（わたしの命を代償として……）

　大地母神ウィンディス神殿の高司祭であった女性は、最後に心のなかでもう一度繰くり返した。

　そして彼女の魂たましいはマーファのもとへと還かえっていったのである。

「自殺は、マーファの教義では禁きん忌きとされていたのではなかったかしら？」

　転生者アドリーは冷ややかに言うと、衣服の裾すそをつまんで、膝ひざをちょこんと折り、マーファの高司祭に挨あい拶さつを送った。

　高司祭が最さい期ごの瞬間に、〈試練クエスト〉の神聖魔法を祈いのっていたのは、アドリーには分かっていた。

「でも、あなたぐらいの魔力で、あたしが試練を課せられるとでも？」

　アドリーはくすくすと笑うと、フィオニス様のところへ帰りましょう、と独り言を続けた。

　だが、その瞬間──

　彼女の頭に、突とつ如じよとして激痛が走った。

「う、噓うそ……」

　アドリーはその場でしゃがみこむと、狼ろう狽ばいした。

「そ、そんな……」

　アドリーは信じられないというように首を振ふった。

「試練を受けてしまったというの」

　全身ががたがたと震ふるえる。

「行かないと……いけないの？　ターバにあるマーファの大神殿へ？　そして、マーファ教団の最高司祭に会わないといけない？　でも、そんなことをしたら……」

　殺されるのなら、まだいい。

　だが、マーファ教団はそうはしない。転生者は、ナニールがそうされたように封ふう印いんされるのだ。

　永えい劫ごうの時をそうして無む駄だにしなければならない。

「そんなの嫌いや……」

　アドリーは激しく首を横に振った。

「ナニール様やフィオニス様と一いつ緒しよに、この世界に替わる新しい世界を見たいもの……」

　そのためには、取りうる手段はひとつしかないことを、彼女は理解していた。

　転生者である少女は、手にしている短たん剣けんの刃をじっと見つめた。

　そしてその刃を小さな胸に押し当てる。

　その瞬間、先刻の激痛が彼女の頭を襲おそう。その苦痛は耐たえがたいもので、このままでは気が狂くるってしまうと思った。

　帰き還かんの呪文を使って、フィオニスのもとへ帰れば、あるいは呪のろいを解いてもらえるかもしれない。

　だが、この苦痛のなかでは、とても奇き跡せきは行使できない。また、歩いて向かうにしても、それは試練に反する行こう為いであるから、やはりこの苦痛が襲いかかってくることになる。

「また、やりなおし、か……」

　すねたようにつぶやくと、少女は身体からだを傾かたむけ、立ったままの姿勢で落ちるように床ゆかに倒たおれていった。そして床に落ちた瞬間、彼女の身体の重みで、短剣の刃が胸に深く滑すべりこんでゆく。

　少女の身体から流れでた血で、ウィンディス神殿の礼拝所の床が、また新たに赤く染まった──




　　　　２




「アドリーが帰ってこないだと？」

　装そう飾しよくも何もない椅い子すに少年は、腰こしをおろしていた。だが、彼が座るかぎり、それは玉座なのだ。

　少年の名は、レイエス。新生マーモ帝てい国こくの皇帝である。

「はい、翳かげりの街ペルセイのマーファ神殿に出かけたまま……」

　答えたのは、緋ひ色いろの衣服に身を包んだ壮そう年ねんの男だった。恰かつ幅ぷくがよく、腹は見事な半球状をしている。

　一見して開いているのか閉じているのか分からないほどに、目が細い。その目め尻じりがやや下がっており、穏おだやかに微笑ほほえんでいるような表情に見える。

　裕ゆう福ふくな商人といった印象だった。

　彼の名前は、サーキスという。新生マーモ帝国の義勇軍とのふれこみで、数百人の戦士ともども、ここ闇やみの森にある砦とりでへと百日ばかり前にやってきた。

　しかし、彼の本当の姿は、破は壊かいの女神カーディスに仕える高司祭にして転生者である。

　千年近くも前から、彼は亡もう者じやの女王ナニールや目の前にいる少年らとともに、転生を繰り返してきた。ただひとつの目的、この世界の破は滅めつを目指して……

「あの女らしい。いつも自分の力に溺おぼれ、軽はずみに動く。自じ業ごう自得というものだよ」

　吐はき捨てるように、もう一人の男が言った。

　くぐもったような声こわ色いろだった。

　男の顔はひどい火傷やけどを負っていて、頭とう髪はつもわずかしか残っていない。右目はほとんど開いておらず、左頰ほおは赤くただれたままで黄色い体液が滲にじんでいる。

　男は名前をルビエラという。彼もまた転生者の一人だった。

　顔の火傷は事故によるものではない。彼は転生するたびに、炎ほのおで顔を焼くのだ。顔ばかりではない。彼の全身には、自然のままの肌はだはほとんどない。墨すみを入れ、毒を塗ぬり、蟲むしに喰くわせ、自ら望んで醜みにくくあろうとする。まるで、それこそが自らの証あかしとでもいうように。世界を滅ほろぼすという誓ちかいを忘れぬために。

「アドリーは、ナニール様を心から敬愛していましたからね。一日でも早く、帰ってきてほしいと思っていたのでしょう」

　そう言って、サーキスはルビエラに顔を向ける。

「オレとて、ナニール様には一日も早く戻もどってきてほしいと思っている」

　ルビエラが声を荒あららげた。

　だが、ただれた顔の皮ひ膚ふは、いかなる感情も表すことがない。

「ナニール様だけが、おまえの醜さをいつも可愛かわいがってくださるからですか？」

　サーキスが笑いながらうなずく。

「ああ、その通りだ……」

　ルビエラは唇くちびるを歪ゆがめ、頰をぴくぴくとさせた。

　それは、彼が笑おうとしているのだということを、サーキスは知っている。

「ナニール様は、オレの顔だけではない。魂たましいの醜さまでも、愛いとおしんでくださるのだよ……」

　おまえのような醜い人間は、この世に存在するべきではないと、ナニールはいつも笑っていた。

　おまえのような醜い人間に抱だかれていると、自分自身にも怖おぞ気けが走ると。おまえのような人間がいる世界だからこそ滅んでしまえと思うとも。亡者の女王はそう言って、無む邪じや気きに笑うのだ。

　ナニールは、ルビエラにいつも醜くあることを求めた。この世界においては醜いまま転生しつづけるように、と。

　彼はその命令に忠実に従ってきた。

　醜さを求めるあまり、身体を傷いためすぎて命を落としたことさえ幾いく度どかあった。だが、転生者である彼にとって、それはさしたる問題ではない。

「マーファ神しん殿でんで司祭や神官が虐ぎやく殺さつされたとの噂うわさはペルセイの街中に広まっております。襲しゆう撃げき側も全員、命を落としたとのこと。アドリーがそのなかにいたかどうかは不明ですが……」

　玉座の少年を振ふり返り、サーキスは恭うやうやしく言った。

「帰ってこないところをみると、そう判断するしかないのだろうな」

　レイエスは静かにうなずいた。

　彼の隣となりには、薄うす衣ぎぬを素す肌はだにまとった一人の女性がいる。

　新生マーモ帝国の騎き士し団長ネータだった。

　だが、この夜の宮きゆう廷ていにおいては、彼女はほとんど奴ど隷れいにも等しい扱あつかいを受けている。彼女の視線は虚うつろに宙をさまよっており、まるで魂さえもが抜ぬけ落ちているかのように見えた。

　昼間、暗黒騎士たちを左右に従えているときの凜りんとした彼女の姿からは、想像もできない落差だった。

「残念なことだ。今世でこそ、我らは悲願を達成させるつもりであったのに……」

　レイエスが小さくため息をもらす。

「彼女の魂が、次の世界に転生するよう祈いのるとしよう……」

　少年皇こう帝ていの言葉に、二人の転リイン生カネ者ーターは静かにうなずいた。

「だが、マーファ神殿で虐殺が行われたことで、大地母神の神官となっているナニール様の心に変化が生じるかもしれぬ。激しい感情で揺ゆさぶりつづければ、彼女は自らの真の姿を思い出そう。アドリーの犠ぎ牲せいは決して無む駄だではないはず……」

　レイエスはそうつぶやくと、虚こ空くうを見つめた。

　その先には、彼の永遠の伴はん侶りよである亡者の女王ナニールの姿がある。転生するたびに、その姿は変わる。だが、魂が同じであるゆえ、器うつわも自然に似たものになるのだ。

　そして今は、彼女の魂は、一人の少女に宿っている。マーファ神殿の侍じ祭さいであり、マーモ公国の未来の公こう妃ひであるとも噂されている少女に……

（わたしから逃のがれようとしているおつもりですか、ナニール様……）

　レイエスは、微び笑しようを浮うかべた。

　ナニールのことを思うと、彼の真の魂は震ふるえる。

　破壊の女神カーディスに仕える高司祭フィオニス。彼もまた、転生者の一人である。

　亡者の女王ナニールとは、永遠を誓った間あい柄だがらだ。それもたった一度きりの人生ではない。

　転生を繰くり返し、百億の昼、千億の夜を超こえてきた。そしてこの世界の終しゆう焉えんさえも超える。

（いつか神になろうと共に誓いあった、このわたしを忘れることができると思うのか……）

　その誓いは、ふとした戯ざれ言ごとだったようにも思う。

　だが、フィオニスとナニールは、その誓いを守りつづけ、破壊の女神の信者となり、転生者となった。

　ナニールが、マーモ公スパークの妃きさきになろうとしているのは、フィオニスが覚かく醒せいし、その魂が触ふれあったからなのだ。自らが亡者の女王にもどることを恐おそれ、救いを求めているにすぎない。

　それはすなわち、ナニールの魂が永遠の伴侶を求めていることの裏返しだ。

「ナニール様の魂が真に覚醒するには、まだ時は満ちてはいないということだ」

　レイエスは二人の転生者に向かって呼びかけた。

「ゆっくりとゆっくりと、揺り起こしてさしあげればよい。そして五百年前の饗きよう宴えんをふたたびはじめよう……」

「承知……」

　サーキスとルビエラは玉座の少年に向かって、神しん妙みようにうなずいた。

　少年は二人にうなずきかえすと、今こ宵よいは下がると言った。

　そして無言のまま立ち尽つくす暗黒騎士団長ネータに視線を向けた。

　それに気がついたのか、彼女も虚ろな目で少年皇帝を見つめかえす。

「御ぎよ意い……」

　夜よ伽とぎを命じられるものと思い、ネータは静かにうなずく。

「今夜は気分ではない……」

　レイエスは答えると、転生者の一人ルビエラを顎あごで示した。

「ナニール様のことを思い出し、気持ちが高ぶっていよう。おまえが、相手をしてやるのだ……」

　その言葉に、ネータのこめかみがぴくりと動いた。

「ルビエラ殿どのと……ですか？」

　その声はわずかに震えていた。

「ああ、そうだ……」

　レイエスは微笑を浮かべ、うなずく。

「嫌いやとは言うまいな？」

　レイエスの青く澄すんだ瞳ひとみのなかに、ネータの青ざめた顔を捕とらえる。

「御意……」

　ネータは静かに目を閉じると、うなだれるようにうなずいた。
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　素足にざらついた砂岩の感かん触しよくがある。

　ネータは玉座の側そばにいたときと同じ薄衣だけの姿で、目の前に立つ全ぜん裸らの男を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　醜みにくいというより、人間とはまったく違ちがう生き物としか見えない。全身の肌はだがただれていて、もとの肌の色さえも想像できない。

「どうだ？　醜かろう」

　ルビエラが声だけで笑う。

　ひどい火傷やけどを負った顔は、ぴくぴくとひきつるように動くだけだ。

「ああ……、醜いな」

　ネータは何の感情もない声で答えた。

「まるで汚お物ぶつのようだ……」

「そのとおり、オレは醜いさ。この世界に最初に生を受けたとき、オレは醜く生まれた。人間としてまともな扱あつかいなど、受けたこともなかった。実の親でさえ、オレを疎うとんじた」

　ルビエラは吐はき捨てるように言った。

　そしてネータの側に寄ると、彼女の顎に手をかけて、顔をあげさせた。舐なめるような視線を向けて、くくっと喉のどを鳴らす。

「おまえは美しいな。それは神に祝福されたからか？」

　その問いにネータは答えなかった。

　自分が美しいという自覚はある。何人もの男たちが自分を求めた。ネータにとって、それは剣けんと同じく武器だった。

「ならば、オレは神に呪のろわれて生まれてきたのだろう。それゆえ、オレも神を呪ったのだ。この世界を創造した神々をな。そんなとき、ナニール様と出会い、オレは破は壊かいの女神の存在を知った……」

「破壊の女神カーディス……」

　ネータはその名をつぶやき、わずかに身を震ふるわせた。

　暗黒神ファラリス教団に伝えられる神話によれば、この世界を永遠ならしめようとした神々の営みこそが、終末の巨きよ人じんを覚醒させ、永えい劫ごうの未来からその眷けん属ぞくが遣つかわされる原因となったとされる。

　その眷属こそ、破壊の女神カーディスなのだ。

　真実を知った暗黒神ファラリスは至高神ファリスを主神とする神々から離り反はんし、カーディスに味方し、戦いを挑いどんだ。

　神々の大戦の勃ぼつ発ぱつである。

　暗黒神がいかなる意図で大戦をはじめたのかは、死すべき定めの人間には想像もつかない。この世界を滅ほろぼし、次なる世界の主神になろうとしたとも、世界を破は滅めつから救うため、世界を不完全なままにしておこうとしたのだとも伝えられている。

「わたしは俗ぞく人じんゆえ、世界の破滅など望みもせぬし、防ごうとも思わぬ。わたしの望みはただひとつ、マーモ帝てい国こくの再興だけ……」

「無む駄だなことだ。帝国など興おこしても、この世界は間もなく終わるのだ。そして次なる世界に転生することはない。おまえも早く、カーディス神の慈じ悲ひにすがるがいいぞ」

　ルビエラはくぐもった声を響ひびかせた。

「慈悲にすがるのは、おまえのほうだ」

　そう答えた瞬しゆん間かん、虚うつろだったネータの目に、輝かがやきがもどった。

　同時に、彼女の右手がすっとルビエラの胸むなもとに動く。

　と、ルビエラは苦しげな呻うめき声をあげ、突とつ然ぜん、口から血を溢あふれさせた。

　ネータは躊ちゆう躇ちよすることなく、その口を手で塞ふさぎ、そのまま男を床ゆかに押し倒たおす。

　いつの間にか、彼女の手には、短剣が握にぎられていた。その刃はは、血色に染まっている。

　それは鞘さやから抜ぬくと、目に見えなくなる短剣だった。暗殺のためだけに鍛きたえられた魔法の短剣である。ネータは過去にもこの短剣を使い何人もの男を闇やみに葬ほうむってきた。

「転生でもなんでも、勝手にするがいい。おまえの醜い姿を二度とこの目にしないで済むことを、神に感謝するよ」

　ネータは言うと、ルビエラの喉もとを力を込こめてかき切った。

　また新たな血が噴ふきだし、ネータの顔を赤く濡ぬらす。

　転生者たちは、言葉ひとつで恐おそるべき邪じや神しんの奇き跡せきを行使しうる。完全に息の根を断たねば、危険極きわまりない相手だ。

　ネータは薄うす衣ぎぬを脱ぬぐと、顔や腕うでに飛び散った返り血を丹たん念ねんにぬぐう。そして窓を開け、そこから中庭の芝しばへと降り立った。

　ネータは指を口に当てると、短く、だが強く指笛を鳴らした。

　しばらく待つと、完全武装をした騎き士したちが数名ばかり集まってくる。

　ネータが率いる暗黒騎士団の騎士隊長たちだった。

「準備は万ばん全ぜんです」

「義勇軍の兵士たちには気取られてないな」

「はい……」

　騎士隊長たちは恭うやうやしくうなずくと、ネータに鎧よろいを差し出す。

「ありがとう」

　ネータはうなずくと、素す肌はだの上から鎧下と鎧を身に着けてゆく。楯たてこそないが、彼女は暗黒騎士団のか甲つち冑ゆう姿になった。

「しかしなにゆえ、義勇軍を……」

「わたしが、信じられぬか？」

　一人の騎士隊長が口にした疑問に、ネータは微び笑しようまじりに答えた。

「いえ、我らはこれまでも、レイエス陛下ではなく、ネータ様に仕えてきたつもりです。ご命令とあらば、たとえ皇帝であれ、斬きってみせます」

「感謝する。形の上では反乱だが、この戦いの正義は我らにあると思ってよい。口に出すのも面おも映はゆいが、これはマーモのみならず、ロードスをいや世界を守るための戦いなのだからな」

　ネータは苦笑をもらした。

　騎士隊長たちは、ネータの言葉を無論、冗じよう談だんだと思ったことだろう。数人が笑い声をあげる。

「ならば、我らとしても迷うことはないな」

「そのとおり、隊の騎士たちにも呼びかけ、あの得え体たいの知れない者どもを駆く逐ちくすればいいだけのこと」

　騎士隊長たちは口々に言う。

「では、始めるぞ！」

　ネータは剣を引き抜くと、それを天に向けて高く掲かかげた。

（ヴェイル、わたしはもう迷わない。新生マーモ帝国は、ベルドの帝国の亡ぼう霊れいではない。わたしとおまえの帝国なのだ）

　ネータは心のなかでつぶやくと、全速で駆かけだした。

「暗黒騎士たちよ、剣を取れ！　義勇軍の兵士どもを討うち取るのだ。騎士団長ネータ様への恩義を今こそ返すときぞ！」

　騎士隊長たちが大声をあげながら、目に止まった義勇軍の兵士たちを問答無用で斬り倒してゆく。

　老人もいれば、女子供もいる。義勇軍といえば聞こえがいいが、難民といっても差さし支つかえがないような集団なのだ。

　無力のように見えるが、ネータは義勇兵は一人残らず、斬り倒すように命令している。

　彼女の意図は騎士隊長には分からないが、義勇軍が入ってから、彼女の様子がおかしいのは薄々、感じていた。また、義勇軍の兵士たちにも得体の知れない薄気味悪さを覚えていた。

　騎士隊長たちは、先の帝国が崩ほう壊かいし、領主から一転して追われる身となり、途と方ほうに暮れていたところを、ネータに見み出いだされ、新生マーモ帝国に身を投じた。

　帝国が再建できるとは、とうてい思っていなかった。敗残者として惨みじめに死ぬより、何かの目的をもって死にたいと思った者がほとんどであった。

　だが、ネータはまるで魔法でも使ったかのように、人材や資金を各地から集めてきた。マーモ公国との戦いは現状、とても優勢とは言えないが、武力で砦とりでを攻せめ落とし、拠きよ点てんを築けるまでになった。
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　ここまでこれたことさえ、奇跡のようなものだ。それを成し遂とげたのは、ネータの信念であり、献けん身しん的な努力である。

　それを知るがゆえ、彼ら暗黒騎士団の剣は皇帝ではなく、ネータに捧ささげられたものだ。

「暗黒騎士たちよ、剣を取れ！」

　叫さけび声が砦のあちこちに響ひびき渡わたる。

　平騎士たちには、一いつ切さいの事情は知らせていない。計画が漏もれるのを恐れたからである。

　蜂ほう起きしたあとなら、彼らとて決断するしかない。そしていずれに味方すればいいかは、明らかであるはずだった。

　予想どおり、騎士隊長たちの叫びを聞きつけて、暗黒騎士たちが一人また一人と馳はせ参じてくる。

　集まってきた騎士たちは寝ね起おきということもあり、武器と楯とを手にしているだけだが、義勇軍の兵士たちの武装も、たいしたものではない。兵数だけで言えば義勇軍のほうが勝まさっているが、暗黒騎士たちは日々、鍛たん錬れんしているし、実戦経験も豊富だ。しかも、完全に不意をついている。

　暗黒騎士たちは、砦のあちらこちらで義勇軍の兵士を追いつめ、討ち取っていった。

「一人たりとも逃のがすな！」

　ネータが暗黒騎士たちを叱しつ咤たする。

　その声に、暗黒騎士たちは怒ど号ごうにも似た雄お叫たけびで返した。

　ネータは戦いが優勢であることを確かめると、ただひとり戦場から離はなれた。

　そして階段をあがり、二階にある皇帝レイエスの私室を目指した。

　暗黒騎士たちも、皇こう帝てい位にある少年を手にかけるのはためらわれるのか、ほとんどの者が一階で戦っている。二階にも数人が義勇兵を追って上がってきているが、仮の玉座が置かれている広間のほうには、誰だれも向かっていない。レイエスの寝しん室しつはその奥にある。ネータの部屋の隣となりだ。

（それでいい）

　と、ネータは心のなかでつぶやいた。

（おまえだけは、わたしの手で……）

　今は亡なき暗黒皇帝ベルドの血にこだわり、探しだし、帝位に就つけた少年だが、その魂たましいは怪かい物ぶつのそれだった。

　ネータはそうとは知らず、この少年皇帝に権力を与あたえ、忠誠を誓ちかった。

　少年が自分を求めたときも拒こばまなかった。少年が若い欲望を抑おさえることができなかったのだと思ったから。無論、少年に抱だかれることで、ベルドに抱かれる幻げん想そうを重ねたことも否定はしない。

　しかし、少年の心のなかに潜ひそんでいた怪物は、ネータを肉体的にも精神的にも征せい服ふくすることを望んでいたのだ。

　ネータは、その怪物に完全に屈くつ服ぷくさせられた。だが、最後に残ったひとかけらの自我が、ヴェイルに救いを求めたのである。

　あの権けん謀ぼう術数に長たけた魔ま術じゆつ師しが、自分に好意を抱いだいているとは、ネータは最初、思いもしなかった。何かの野心があって協力しているのだろうと予測していたし、彼もそれを言葉の端はし々ばしに臭におわせていた。

　密みつ偵てい団を束ね、暗殺を常じよう套とう手段としていた男である。黒の導師バグナードから、魔法の宝物を借り受けるため、実の妹さえ生いけ贄にえに差し出した男なのだ。

　彼に協力を求めることの危険は承知していたし、警けい戒かいを怠おこたる気はなかった。一晩、自由にさせたぐらいで、自分の思いどおりになるとは考えもしなかった。

　だが、彼の想おもいは、意外にも純じゆん粋すいだということに次し第だいに気がつきはじめた。

　ネータは内心、そのことをほくそ笑えんでいた。ならば、いかに利用しようと、かまうまいと。彼女にとって、自分を愛し、求めてくる男は、下僕のようなものだった。彼女自身、愛するベルドに侍じ女じよとして仕えていたわけだから、そのことに罪悪感はなかった。

　だが、先日、ヴェイルと酒を酌くみ交かわし、ネータは自我と誇ほこりとを取りもどすことができた。

　そして邪じや神しんに仕える怪物を廃はいし、新生マーモ帝国を自分と彼のものにするために、この蜂起に踏ふみ切ったのである。

　後あと戻もどりはもはやできないし、するつもりもなかった。勝利か死か、それ以外にはない。このまま邪神の走そう狗くと成り果てるぐらいなら、そのほうがましというものだ。

　無論、命を捨てる気などない。

　破は壊かいの女神の教団など、根絶やしにしてやるつもりだ。そしてマーモ公国をも滅ほろぼし、ヴェイルとともにこの暗黒の島を支配する。

「わたしの代では無理だろうが……」

　ネータは走りながら、声を出した。

「わたしたちの子孫が、このロードスを征服する日が来ればよいな」

　ネータは誰もいない玉座の間を抜ぬけて、すぐ近くにあるレイエスの寝室へと入った。左手には火のついた松明たいまつがある。廊ろう下かにかかっていたうちの一本を抜きとったのだ。

　そして右手には剣けん……

　扉とびらを開けるときには、彼女もさすがに息を飲んだ。全身に、じっとりとした汗あせをかいているのが分かる。

「レイエス陛下……」

　ネータは暗い室内に向かって声をかけた。

　赤い炎ほのおを揺ゆらめかせている松明を差し出すと、寝台に小さな影かげが動いているのが見えた。

「ネータなの？」

　怪物は、高く澄すんだ少年の声で言った。

　餓が死し寸前の彼を見つけだし、引き取ったときと、ほとんど変わらない声だった。

「覚かく悟ごしろ、化け物……」

　ネータは押し殺した声で言った。

　その気になれば、彼女はいくらでも冷れい酷こくになれる。暗黒の島と呼ばれる場所で育った人間にとっては、それができないようでは生き延びることさえ難しい。

　ネータは少年との間合いを慎しん重ちように縮めた。

「僕を殺すの？」

　怪物は悲しそうな声で訊たずねた。

「これは悪い夢なの？　それとも、夢を見ているのは、ネータ？」

　少年が不思議な声こわ音ねで続けた。

「おまえの悪夢だよ、転生者フィオニス」

　ネータは目を刃やいばのように細めて、剣を握にぎる手に力を込こめる。

「おまえが最初に死に、別の肉体に転生したときから、おまえはずっと悪夢のなかにあるのだ。その悪夢は、まだ続くのだろうが、そのなかに、わたしが出てくることは二度とあるまいよ」

　ネータは叫さけぶように言うと、剣の刃を横にして、少年の心臓を狙ねらって突つきだした。

　狙いは違たがうことなく、鋭するどい剣先が、少年の肋ろつ骨こつの隙すき間まに滑すべりこんでゆく。

「眠ねむるがいい。永遠ならざる眠りにな」

　ネータは少年に向かって声をかけた。

　しかし、そのときには少年の首は力無く垂れ下がり、何の反応もなかった。

　わずかに力を込めて、剣を引き抜くと、血が溢あふれだし、寝台を真っ赤に染めた。

「終わった、か……」

　ネータは奇き妙みような脱だつ力りよく感に襲おそわれながらも、笑みを洩もらした。

　あとは暗黒騎き士したちが、始末をつけてくれるだろう。

「わたしは勝ったぞ、ヴェイル……」

　ネータは声に出してつぶやいた。そして、おまえも勝てと心のなかで続ける。

　ネータは剣についた血ち糊のりを拭ぬぐうと、鞘さやに収めた。すでに、戦いの音は聞こえなくなっている。

　突とつ然ぜんの蜂ほう起きに、邪神の教団の信者たちも、為なす術すべがなかったというところだろう。

　ネータは扉をくぐり、廊下へと戻った。

　そして、自らの目を疑う。

「ネータなの？」

　声が響ひびいた。

　高く澄んだ少年の声である。

　寝台に身体からだを起こしているのは、少年皇こう帝ていレイエスだった。いや、邪神の女神に仕える転生者……

「どういうことだ……」

　ネータは呆ぼう然ぜんとなった。

「僕を殺すの？」

　少年は先さき程ほどと同じ言葉を繰くり返す。

　ネータは思わず首を横に振ふった。

　少年の言葉を否定したのではない。自分が目にしているすべてを否定したかったのだ。

「これは悪い夢なの？　それとも、夢を見ているのは……」

　少年はそこまでを言って、にやりと笑った。

「わたしなのか……。夢に囚とらわれていたのは」

　ネータは血を吐はくような思いでつぶやいた。

「その通りだよ、ネータ。夢を見ていたのは、おまえのほう。そして現実は……」

　少年がそう言った瞬しゆん間かん、ネータは自分の胸に激痛が走るのを覚えた。暖かいものが身体から溢れだしてゆく感覚もある。

　ネータは自らの身体を見つめた。

　乳ち房ぶさのあいだに剣が突き立てられている。

　そこから血が溢れだし、足もとに血溜だまりをつくっていた。

　ネータは剣の柄つかを両手で摑つかみ、それを引き抜こうとしたが、それだけの力はもはや残っていない。

「いったい、いつから……」

　わたしは夢を見ていたのかと、ネータはつぶやいた。

「もう考えなくていいよ、ネータ。君は器うつわとともに滅ほろびることを選んだのだから」

　レイエスが、転生者フィオニスが、微び笑しようを浮うかべる。

「化け物め……」

　ネータはそれだけをつぶやくのがやっとで、その場にがくりと膝ひざをついた。

　全身の力が抜ぬけてゆき、意識も遠のいてゆく。彼女はそのまま、前のめりに倒たおれていった。

「ヴェイル、すまない……」

　それが新生マーモ帝国暗黒騎士団長ネータが、発した最さい期ごの言葉であった。




「いったい、どういうことだ？」

　騎士隊長の一人が、信じられないというように叫ぶ。

　ネータの命令により蜂起した暗黒騎士たちは、義勇軍の兵士たちを次々と討うち取り、砦とりでの大部分を制圧していった。

　そして義勇軍の隊長であるサーキスを、一階の広間へと追いつめた。

　いや、そのはずだった。

　それが、ふと気がつけば、敵の大軍に囲まれていた。ただの軍団ではない。切り捨てたはずの義勇兵たちの死体に取り囲まれているのだ。

「我々の永遠の最高司祭を亡もう者じやの女王という。その意味がお分かりになったことでしょう」

　サーキスが、大きなお腹なかを揺ゆすらせて笑った。

「彼らは転生者ではない。だが、その魂たましいは次の世界へ運ばれ、もはやこの世界には存在しない。だが、その消え失うせた魂の影かげこそが彼らを亡者として蘇よみがえらせるのだ」

「何を言っている……」

　義勇軍の正体が破は壊かいの女神の信者たちとは知らぬゆえ、暗黒騎士たちには転生者サーキスの言葉の意味は分からなかった。

　だが、自分たちが、絶体絶命の窮きゆう地ちに追い詰つめられていることだけは、理解できた。

「降こう伏ふくする。オレたちは、隊長の命令に従っただけだ」

　平騎士たちが手にしていた剣けんと楯たてとを、次々と投げだし、投降を申し出る。

　騎士隊長たちもそれを止める気はなかった。

　蜂起が失敗したのは、もはや明らかだった。そして頼たよりとしている女騎士団長も、一向に姿を現す気配がない。

　数人の騎士隊長が、目配せをすると、亡者の群れのなかに斬きり込んでいった。囲みを突破しようとしているのだ。

　だが、それが無む駄だな足あ搔がきであるのは、明らかだった。

　彼らは圧あつ倒とう的な数の亡者に飲み込まれ、たちまち倒れた。

　最後に残ったのは、ネータの副官を自じ認にんしていた騎き士し隊長である。

　もはや抵てい抗こうする気は失せたが、降伏するつもりもない。この宮きゆう廷ていはもはや騎士が仕えるべき場所ではない。

「亡者の王国だな……」

　騎士隊長は自じ嘲ちようの笑えみを洩もらした。

「反乱の首しゆ謀ぼう者しやは、ネータ将軍とわたしのふたりだ。他ほかの者は、わたしたちの命令に従っただけ」

　騎士隊長はサーキスに向かって言うと、手にしていた剣を床ゆかに放ほうり投げた。

「殊しゆ勝しようだな」

　聞き慣れた声がした。

　騎士隊長ははっとして、声の方を振り返る。

　亡者の群れが、ふたつに割れ、その間を夜着に身を包んだ少年が歩いてくる。

「レイエス……陛下」

　尊そん称しようは使ったが、畏かしこまるつもりはなかった。

　真実は知りようもないが、目の前にいる少年が、その姿どおりの人間でないことは、漠ばく然ぜんと理解できたからだ。

「その心がけに免めんじ、命は助けてやろう」

　そう言うと、レイエスは赤く染まった何かを放り投げた。

　騎士隊長はそれを空中で受け取り、しっかりと確かめる。

「ネータ様……」

　空中にある間に、想像はついていたので、特には驚おどろかなかった。

　それは、騎士団長ネータの生首だった。

　美しい顔が血にまみれ、青い瞳ひとみからも輝かがやきが失われ、騎士隊長は思わず涙なみだをこぼした。

　ネータのまぶたを閉じてやり、騎士隊長はそれを布で包み、両りよう腕うでに抱かかえなおす。

「慈じ悲ひをかけたつもりだろうが、感謝などせぬ。わたしは死ぬまで、おまえたちの命を狙ねらいつづけるぞ！」

　騎士隊長はそう叫さけぶと、亡者のあいだを抜けて、広間から走り去った。

　少年皇こう帝ていレイエスは、そんな彼の背中に冷たい微笑を投げかけていた。




　　　　４




　ルード砦で行われた宴うたげから一夜が明けた。

　スパークが目覚めたのは、もう昼に近い時刻であった。

　起きてみると、部屋にはリーフの姿はなく、彼女が使った寝台ベツドはきれいに整えられている。

「リーフ？」

　スパークはあわてて跳はね起きる。

　昨夜の彼女の言葉は、スパークの耳にまだ残っていた。そして彼女の泣き顔や柔やわらかな唇くちびるの感かん触しよくも……

　スパークはあれからしばらく眠ねむれなかった。そしてリーフに対するこれまでのことを、あれこれと考えてみて、反省することばかりだと思い知らされた。

　彼女に友人の称号を送りつけ、束そく縛ばくしたこと。その称号を言い訳に、自分の感情を彼女にさらけだし、無む償しようの協力をいつも求めた。

　リーフがそれらを我が慢まんしてくれていたのが、友情ではなく、愛情だったとしたら、スパークはひどいことをしたというしかない。

（謝らないとな）

　と、スパークは思う。

　しかし謝ったら、彼女はもっと深く傷つくだろうということは、彼にも分かっていた。

（オレの気持ちをはっきり伝えないと……）

　それがリーフに対する誠意だと思う。

　しかし、肝かん心じんの自分の気持ちが分からなかった。

　彼女に側そばにいてほしいという気持ちがあるのは間ま違ちがいないが、それが単なる友情なのか、異性として好意を抱いだいているのかが判然としないのだ。

（なぜ、分からないんだ……）

　リーフの突とつ然ぜんの告白に、スパークは狼ろう狽ばいしているといってよかった。

（しかし、オレはニースを妃きさきにすると決めている……）

　ニースがマーモ公国の公こう妃ひにふさわしいからだけではない。

　彼女を守るという誓ちかいを立てているからだ。彼女の忌いまわしい過去も含ふくめて、運命を共にする覚かく悟ごを決めている。

　だが、リーフの一言で、これほどにも心が揺ゆれる。

（オレという人間は……）

　自分がかくも優ゆう柔じゆう不ふ断だんな人間だとは思いもしなかった。

「リーフを捜さがさないと……」

　あるいは、彼女が自分のもとを去ったのではないかとの焦しよう燥そう感にかられ、スパークは立ち上がった。

　と、そのとき、扉とびらを叩たたく音がした。

「リーフ！」

　スパークは急いで駆かけ寄り、乱暴に扉を開ける。

「あっ……」

　そして言葉を失った。

　扉の向こうには、魔ま獣じゆう使いエレーナが立っていたからだ。

「申し訳ありません」

　スパークはエレーナに謝る。

「驚きました……」

　エレーナはしばらく目をぱちぱちさせてから、胸に手を当てながら言った。

「リーフ様をお捜しなのですか？」

　心を落ち着かせてから、エレーナはスパークに訊たずねた。

「いえ、そういうわけでは……」

　スパークは言葉を濁にごした。

「リーフ様なら砦とりでの見張り台に立っているのを見ましたよ。魔獣の目で見ましたので、間違いありません」

　エレーナは微笑ほほえみながら言った。

　彼女が支配する鷲ヒポ頭馬グリフの視力は人間を遥はるかに超こえている。

「そ、そうですか」

　スパークはほっとしたが、表情には出さなかった。

「わたしに気づいて、手を振ふってくださいました。いつもどおり、元気な様子でしたよ」

「いえ、それならいいんです。すぐもどってくるでしょう」

　スパークはそう言うと、海かい棲せいの魔獣は見つかったのか、とエレーナに訊ねた。

　漆しつ黒こくの軍船を叩くために、水中を泳ぐ魔獣の力がぜひとも必要なのである。

「暗黒の島の周辺の海には、魔獣はたくさん棲息していますもの……」

　エレーナは静かにうなずいた。

「白鯨ザラタンという魔獣は、ご存じですか？」

「いえ、初めて聞きます」

　スパークはしばらく考えてから答えた。

　そういう伝説も、魔獣に関して記述した書物のなかにも、その名はなかったと思う。

「成獣になると、島ぐらいの大きさになるそうです。水面に背中を出したまま、何百年も眠り続けるゆえ、漂ただよい続けるうちに草が生え、木々が茂しげると伝えられています」

「そんな魔獣が？」

「ええ、この海のどこかには棲すんでいるとされています。あるいは、すでに発見されているものの、本物の島と間違われているのかもしれませんが。わたしが見つけたのは、その魔獣の幼生です。それでも、並みの船より遥かに大きな身体からだをしてますが……」

「支配できたのですか？」

「はい、なんとか」

　エレーナは笑え顔がおを見せたが、疲つかれた様子も感じさせた。

　おそらく、あれから一いつ睡すいもせず、魔獣を探しまわったのだろう。そして魔獣を支配するために、精神力を極度に消しよう耗もうさせたのだろう。

「魔獣はルードの近くに？」

「ええ、崖がけに囲まれた入いり江えに待機させておりますわ。いつでも命令できます」

「感謝します、エレーナ師」

　スパークは彼女の手を取って、礼を言った。

「いえ、本当の戦いはこれからです。私も、力の限りご協力いたします」

　エレーナは深々と礼を返した。

　彼女は魔獣使いとして、充じゆう実じつした日々をマーモですごしている。

　邪じや悪あくなだけだと思いこんでいた魔獣使いの秘術が、暗黒の島では人々の役に立つのである。彼女にとって、それは何より嬉うれしいことなのだ。故郷のアラニアにいたときは、魔獣の森で暮らす魔女として、人々から恐おそれられるだけの存在だったのだから……

「準備が整ったことを、レオナー王に伝えてきます。時が来るまで、どうかこの部屋でお休みになってください」

「お心こころ遣づかい嬉しく思いますが、もうしばらく白鯨と心を通わせておこうと思います。決戦の時に、万が一にも支配から逃のがれるようなことがあれば、取り返しがつきませんから……」

「分かりました。しかし、決してご無理はなさらないでください」

　スパークはエレーナの身を案じて言った。

「ご安心ください。私とてまだまだ若いつもりです。一晩、二晩くらいの不ふ眠みんなら、平気です」

　エレーナはそう言うと、ヒポグリフを待たせてある中庭のほうへと向かった。

　スパークはもう一度、彼女に一礼すると、砦の広間に向かう。

　この時間である。おそらく、カノン王レオナーは姿を見せているはずだった。

　そして予想したとおり、レオナーの姿はすでに大広間の仮の玉座にあって、何人かの側近と話し合いをしていた。

　警護の騎き士しに案内され、スパークはレオナーのもとへと通された。

　スパークはエレーナが、海を棲すみ処かとする魔獣を探しだし、支配したことを伝える。

「……なるほど、白鯨か。カノンの漁師たちのあいだでは伝説となっている魔獣だな。島と間ま違ちがえて、白鯨の背に上陸した漁師たちが焚たき火びをしたところ、それに驚おどろいた魔獣が目を覚まし、海へと潜もぐっていった。そのため、その漁師たちは溺おぼれてしまったという……」

　ただの伝説ではなかったわけか、とレオナーは感心したように言った。

「鯨くじらの魔獣であれば、海の中でも自由自在だろう。魔船に乗り込むのは、そう難しいことではあるまい。むしろ問題は魔船に乗り込んでからだな……」

「水兵は一人も乗っていないということでしたが？」

　側近の一人が、怪け訝げんそうに言う。

「それだけに船を守るために、他ほかの手段を講じているかもしれん。まあ、自由騎士パーンと永遠の乙おと女めディードリットが同行するのだから、まず間違いはなかろうがな」

　パーンとディードリットの二人は、あらゆる突とつ発ぱつ事態に対し、対処できるだけの知識と経験は十分に兼かね備えている。

「お二人は、どこに？」

　スパークは広間を見回し、パーンたちの姿がないのを確かめてから、レオナーに訊たずねた。

「港を見てくると言っていたよ。街に出るのは久しぶりだろうからな」

　レオナーは苦く笑しようまじりに答えた。

　パーンとディードリットは帰らずの森のはずれで、人々との接せつ触しよくを避さけるようにひっそりと暮らしている。その名声ゆえに、人目につく行動ができないのだ。

　英えい雄ゆう戦争、邪神戦争のふたつの大戦における彼の功績を思えば、彼の今の立場は、とても報むくわれているとは言えない。

　だが、パーン自身には、まったく不満がないように見える。彼が戦い続けたのは、権力や富、地位のためではないからだろう。

　その彼が、今回の事件で敢あえて立ち上がったのは、やはりマーモ公国の行く末を案じてのことだ。ロードスの真の平和のためには、マーモの安定が欠かせないと、直感的に判断したのだろう。

　そして今、目の前にいる若者にも、特別な期待をかけているに違いない。

（マーモ公王に、ロードスの騎士が助力する。その事実が人々にどう伝わるか。フレイム王カシューが、どう思うか）

　レオナーは心のなかでつぶやいた。

　パーンとて政治が分からないわけではない。しかし、それより優先させるべきことがあれば、彼はためらいなく行動する。

「決戦は明日で、よろしいのですか？」

　スパークがレオナーに確かめる。

「ああ、問題ない。我々のほうも準備はできている。近く廃はい棄きする予定の軍船に泳ぎの達者な水兵を乗せた。カノンの紋もん章しようを掲かかげて、サルバドへと向かわせる。もしも、謎なぞの軍船が姿を現したら、合図を送る」

　レオナーは、力強くうなずいた。

「承知しました。その合図に合わせて、我々は魔ま獣じゆうに乗って出発します」

「漆しつ黒こくの魔船を沈しずめ、海かい峡きようが自由に往来できるようになれば、今度はわたしのほうから、マーモ公国の公都を訪ねさせていただこう」

　レオナーが申し出て、スパークとかたく握あく手しゆをかわす。

「心から歓かん迎げいいたします。ぜひ、お出いでください」

　スパークは笑え顔がおで答えると、仮の玉座が置かれた広間を後にした。

　そして、ハーフエルフの少女に会うため、見張り台のほうへと足を向けた。
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　ハーフエルフの少女は砦とりでの見張り台のひとつで膝ひざを抱かかえてしゃがみながら、ぼんやりと顔をあげて空を見つめていた。

　いつもはきらきらとしている瞳ひとみは虚うつろで、先せん端たんの尖とがったぴんとした耳も、心持ち下がっているように見える。

　今日は晴天で、真っ白な雲の塊かたまりがいくつか浮うかんでいる。

　先刻、空の彼方かなたから鷲ヒポ頭馬グリフにまたがった魔獣使いの女性が帰ってくるのが見えた。

　きっと目的を果たしたのだろう。それは、漆黒の軍船との決戦の準備が整ったということを意味している。

　昨夜の宴うたげの酒はすっかり抜ぬけている。

　酔ようことは酔うが、翌日まで残るということはない。あるいはそれは、彼女の身体からだに流れるエルフの血のおかげかもしれない。

　だが、その血を、今は呪のろわしいと感じていた。昨夜のことが、しっかりと記き憶おくに残っているから……

　これまで必死になって抑おさえていた感情があふれだし、彼女はスパークに抱だきついた。そして自らの秘ひめた想おもいを告白したのである。

　ハーフエルフの少女、リーフは今、激しい後こう悔かいにさいなまれていた。

（あたしは、公王の友人であることを捨ててしまったんだ……）

　もうスパークと友達でいることはできない、とリーフは心のなかでつぶやく。

　友達でいるかぎり、ずっと彼の側そばにいられたのにと思う。

　それで満足できると、彼女は本心で思っていたのだ。

　しかし、スパークとニース侍じ祭さいとの婚こん姻いんが現実味を帯びてくると、彼女の心は揺ゆれはじめた。

「最悪だわ……」

　リーフは声に出して、つぶやいた。

　自分がこれほど嫉しつ妬と深いとは思いもしなかった。

　そのときである。

「リーフ、いるんだろ？」
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　と、聞き慣れた、しかし、今いちばん聞きたくない声がして、見張り台への梯はし子ごを昇のぼってくる気配があった。

　マーモ公王スパークの声だった。

　隠かくれなければ、と思ったが、狭せまい見張り台にはそんな場所があるはずもない。ここから飛び降りようかとさえ思ったが、見張り台はかなりの高さがあり、下手をすれば命を落としかねない。

〈姿インビ隠ジビしリテイ〉の呪じゆ文もんを唱えている間もない。

　リーフが狼ろう狽ばいしているうちに、スパークが昇しよう降こう口ぐちから顔を覗のぞかせた。

　どうしようもなく目が合う。

　しばらくのあいだ、二人は硬こう直ちよくしたように動かなかった。

「……リーフ」

　先に口を開いたのは、スパークのほうだった。

「心配したぞ」

「心配って……何をよ」

　リーフはぷいと横を向くと、口を尖らせた。

「どこかへ行ってしまうんじゃないかと……」

　スパークは答えながら、梯子を昇りきる。

「あたしがどこかに行ったからって、スパークが困ることなんてないでしょ」

　ひねくれていると承知しながらも、そんな言葉しか、リーフには思い浮かばなかった。

「困るから、言ってるんだ」

　スパークは不ふ機き嫌げんに言うと、リーフの側に近づき、両膝を突つき、握にぎり拳こぶしをその上に置く。

「オレは、リーフに公王の友人という称しよう号ごうを押しつけて、それを理由に無理ばかり言ってきた。そのことを、まず謝らせてくれ」

　スパークは言うと、すまなかったと、頭を下げた。

「まったくよ……」

　リーフは不満そうにつぶやいた。

「でも、謝らなくてもいいわ。スパークに無理を言われて、あたしは心のどこかで喜んでいたもの。あたしを信しん頼らいしてくれてるんだって、心を許してくれてるんだって……」

「マーモの公王になってからというもの、オレには心が安まるときがなかった。オレの決断ひとつで、公国の興亡が決するかと思うと、胃がねじくれそうになる。だが、泣き言は言えないから、いつも文句ばかりを言ってきた。八つ当たりだとは承知していた。それをリーフが受け止めてくれたおかげで、オレはこれまで何とかやってこられた……」

　スパークは真しん剣けんな表情で言った。

「スパークが大変だったのは、もちろん知っているわよ……」

　リーフはばつが悪そうに答えた。

　涙なみだが出そうになるのを、何とか堪こらえる。

「八つ当たりぐらいしないと、保もたないんだろうとも思っていた。その矛ほこ先さきがあたしに向くのも分かるしね。それが本当に嫌いやだったら、あたしは宮きゆう廷ていから去っていたわ」

　リーフはスパークをじっと見つめ、ため息をついた。

「昨日、あんなことしたものね。あたしの気持ち、分かっちゃったでしょ？」

「ああ……これまで、考えたこともなかったけどな」

　スパークがうなずく。

「あたしは、スパークが好きよ。この気持ちは噓うそじゃないわ。でも、お妃きさきになりたいとか、そういうんじゃないの……」

　リーフはそう言うと、堪えきれず涙を一筋だけ流した。

「これまでと同じように、誰だれよりもあなたの近くにいたい。ただ、それだけ……」

　少女の言葉に、スパークは息が止まりそうになった。

　これまで、リーフは確かに誰よりもスパークに近い存在だった。

　しかし──

「それは、できない」

　と、スパークはうなだれながら言った。

「オレはニース侍祭を──ニースを妃にするつもりだから……」

「そうよね。お妃様より近くにいることなんてできないものね」

　リーフは答えると、寂さびしそうに微笑ほほえんだ。だが、すぐにその顔は吹ふっ切れたようになる。

「身勝手だとは承知のうえで、それでもオレは、リーフに宮廷に残ってほしいんだ。公王の友人でなくてもいい、どんな待たい遇ぐうでも用意するから……」

「あたしは、ただのリーフでいいわ。もう称号なんかこりごり」

　リーフはそう言うと、悪戯いたずらっぽく笑った。

　スパークも、ただのスパークだったらよかったのにと思う。出会った頃ころの彼は、任務に失敗して処しよ罰ばつされる寸前の騎き士し見習いだったのだ。

「でも、あなたがあたしを必要としてくれるのは、とても嬉うれしい……」

　自らの言葉をかみしめるように、リーフは言った。

「そう、オレにはリーフが必要なんだ。これまでどおり力になってほしい……」

　スパークは、頼たのむと言って頭を深く下げた。

　ギャラックやアルド・ノーバなど、信頼する仲間たちは大勢いる。だが、リーフはそのなかでも特別なのだ。

　スパークが本心をさらけだせる相手は、彼女の他には考えられない。

　ニースにはおそらく、むきだしの感情をぶつけることはないように思える。彼女との関係はそういうものではないからだ。

　尊敬しあい、助けあいながら、マーモ公国と王室とを支えてゆく。

　深く静かな愛。いろいろと紆う余よ曲折はあるだろうが、最後に落ち着くのはそんな関係だろう。

「分かったわ、もうしばらくスパークの側そばにいてあげる……」

　リーフは得意そうな表情で言った。

「ところで、今の言葉、ずっと覚えておくからね」

「わ、分かっているとも……」

　スパークは一いつ瞬しゆん、しまったという顔をしたが、すぐに首を縦に振ふった。

「海かい棲せいの魔ま獣じゆうは見つかったんでしょ。漆しつ黒こくの軍船とはいつ決着をつけるの？」

「明日だ」

　スパークは力を込こめて言った。

「これから、オレはロードスの騎士と永遠の乙おと女めを迎むかえにルードの港に行く。それから、軍議ということになる。一いつ緒しよに来るか？」

「それは、やめておくわ」

　リーフは首をすくめて、わずかに身体からだを震ふるわす。

「あの二人には今、あまり会いたくないし、軍議も面めん倒どうだから遠えん慮りよする」

「そうか……」

　スパークはうなずくと、すっくと立ち上がった。

「明日は頼んだぞ。いくら永遠の乙女が一緒にいるとはいえ、オレに精せい霊れい魔法をかけるのは、おまえだけなんだからな」

　スパークは念を押すように言うと、見張り台を後にした。

　リーフはスパークの頭が完全に消えるまで、彼を見つめつづけていた。

　そして、手を胸に当てて、大きく息をついた。どくんどくんと、心臓が大きく鼓こ動どうしているのが分かる。

　それから、耐たえかねたようにぽろぽろと涙をこぼした。

　哀かなしみもあるが、それ以上に喜びのほうが大きい。

　スパークが自分を本当に必要としてくれたこと。

　それが嬉しいのだ。

　もしも妃となりたいと望めば、スパークはそれさえも許してくれただろう。

　砂さ漠ばくの民である炎ほのおの部族は一夫多妻であり、有力な貴族はほとんど全員、複数の女性を妻としている。

　聡そう明めいなニースは、おそらく、それを許すだろう。許せないのは、リーフのほうなのだ。

「身勝手なのは、あたしだわ」

　妃になるよりも、誰よりも近くにいさせてほしいと、リーフは望んだのだ。スパークにそんなことができるはずがないと承知のうえで……

　無論、拒きよ否ひされたわけだが、彼の誠実な言葉には、答以上の価値があった。

（悪戯の精霊レプラコーン……）

　リーフは自らの精神に潜ひそんでいる数多あまたの精霊たちのなかから、ひとつを選んで呼びかけてみる。

　自分はもう独りではないことを、この孤こ独どくを司つかさどる精霊に告げるために……
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　漆黒の軍船の船橋ブリツジのなかで、新生マーモ帝てい国こくの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しヴェイルは、激しい苛いら立だちを覚えていた。

　カノン王国が、マーモへと軍船を派は遣けんしたことに対してである。

　これを沈しずめれば、カノンに対して宣戦を布告したことになる。マーモ領内の内乱であるとの主張が、通用しなくなるのだ。

　カノンと戦いくさになったとしても、かつての同盟国アラニアが動くとは思えないが、神聖王国ヴァリスやマーモ公国の本国フレイムが、介かい入にゆうしてくる可能性は捨てきれない。

　そうなれば、もともと兵力の少ない新生マーモ帝国は、苦境に立たされる。

　この軍船一隻せきだけでは、海かい峡きようを完全に封ふう鎖さすることはできない。船乗りたちの恐きよう怖ふ心を煽あおり、出港を見合わせさせるのが、ヴェイルの狙ねらいなのだ。

　彼を苛立たせているのは、そればかりではない。定期的に訪おとずれていた新生暗黒騎士団長ネータからの使者が、ここ数日、姿を見せなくなったのだ。

　彼女に判断を仰あおごうにも、連れん絡らくの取りようがない。

（どうする？　討うつか、見み逃のがすか？）

　ヴェイルは迷っていた。

　海峡の封鎖でカノンが動くとは、彼にとって予想外であった。

　大戦前はマーモとカノンの間の往来は、ほとんどなかったのである。わずかにあった交易も、一方的にマーモ側の船だった。

　海峡を封鎖しても、カノン側に不利益はないはず、と思いこんでいたのだが、どうやら甘い考えだったようだ。

（マーモとの交易が、カノンにとって、これほどまでに重要になっていたとは……）

　ヴェイルは歯は嚙がみする思いだった。

（警告を与あたえるべきだろうな。カノンも再編したての海軍をすべて失いたくはあるまい）

　そう判断すると、ヴェイルはゆっくりと軍船を動かしはじめた。

「サルバド港の近くで、沈めてみせよう」

　ヴェイルは声に出してつぶやく。
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　マーモ公国の無力さを、カノンに知らしめるためだ。それで、カノンがマーモから手を引くことに賭かけるしかない。

「この船が動きつづけるかぎり、マーモ公国は孤立しつづけるのだ」




　廃はい棄き間近のカノン海軍の軍船が、ヴェイルが操あやつる漆しつ黒こくの軍船によって沈められたのは、サルバドの港こう湾わんに入る直前だった。

　黒こく煙えんを噴ふきあげるカノンの軍船を助けるための船はサルバドから一隻もなかった。

　だが、軍船の乗組員は、皆みな、それを覚かく悟ごしていたし、備えてもいた。

　彼らは迷うことなく、海へ飛びこみ、岸を目指して泳ぎはじめた。泳ぎの達者な者ばかりが集められたこともあり、ほとんど全員が、無事に陸地へと上陸した。

　そして魔獣使いのエレーナから連絡を受けて待機していたマーモ公国の騎士たちに手厚く迎むかえられたのである。

　その軍船から立ち上る黒煙が合図だった。

　ルードの城じよう塞さいの見張り台からは大きな旗が合図として打ち振ふられる。

「いよいよだぞ！」

　それを見て、スパークは拳こぶしを握にぎりしめた。

　彼の姿は今、魔獣ザラタンの背中の上にある。

　一いつ緒しよにいるのは、公王の友人リーフ、魔獣使いのエレーナ。そして自由騎士パーンと永遠の乙おと女めディードリットの四人。

「エレーナ師、お願いします」

　スパークが逸はやる心を抑おさえながら言った。

「承知しました」

　エレーナは静かにうなずくと、精神を集中させる。

　そして魔獣に、

「動きなさい……」

　と、呼びかけた。

　命令に従い、真っ白な体色をした巨きよ大だいな鯨くじらがゆっくりと動きだす。

　その背には、岩のようなごつごつとした突とつ起きがある。そのあいだには砂がたまり、潮に強い草がすでに芽吹いている。

　この鯨の魔獣は、背を海面に出したまま泳ぐ習性があるという。それゆえ、巨大になると、船乗りが島と見み間ま違ちがうばかりになる。だが、それにはまだ何百年という時間がかかるのだそうだ。

　エレーナが捕つかまえてきたのは、ほんの幼よう獣じゆうでしかない。

　魔獣は海うな原ばらを滑すべるように動いた。

　周囲の景色が動くのがなかったら、本当に陸地に立っていると錯さつ覚かくしそうなほどに静かな泳ぎ方だった。

　しかし、泳ぐ速度は馬を疾しつ走そうさせるほど。

　魔獣は、海峡を一気に渡わたった。そしてサルバド港から悠ゆう然ぜんと引き揚あげる漆黒の軍船を視界に捕とらえたのである。

「そろそろ、海中へ……」

　スパークがエレーナにうなずきかけた。

「水の乙女……」

「清らかなる水の精せい霊れいウンディーネ……」

　スパークの言葉を聞いた二人の精霊使いが、申し合わせたように、精霊魔ま法ほうの呪じゆ文もんを唱えはじめる。

　そして呪文が完成し、ディードリットはパーンとエレーナの二人に、リーフはスパークに水中呼吸の魔法をかける。

「潜もぐりなさい……」

　エレーナは呪文がかかるのを待って、魔獣に命令した。

　鯨の魔獣はゆっくりと潜せん行こうしはじめる。

　スパークは、鯨の背の突起にしっかりと捕まり、しばらくは息を止めて待っていた。

　やがて全身が海水に浸つかり、スパークは思い切って、海水を呼吸してみた。

　胸の中の大気が泡あわとなって吐はき出され、変わって冷たい水が入ってくる。

　一いつ瞬しゆん、息苦しさを感じたが、すぐに楽になった。

（魔法の力というものは、つくづくすごいな）

　スパークは感心する。

　リーフも精霊使いとしての能力を急速に伸のばしつつある。

　スパークとリーフ、エレーナ、そしてパーンとディードリットの五人は、海水の中を高速で進んでゆく。

　スパークたちには、ほとんど見えないが、魔鯨の感覚器官には、漆黒の軍船ははっきりと捕らえられているようだった。

「浮ふ上じようしたら、すぐに軍船に乗り移ってください。わたしはこのまま魔獣を操り、軍船を牽けん制せいしますので」

　水音に負けないように、エレーナが大声で言った。

「分かりました。くれぐれも無理はなさらないでください」

　スパークも大声で返す。

「浮上します！」

　エレーナが叫さけんだ。

「行くぞ、ディード！」

　パーンが気合いの声をあげる。

「援えん護ごは任せて！」

　ディードリットが力強くうなずいた。

「スパークも負けないでよ」

　若きマーモ公王のすぐ傍かたわらにいたリーフが、笑え顔がおを浮うかべて、彼の背中を強く叩たたいた。

「ああ、もちろんだとも！　ルゼナンの仇かたきは取らせてもらう!!」

　スパークが答えた。

　そして魔ま獣じゆうザラタンは海面へと浮上した。

　あたかも、小さな島がいきなり出現したかのごとく──




　いつになく静かな海面を悠然と進んでいた古代王国の軍船だったが、突とつ然ぜん、すぐ脇わきに大きな波が湧わきたった。

　それに揺ゆられ、船橋で操船に集中していた新生マーモ帝てい国こくの宮きゆう廷てい魔術師ヴェイルは姿勢を崩くずし、船橋の壁かべに激しく身体からだをぶつけた。

「いったい何事だ？」

　さしものヴェイルにも、いったい何が起こったのか、瞬しゆん時じには判断できなかった。

「まさか暗あん礁しように乗り上げたのか？」

　ヴェイルは焦あせりを覚えた。

　魔船の操縦には習熟していても、船乗りとしては未熟というしかない。

　そしてマーモ海かい峡きようには暗礁が、各地に点在しているのだ。そういう場所では海流も早く、また大きな渦うず巻まきも発生したりする。

「しかし、この辺りにそういう場所はなかったはずだが……」

　ヴェイルはつぶやくと、船の周囲に視線を走らせる。

　そして気づいた。

　船に寄り添そうように巨きよ大だいな生き物が背中を海水から出して泳いでおり、しかもその背には、数人の男女の姿が見られた。

「あ、あれは？」

　その姿を見て、さしものヴェイルも驚おどろきを隠かくせなかった。

「マーモ公スパーク！」

　そして魔獣使いの女性魔術師の姿もあった。

　しかも、残る二人は、先の大戦でマーモ帝国にとっては仇きゆう敵てきとも言えるロードスの騎き士しパーンと永遠の乙おと女めディードリットだった。

「魔獣を操あやつって、海中からやってきたのか？」

　魔獣使いと優すぐれた精霊使いがいれば、確かにそれは可能だった。

　だが、そういう発想は、ヴェイルにはまったくなかった。せいぜい空を飛んで乗り込んでくる可能性を考こう慮りよしたぐらいである。

「くっ」

　逃にげなければ、とヴェイルは思った。彼ら五人を相手にして勝ち目はない。

（しかし、この魔船は最後の切り札。これを失っては、もはや次の手は……）

　そしてこの船は彼の所有する物ではない。黒の導師バグナードから借り受けているに過ぎないのだ。

　そして今や究極の不死アンデ生物ツド〝生命ノーなき者ライフの王キング〟となっているバグナードからは妹のミネアを通じて、最後通告ともいえる警告を受け取っている。

（バグナード様は怠たい惰だと無能とを何よりも嫌けん悪おされる）

　ヴェイルが講じたあらゆる策略は、マーモ公国の機知と行動力、そして団結の前に次々と潰ついえていった。

（成立時には、脆ぜい弱じやくにしか見えなかった公国が……）

　なぜ、これほどの頑がん強きようさを発揮してこられたのか、ヴェイルには謎なぞでしかない。

（マーモ公王スパーク……）

　間ま違ちがいなく言えるのは今、すぐ側そばで剣けんを構えている若者こそが、すべての中心にいるということだ。

（貴様こそが、マーモ公国の脆弱さを象しよう徴ちようしていると思っていたのだがな……）

　ヴェイルは歯は嚙がみした。

　隣りん国ごくカノンが、マーモ公国の支し援えんに動き、しかも、ロードスの騎士までもが、マーモ公国のために剣を取った。

　その事実は暗黒の島の統治権が、マーモ公国にあることを、ロードス中の人々に知らしめることになる。

　ロードスの騎士が一声あげれば、義勇兵が各地から集つどい、諸国も騎士団を動かさざるをえないのだ。

　それほどの力が、ロードスの騎士の称しよう号ごうにはある。

「もはや、これまでなのか……」

　ヴェイルは自分の敗北を認めざるをえなかった。

　マーモ海峡の封ふう鎖さが解ければ、マーモの住民の不安は収まり、公国は安定する。

　マーモ各地で暴れまわる妖よう魔またちを鎮しずめ、新生マーモ帝国の砦とりでを攻せめ落とすには、まだ時間がかかるだろうが、それはもはや戦いというより雑務である。

（敵かなわぬまでもここで戦い、果てるか？）

　ヴェイルはそう自問してみる。

　だが、その覚かく悟ごはできそうになかった。

（オレはつくづく往生際ぎわが悪くできてるようだ）

　マーモ公国に追われようと、かつての師バグナードに狙ねらわれようと、最後の最後まで生き延びようと足あ搔がくに違いない。

（ネータ……）

　ヴェイルはその名を心のなかでつぶやく。

　その存在が、彼にとって、これほど大きくなるとは、最初、会ったときには思いもしなかった。

　彼女の意志力と行動力に惹ひかれ、彼女の夢を共有したいと思った。その報ほう酬しゆうとして彼女自身を求めたのは、戯ざれ言ごとのようなものだった。

　それなのに……

（ここでオレが倒たおれれば、誰だれが彼女を支えられるというのだ）

　その思いが、彼の決心を変えた。

　この場で果てるのではなく、ネータとともに戦いつづけようと……

「竜ドラゴン牙トウース兵ウオリアーどもよ、魔法像ゴーレムどもよ」

　ヴェイルは上位ハイ古エン代シエ語ントで叫さけんだ。

　マーモ公国の海軍との一戦で、この船に乗り込もうという敵の意図がはっきりと分かった。

　それに備えて、魔法コンスト生物ラクトの衛兵を用意しておいたのだ。

　その数は竜牙兵が三体と魔法像が二体。

　並みの戦士なら、十人がかりで挑いどんでも全ぜん滅めつするはずだった。

　しかしマーモ公王の剣の実力は、今やかなりのものである。また、魔ま獣じゆう使いの女性魔術師エレーナの実力は冷静に考えて、ヴェイルに勝まさっている。

　しかも、あのロードスの騎士パーンと永遠の乙女ディードリットまでもが同行しているのだ。

　魔法生物たちは、時間稼かせぎにしかならない。

　だが、そのあいだに、ヴェイルはこの魔法の軍船の起動装置であり、また収納庫でもある水すい晶しよう硝子ガラスの瓶びんを抜ぬき取り、瞬しゆん間かん移動の呪じゆ文もんで逃のがれることができるのだ。

　ヴェイルはあわてることなく、作業に取りかかる。

　制せい御ぎよ盤ばんから瓶を取り外すのは、ほとんど一瞬だった。

「万ばん物ぶつの根源……万能の力……」

　それからおもむろに、瞬間移動の呪文を唱えはじめる。

　だが、その瞬間──

「悪あく戯ぎの精せい霊れいレプラコーンよ……」

　ヴェイルのすぐ背後で、突とつ然ぜん、声が響ひびいた。

　その特とく徴ちようある声を、彼は知っていた。マーモ公国の宮きゆう廷ていに仕える精霊使いで、公王の友人の称号を持つ半妖精の少女だ。

（魔獣の上に姿は見えなかったが、姿インビ隠ジビしリテイを使っていたのか……）

　リーフという名の少女のことなど、ヴェイルは気にもしていなかった。

　だが、予想もしなかった伏ふく兵へいの出現に、彼の心に動どう揺ようが走った。そしてそれが、新生マーモ帝てい国こくの宮廷魔術師たる彼にとって致ち命めい的となった。

「……心を乱し、惑まどわせて」

　リーフが唱えた精霊魔法──混乱の呪文は完成した。

　レプラコーンは、リーフにとって特別な精霊だった。

　エルフの集落でも、人間の村でも、彼女はいつも心に孤こ独どくを抱かかえていたから。その孤独を埋うめるために、彼女はよく大人たちに悪戯いたずらをしかけた。

　そして得たのが、たったひとりの友、このレプラコーンだったのである。この精霊こそが、リーフを精霊使いとして覚かく醒せいさせ、成長させてきたといっていい。

（わたしはもう独りじゃない。でも、あなたともいつまでも友達だからね）

　リーフは心のなかで、悪戯の精霊に呼びかけた。

「かかった！」

　漆しつ黒こくの軍船の操縦者である魔術師が、呪文を中断させ、呆ぼう然ぜんと立ちつくすのを見て、リーフは歓かん喜きの声をあげた。

「やったわ、スパーク！」

　リーフは若きマーモ公を振ふり返る。

「でかした！」

　スパークは竜牙兵を相手に、激しい戦いを演じていたが、リーフの声に笑え顔がおを浮うかべて応じた。

「そんなのに負けたら恥はずかしいよ。自由騎き士し様は二体を相手にしてるんだから……」

　もっとも、自由騎士には永遠の乙おと女めの精霊魔法の援えん護ごがある。

　リーフもスパークを助けたいところだが、残念ながら気力が保もちそうにない。

〈水ウオー中ターブ呼リージ吸ング〉の呪文をかけ、精神力を振り絞しぼって〈混コンフユ乱ージヨン〉の呪文をかけたため、さすがに余力がないのだ。

　そして二体いたゴーレムは、今やお互たがいを殴なぐり合っている。

　エレーナが一体に〈命デイ令スペ解ルオ除ーダー〉の呪文をかけ、さらにもう一体と戦うように命令したからである。

　彼女は涼すずしい顔でそれをやってのけたが、それがどれほど高度な魔術によるものかは、リーフにも薄うす々うす、分かる。

「言われるまでもない！」

　一呼吸遅おくれて、スパークがむっとして叫び返してきた。

　竜牙兵に隙すきができたからだろうが、それならその隙を突ついて、この魔法生物を叩たたき壊こわせばいいのに、とリーフは思う。

（でも、スパークらしい……）

　リーフは微笑ほほえむ。

　スパークの生き真ま面じ目めで、短気な性格はおそらく、一生、治らないだろう。

　彼の側にいる者にとって、それは大変な苦労なのだ。しかし、不思議と皆みなが彼のもとを去ろうとしない。

（あたしだってそう）

　リーフは心の底から思う。

（だけど……だけど……）

　リーフは竜牙兵を相手に見事な戦いを演じているスパークを目を細めて見つめながら、奥からこみあげてくるものを必死になって抑おさえていた──




　新生マーモ帝国の宮廷魔術師ヴェイルが正気に戻もどったときには、すべてが終わっていた。

　彼は縄なわで縛しばられ、舌を嚙かまないよう猿さる轡ぐつわをはめられたまま、甲かん板ぱんに転がされていた。

　二体いた魔法像は互いを破は壊かいしつくし、三体の竜牙兵も破壊され、砕くだけた竜りゆうの牙きばへと還かえっていた。

　魔鯨ザラタンは、まだ船の側にその巨きよ体たいを浮かべていたが、魔獣使いのエレーナはすべてが終わったあと、この伝説の魔獣を解放するつもりでいる。

　スパークたちには、軍船を操縦する意志はなく、マーモ公国から迎むかえが来るのを、しばらく待っていた。

　そして漆黒の軍船が完全に動きを止めたことに勝利を確信したのか、サルバド港から手漕こぎの小こ舟ぶねが一隻せき、向かってきた。

　その小舟に乗っていたのは、近衛このえ騎士隊長ギャラックと夫人のライナ、宮廷魔術師アルド・ノーバ。そしてウィンディスのマーファ神しん殿でんの侍じ祭さいニースたちである。

　彼らはスパークの無事を喜び、彼の勝利を祝した。だが、その表情はすぐに厳しいものになる。

　怪け訝げんに思い、スパークはその理由を訊たずねた。

　そして彼らからその理由を聞いて、スパークは言葉を失ったのである。

　ウィンディスのマーファ神殿が、巡じゆん礼れい者を装よそおった一団の襲しゆう撃げきを受け、フェリーナ司祭をはじめ、神官たちが皆殺しにされたこと。

　そして帝国に奪だつ取しゆされていた闇やみの森の砦とりでから、暗黒騎士の一人が投降してきたというのだ。

　彼は胴どうから切り離はなされたひとつの首を抱かかえていた。そしてそれは新生暗黒騎士団の女将軍ネータのものであったのだ。

　幼帝レイエスに反旗を翻ひるがえし、処しよ刑けいされたのだとその暗黒騎士は説明したが、スパークは無論、真相を知っていた。

　ふたつの事件が、実はひとつに繫つながることを……

　破壊の女神の教団が、数百年の雌し伏ふくに終しゆう止し符ふを打ち、ついにその正体を顕あらわしたのである。

　新生マーモ帝国は実質、滅ほろんだ。

（しかし……）

　スパークは唇くちびるを嚙んだ。

（これからの戦いは、もっと厳しいものになる……）

　束つかの間の勝利のあとに、最悪の知らせがやってくる。それが、この暗黒の島の運命なのかもしれない。

（退ひくわけにはゆかない。無論、負けるわけにも……）

　スパークは拳こぶしを握にぎりしめ、誓ちかいを新たにした。

　そして無言のまま、哀かなしみにうなだれる小さなニースを抱だきしめた。背中に、ハーフエルフの少女の視線を感じながら……







　あとがき







　毎度のことですが、お待たせして申し訳ありません。ようやく四巻をお届けできます。

　ロードス島戦記は、僕が最初に書いた小説で、作家となって十五年以上たった今もこうして書き続けているわけですが、いつまでたっても慣れるということがありません。作家としてホントに成長しているのかいな、と不安になるぐらい、毎度毎度、苦戦させられます。

　作者としては、そのときどきで何かに挑ちよう戦せんしているからだと前向きに考えているのですが、それが作品に反映されてるかどうかは、無論、皆みな様さまの判断によるところ。

　作品をすでに読んでいただいた方には、お分かりいただけると思いますが、この巻から物語は大きく動きはじめます。

　マーモ公国に敵対していた勢力の交こう替たいがそのひとつ。そしてもうひとつは、作者が望んでもいなかった男女関係の進展（？）。

　作家としてはあるまじきことかもしれませんが、僕は恋れん愛あいに関しては極きわめて平和主義者で、本書でようやく登場したパーンやディードリットのように、なんとなく出会い、なんとなく仲良くなって、そのままずっとというパターンが好きです。

　作者ぜんぜんもてたことありませんが、万が一にも複数の女性から同時に告白されるようなことがあったらどうしよう、と思います。

　なにしろ、どちらかを断らないといけないんですから。両方とうまくつきあうというオプションもあるんでしょうが、根っからの小心者ゆえ、僕にはぜったいそれは無理。一人の女性しか愛せないという人間ならよかったのでしょうが、残念ながらそういう人間でもない。

　世の中には魅み力りよく的な女性多いですからね。そんなわけで、もてなくてよかった、と負け惜おしみ半分で思うこと多いです。

　しかし、スパークにはこの試練を受けてもらいます。ロードスは一夫多妻もありな世界なのですが、そういう逃にげ道は彼にはありえません。

　次巻では、スパークと二人の少女が、物語の中心となるはずで、そしてシリーズのクライマックスへとつながってゆくことになると思います。

　また苦戦することになるのでしょうが、妥だ協きようすることなく頑がん張ばりますので、応おう援えんよろしくお願いいたします。

　それから、今、ぼつぼつと『ロードス島戦記』を単行本にするための手直しをしています。そのうち、出版されるかと思いますので、もし本屋さんで見かけたら、是非、お手にとっていただきたいと思います。

　それでは、次巻の「あとがき」で再会いたしましょう。
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